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は　 じ　め　 に

　 近年,国 際情勢の変化は,即 時,わ が国各界 に大 き く波及 し,こ うした事態へ

の迅速 ・的確 な対応は もとよ り,事 前 に兆候 を把握で きる体制づ くりが急務 とな

ってい る。

　 このためには,内 外 の情報資源を活用 し,常 時 こ うした動向を把握 で きる情報

処理 システム体制を確立す る必要が ある。

　 と くに,記 事情報等の文章情報 をデータベース化 し,コ ンテ ンツ ・アナ リシス

等の高度 な手法 を駆使 して情報 内容 を分析 し,客 観的な判断材料 を求めることは

有効 と思われ る。

　 また,こ れ らの情報処理過程 においては,な るべ く人手を介 さない,自 動的な

機械処理が可能な形が望まれ てい る。

　 こ うした ことか ら,本 事業 においては,文 章情報 データベースを効果的に利用

するに必要 な総合解析 システムを開発す ることを 目的 として,各 種調査研究並 び

に機能開発等 を実施 してい る。

　初年度は基礎的な調査研究 を実施 し,第2年 度は これに基づ く課題 を研究す る

とともに海外先進例 の調査や データベース作成 ・更新 システムの研究開発 を実施

した。第3年 度はひきつづ き各種機能研究や海外調査 を行 うとともにデータベー

ス検索 システム,定 量化分析 モデルシス テムの開発,文 章情報の各種解析処理実

験等を行 った。

　最終年度 として本年度は,こ れ までの実施成果 を総合解析 システムの一つの流

れで機能 させ ることに留意 して,こ の為の中核機能 となる基礎解析 システムと,

これ によ り生成 され る二次情報 データベースの実験 開発 を重点的に行 った。 また,

これ による文章情報の効果的 な利用につ き,検 索,内 容分析,翻 訳等の各面か ら

検討 し,望 ま しい総合解析 システムの構築に 向けた今後への展望 と課題 をまとめ

た。

　最後 に,4カ 年にわたる本調査研究の推進にご指 導,ご 協力いただいた委員並

びに関係各位 に感謝の意を表 します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 昭和60年3月
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1.事 業 概 要

1.1　 目的 と背景

　　コンピュータや通信技術 の進展に伴い,各 種情報利用は,広 く社会 ・生活面

の深部に至 るまで浸透 し,情 報化社会は名実 ともに確立 されつつある。

　 近年のオ フィス ・オー トメーシ ョンやパ ーソナル ・コンピュータの急激な普

及や高度情報通信 システ ムの進展にもみ られ るよ うに,職 場や家庭 におけ る一

般利用者の比較的容易 な操作 による コンピュータ利 活用が可能な時代 となった。

　　こ うした状況の背景 には,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの技術 向上 に伴 う諸

条件整備は もとよ り,情 報資源に対す る社会及び個人の関心,意 識 の向上が大

　きく作用 している と思われ る。

　 情報その ものの重要性が認識 され,情 報量が拡大 され るに伴い,デ 一夕ベー

　スや,情 報検索 システムとい った情報流通機能の需要 も拡大の一途 にある。 ニ

　ューメデ ィアの台頭 も 目覚 しく,益 々増大,多 様化す る情報利用者の 三一ズに

対応すべ く,情 報の量的,質 的整備 と簡便 な利用体制づ くりを中心 とした情報

処理 システムの確立が急務 とな って きた。

　　と くに文章情報 データベ ースは 日本語情報処理 の普及や海外 か らの文献情報

　データベース等の導入に よ り,そ の蓄積及び利用は急速に高 まってい る。

　 それ らを効果的 に利用す るには通常の情報検索 に加 えて,デ ータベ ースの持

つ各種の情報を コンテ ンツ ・アナ リシス等の高度な分析(キ ーワー ドの頻度の

時系列分析,出 現頻度の相関分析,意 味論的分析)を し,利 用す る ことが極め

て重要であ る。

　　このため,文 章情報 データベ ースを効果的 に利用す るのに必要 となる各種機

能 を備 えた総 合解析 システムを開発す ることを目的 として,調 査研究 を実施す

　る。

1.2　 事 業 計 画 と実 施 経 過

　　本事 業 の 全体 計 画 と実 施 概要 は図1.2-1に 示す とお りで あ り,4カ 年 にわ

一1一



た る調査研 究並びに システム開発等の実施経過 を年度別 に示す と次の とお りで

あ る。

(1)昭 和56年 度

　　 「文章情報 データベ ース総合利用調査委員会」 を設置 して,本 調査研究の

　基本計画を策定 し,事 業の推進 と りまとめを行 った。

　　本事業 初年度にあた り,文 章情報 デー タベ ースの総合的 な利用 のために必

　要 とな る各種分析手法や,総 合解析 システム開発に際 し具備すべ き諸機能に

　つ き基礎調査 を実施 した。 また,総 合解析 システムとして,あ るべ き姿 と現

　状で実現可能 なシステム形態 を並行 して検討 しつつ,次 年度以降のシステム

　開発 に向けて基本構想を作成 した。

　　具体的には,委 員会 メ ンバーを中心 とす る ワーキ ング ・グル ープで以下の

　テ ーマに基づいて調査研究を実施 した。

　① カ ン トリー リス ク,エ ネルギー動向把握 のための文章情報 コンテ ンツ

　　'・アナ リシス手法の研究

o

O

o

o

o

o

② 海外情報の有効活用,

　化の基礎研究

O

o

O

o

o

キ ーワー ド自動抽出の研究

入力デー タ作成上の課題

既存 システ ム利用事例研究

シ ソーラス辞書作成の研究

定量化利用方 法論の研究

新記事情報利用 システムの研究

　　　　　　　　 問題別把握,分 析 を行 うための翻訳 システム実用

実用可能性の研究

機械翻訳技術の研究

構 文解析技術 の研究

入出力イ ンター フェイスの研究

LC　 一　MARCの 実験準備

一2一
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②　昭和57年 度

　　前年度 と同様 「文章情報 データベース総合利用調査 委員会」に よ り,全 体

　の推進,統 括 を行 った。

　　委員会 の下に 「文章情報 デー タベース定量化利用研 究専門委員会」並び に

　 「機械翻訳 システ ム研究専門委員会」の2つ の専門委員会 を設置 して,次 の

　研究を実施 した。

　　 「文章情報 データベース定量化利用研究専 門委員会」 では,

　　　 。　 国際紛争 データと危機管理 システムの研究

　　　 。　 General　 Inquirerに お けるデータ作成 と解析

　　　 。　 認知構造 図手法の研究 と適用実験

　について事例研究 を行 うとともに,総 合解析 システムの うちデータベース作

　成 ・更新 システムの開発 を実施 した。

　　つま り近年広 く各界 の注 目を集 めてい るエネルギー,カ ン トリー リス ク関

　連分野をモデルに記事情報の整備及び データベースの構築 を行 った。

　　 「機械翻訳 システム研究専門委員会」では,

　　　 。　 辞書構造 の研究 と作成上 の課題

　　　 。　 翻訳 システム先進事例の研究

　　　 。　 構文解析法 と役割

　について研 究を行 った。

　　 また,① 文章情報の有効利用法 と機械翻 訳の アル ゴ リズム,② 文章情報解

　析 システ ムにおけ る構文解析 と用語データベ ースの役割 をテーマに,欧 州を

　中心 とする先進事例の調査 を行い,今 後の参考に資 したこ

(3)昭 和58年 度

　　 56,57年 度 に引 き続き委員会並び に2っ の専門委員会を設置 して調査,

　研究 を推進 した。

　　 「文章情報デ ータベース定量化利用研究専 門委員会」 においては,

　　　 。　 記事情報 イ ンデ ックスの キー ワー ド出現頻度数分析

　　　 。　 キ ー ワー ド自動抽出 システムの現状
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　　　 。　 文章情報 内に出現す る自然語の頻度分析

　 につい て事例研究 を行 うとともに,57年 度開発 した データベース作成 ・更

　新 システムに付加す る検索 システム並びに定量 化分析のモデル システムの開

　発 を実施 した。 また,エ ネルギー記事情報の本格整備 を図 り,デ ータベ ース

　 を構築 した。

　　 「機械翻 訳システム研究専 門委員会」 においては,翻 訳7ル ゴ リズムや文

　法規則,辞 書等の研究を次の実験 を通 して行 った。

　　　 。　 PROLOGを 利用 した文章解析処理の実験

　　　 。　 エネルギ ー分野 における用語収集実験

　　 また,米 国の研究機関 を中心に 自然言語処理技術の動向や デー タベース作

　成処理の実態調査 を行い参考に資 した。

(4)昭 和59年 度

　　 これ まで と同様,委 員会並びに2つ の専 門委員会を設置 し,本 事業最終年

　度 として これまでの成果 を1つ に まとめる方向で調査研究並び にシステ ム開

　発 を推進 した。特に,総 合解析 システムの中核機能 として,検 索,内 容 分析

　や翻訳 に使用 され る二次情報の生成 を行 う基礎解析を中心に機能を研究,整

　理 した。

　　また,58年 度開発 した定量化分析 モデルシステムにつ き基礎解析機能 と

　の連動 に係わ る分析機能の拡張を検討 した。

　　並行 して モデルデータベ ースの充実 を図 り,こ れまでに蓄積 したエネルギ

　ー記事情報に付加す る同種 データを,59年12月 分 まで整備 して,エ ネル

　ギーデータベースに構築 した。

　　これ ら59年 度作業 と過去3ヵ 年の研究開発成果を基に,範 囲を限定してプ

　ロ トタイ プ型の総合解析 システムの開発実験を行 い,今 後への展望 と課題 を

　とりまとめた。

　　なお,59年 度本調査 研究 の経過概要 は表1.2-1に 示す通 りで ある。
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表1.　2-1　 昭 和59年 度調 査 実 施経 過 表

　　　　　　　　　　 月

項　 目

ヲ
4 5 6 7 8 9 10 11 12

ヲ
] 2 3

委員会の開催

　・総合委員会

・定量化専門委員会

　・翻訳専門委員会

2

0
28

0 26

0

19

(

)

26

(

)

実施計画の策定 一

文章情報総合利用の研究 一 ●

総合解析 システムの開発

・ エネルギー記事情報の整備

・ 二次情報デ ータベース構造

　　　の研究

'基 礎解析サブシステムの開発

'定 量化分析 モデル の拡張

● 開発 システムの実験 ・評価

'

■ 一

.

.

一

一

喝 ●

報告書の作成

.

喝 ●
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4.5　 報告書 の構 成

　　本報告書は次の3章 か らなってい る。

　　まず第1章 事業概要 で事業主 旨,4カ 年 にわた る調査研究の実施経過 を概説

　した。

　　第2章 総合解析 システムの構 築においては,ま ず基本構想 と,そ れに基づ く

開発 アプローチで,研 究開発 を段階的に実施 してきた経緯を述べた。更に これ

　を うけた開発実験 として,こ れ までの個 々の成果 を総合的な1つ の流れにま と

　める方向で,59年 度実施 した プロ トタイプ型の総合解析 システムの開発につ

　き実験内容を詳述 した。 また,総 合解析 システムの機能 とその利用では,総 合

解析 システ ムとして具備すべ き主要 な機能につき,そ の 目的,機 能,構 造 を解

説す るとともに考 えられ る利用のイメージを例示 した。

　　第3章 展 望 と課題では本事業所期の 目的 と実施 内容,成 果を照 らして残 され

　た課題を整理 し,各 所における先端的 な研究状況 も勘案 して今後への展望 をま

　とめた。

　　なお,4カ 年 を通 して,各 年度の調査研究成果 を表1.3-1の 報告書 にまと

　めてあ る。

表1.3-1　 調査 研 究 報 告 書

56　 RO11 文章情報 データベース総合利用調査研究報告書

57　 SOO4 〃

58　 SOO3 〃

59　 SOO2 〃
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2.文 章情 報 データベー ス総合 解析

　 　システムの構 築





2.文 章情 報 デ ー タベ ー ス総 合 解 析 シ ステムの構築

2.1　 総合解析 システムの基本構想

21.1　 背景一 情報需要の変化一

　　　情報化社会 ・知識集約型産業社会 といわれてす でに久 しい。複雑化 した社

　　会環境に応 じて情報に対す る需要 も変化 してきてい る。最近の情報需要 とし

　　て,次 の3点 に顕著な傾 向を見いだす ことができる。

　　　第1の 特色は情報需要 の 「国際化」傾向である。世界各地で発生す る様 々

　　な事件は,国 際的 に大 きな波及効果を及ぼ してお り,相 互依存 関係が深 まる

　　につれて海外の政治 ・経済動向がわが国の政 治 ・経済 に及ぼす影響 も大 き く

　　な ってきてい る。 このよ うな状況の もとに海外情報の需要は従来 にも増 して

　　急激な高ま りをみせ てお り,海 外情報 を的確かつ迅速 に収集 し,分 析す るこ

　　とが大 きな課題にな ってい る。

　　　例 えば,

　 ① 海外情報を得 るた め海外の新 聞,雑 誌等の輸入量が年 々増加 してい る。

　 ②DIALOG,　 MARK皿 な ど国際間のデー タ通信 システムを利用 した情

　　　報 サー ビスが普及 して,国 内で入手で きる海外情報量は極めて大 き くな っ

　　　ている。'

　 ③ 日経NEEDS--IRな どわが国の オ ンライン情報サー ビス システムによる

　　　データベ ースも,海 外情報 を得 る一手段 として利用 されている。

　　等があげ られ,こ うした傾向はさ らに増大す る と予測 され る。そのた め海外

　 情報 に対す る分類 ・索 引の作成,抄 録 ・翻訳等の処理が容易に行 える必要が

　　あ る。

　　　しか し,膨 大な情報量に対 して人間が手作業で処理 を行 うには 自ず と限界

　　があ り,コ ンピュータを利用 した 自動的な分類,イ ンデ ックス作成,翻 訳等

　　の処理 システムの開発が望 まれ てい る。　　　 　　'

　　　第2の 特色は情報需要の 「総合化」傾 向である。

　　　従来の文章情報の検索は,デ ータベ ースか ら個別の情報を と り出す ことが
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　　中心であった。今後は従来の検索 につ け加 えて,デ ータベースに蓄積 された

　 文 章情報の内容を把握 し,要 点 を分析す ることが極 めて重要視 されている。

　　　た とえば カ ン トリー ・リス ク,経 済安全保障,通 商摩擦等のテーマに と り

　 組 む ことを考 えてみ よ う。 これ らのテーマに対処す るには個 々の断片的 な情

　 報を抽 出す るだけでは問題点 を理解す ることが容 易でな く,不 十分であ る。

　 個 々の情報では把握 しに くい これ らの テーマに関係す る情報を分析 して内容

　　の傾向や特徴 を簡単に取 り出せ るようにす ることが必要である。 また,利 用

　　可能な情報量が膨大 になるにつれて,利 用者がすべ ての情報にあたってみ る

　　ことは不可能に なってきてい る。政 治 ・経済 ・社会 問題が顕 著になる前にあ

　　らか じめ予知で きるようにす るには,デ ー タベ ースの情報か ら何 らかの方法

　　によって,見 落 しがちな変化やわずか な兆候 を発見す る ことが重要で ある。

　　　一方,こ のよ うな需要 に対 し,最 近 の情報解析技術の進歩,あ るいは デー

　　タベ ースの普及等 によ り,情 報の総合 的利用 の条件が整いつつあ る。

　　　第3の 特 色は,情 報需要 の 「多様化 」傾向である。

　　　この傾向は従来か らみ られるが,近 年著 し く強 まってい る。

　　　その背景 としては,情 報 を必要 とす る需要 者の拡大が挙げ られ る。大企業

　　に偏 よ りが ち で あ った情 報 需 要 者 は 中小 企 業,家 庭 ・個人へ広が りをみ

　　せ ている。 また企 業内では,特 定の部門(た とえば調査部門)に 集中 しがち

　　であ った需要が,あ らゆる部門に拡大 して きてい る。 この ように専 門家か ら

　　いわゆる情報の"素 人"に いた るまで情報 を求める層が広が ってい る。

　　　需要者層の広が りに伴 って,情 報の利用 目的 ・利用 方法は急 速に拡大 し,

　　その要求内容は極めて多様化 している。個 々の需要 者の要求 を満たす ために

　　は,需 要に応 じて処理 方法 ・提供方法 ・提供媒体 ・提供形態等 を,利 用者が

　　自由に選べるよ うな需要者 オ リエ ンテ ッ ドなサー ビスができるシステムの開

　　発が求 められてい る。

2.1.2　 総合解析 シスデ ムの必要性

　　　前項で述べ たよ うに,最 近 の情報需要は新 しい傾 向を示 してお り,こ の傾

　　向は今 後さ らに強 まる もの と予測 され る。
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　 このため,需 要者が求めてい る情報は質 ・量 ともに拡大 し,需 要者は単 に

データベースか ら検索 して提供 を うけるだけでは な く,さ まざまな 目的に応

じた需要者本位 のサ ー ビスを要求 してい る。

　 しか し,現 在 のデータベー ス利用 システムで対応す るには限界が あ り,よ

り的確に ニーズに対応す るためには,個 々の情報 を利用者 が望 むかた ちで提

供で きるよう加工分析 し,そ の うえ,そ れ らの情報 を有機 的に組み合わせて

解析 し,総 合化できる処理 システムー総合解析システムー の開発が必要にな

ってい る。

　総合解析 システムの主要な機能 は,以 下のとお りで ある。

①　 文章情報 を分析 して 内容を把握す る解析能力

　 ・文章情報を定量化す る機能

　 ・情報内容の時系列的分析ができ る機能

　 ・キー ワー ド間の構造分析機 能

②　文章情報 を処理す るための言語処理能力

　 ・利用者が希望す る言語で情報 を入手できるための翻訳機能

　 ・利用者が検索 しやすい よ うに,蓄 積対象の文章情報のキ ー ワー ドを設定

　　 した り,索 引を作成す る機能

③　文章情報データベース と,数 値 データベースを組み合わせ て分析す る機

　能

④ 　その他

　 ・文章情報 のなかか ら数値 デー タ部分を抽出す る機能 　 　 　 　 　等

2.1.5　 総合解析システムの概念像

　　(1)シ ステムの 目的

　　　　文章情報総合解析 システムは,大 量の文章情報 をデータベ ースに蓄積 し,

　　　これを検索 ・内容分析す ることによって,事 態 の客観的 な把握,将 来動 向

　　　の予測,仮 説 の検証 な どに役立つ データを提供す ることを 目的 と し,政 策

　　　の立 案や決定,企 業の経営計画の策定な どに際 して,有 力なサ ポー トシス
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　 テムとして機能す ることをめざしてい る。

　　文章情報のデータベ ース化には,キ ー ワー ドの付与 をは じめ とす る文章

　の解析 ・加工作業が必要 であ る。一般 に,日 本語文章情報 におい ては,こ

　れ らの作業はほ とん ど人手で行われているために,多 くの時間 ・労力 ・コ

　 ス トがかか り,文 章情報 データベ ースの量的 な不足 と,ア ップ ・ツー ・デ

　 ー トな情報をタイム リーに利用で きない原 因 とな ってい る。 また,文 章情

　報の内容分析 にいた っては,利 用者個人の能力(読 解力や分析力)に 依存

　 してい るのが現状であ る。

　　総 合解析 システムは,文 章情報 利用 にお ける人間系作業依存の現状か ら

　脱 して,機 械 による文章の解析 ・加工 を行 って デー タベ ース化 を容易 にす

　 るとともに,定 量分析な ど内容分析 を行い,さ らに言語の異 なる文章情報

　利用のため機械翻訳 を行 うシステムであり,こ れによって文章情報の高度

　 な利用の促進 に役立つ ことが期待 される。

(2)　システ ムの適用範 囲

　　総合解析 システムが取 り扱 う文章情報は その主題 とす る分野や 言語 を問

　わ ない,と い うのが あるべ き姿であ る。す なわ ち,そ の主題が,政 治 ・経

　済 ・外交 ・産業 ・社会のいずれの分 野であ っても,そ れぞれに即 した解析

　や内容分析が実行で きることが必要 である。

　　 また,外 国語 の文献の解析や,利 用者が 希望す る言語での出力,,日 本語

　情報の海外へ の伝播 な どのための翻訳 も,文 章情報の総合利用の うえで 欠

　かす ことがで きない。 したが って総合解析 システムには,日 本語は もとよ

　 り,英 語 をは じめ とす る主要 な外 国語の解 析や,こ れ らの言語を双方向 に

　翻訳す ることが,究 極的には求 め られ る。

　　例 えば 以下の よ うな分野での利用が期待 で きる。

　① 企業経営 ・政策 等意思決定へ の支援

　　 ・カ ン トリー ・リス ク分析

　　 ・エネルギー問題分析

　　 ・通商 問題分析
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　 ・経済安全保障分析

　 ・マーケテ ィングへの応用

　 ・新製 品開発計画へ の応用

　 ・広告 ・PRへ の応用

　 ・国際会議 の運営補助

②　公共 サー ビス

　 ・海外情報 の 日本語翻訳サ ー ビス

等

　　 ・図書館のイ ンデ ックス発行サ ー ビス　 　　等

　　 この他,利 用 してい く過程にお いて更 に有効 な使い道が数多 く見い出:さ

　れ ると予測 され る。

(3)シ ステム機能 の概要

　　文章情報の総合解析は,概 念的には,文 章を構文的 ・意味論 的に解析す

　 る プロセス(基 礎解析)と,基 礎解析の結果を分析 ・編集 ・合成 して利用

　者が求め る情報 を,希 望す る形態,言 語で 出力す るプPセ ス,の2段 階の

　過程を経て達成 され る。後段の プロセスは,検 索 ・内容分析 と翻訳 との2

　 つの プロセスに大別 され,利 用者の選択 によって,必 要 な処理 が行 われ る。

　 また,い ずれの プ・セスにおいて も辞書や文法規則な ど知識ベースの助 け

　が 不可欠 なことはい うまで もない。

　　す なわ ち,基 礎解析,検 索,内 容分析,翻 訳,知 識 ベースの5つ が総 合

　解 析 システムと して具備すべ き機能である。(図2.1-1参 照)
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　以下 にそれぞれ の機能 の概要や要 件を述べる。

　基 礎解析は,通 常の文章を対象 に形態素解析,構 文解析 等を行 って,検

索 ・内容分析や翻訳に使用す る二次情報 を作成す る。二 次情報は,一 元的

なデータ構造で蓄積 され,検 索や 内容分析のためのキー ワー ド等は もとよ

り,機 械翻訳 に必要な中間言語的な要素等で構成 され る。 したが って,基

礎解析の解析結果如何が,シ ステム全体の性能 を左右す ることになるわけ

で,き わめて精緻 ・高度 な処理能力が要求 され る。前述 した よ うに,キ ー

ワー ド付与な どの作業は,現 状ではほとん ど人手 を介 してい るが,こ れ に

要す る時間や コス ト,個 人 差による精粗のば らつ きな どを考 えると,機 械

による二次情報の作成は,文 章情報利用促進の うえで,大 きな役割を果 た

す ものである。

　 これ らの二次情報は,'次 の プロセスの効率化だけで な く,単 語 の意味の

変化 を蓄積す るな ど後述す る知識 ベースの基礎情報 として,デ ー'タベ ース

化 を図 ることが望 ましい。

　 検索機能 は,一 次情報 ・二次情報 データベースか ら,利 用者が求める情

報 を抽出す る。適合率 ・再現率な ど検索効率 の向上,使 いやす さ,多 様 な

検索手段 などが求 められ る。検索 された情報はアウ トプ ッ トされ,ま たは

内容分析や翻訳へ のイ ンプ ッ トとな る。

　 内容分析は,基 礎解析 に よって抽出 されたキー ワー ド・事実情報 などを

利用 して定量分析 な どを行い,潜 在的な事象や傾 向を示す データを取 り出

す役割を果 たす。分析の方法は,単 語の頻度分析 をは じめ,多 様 な手法が

考 えられ,分 析 目的に合致 した最適な ものが選べる必要があ る。分析の結

果は,数 値 で示すばか りでな く,必 要に応 じて図や グラフで表わす こ とが

望 ま しい。定量分析のほか には,単 語を再編集 してイ ンデ ックスや抄録 を

作成す る文章の要約化 の機 能も,内 容分析の任務 となろ う。

　 翻訳は,二 次情報デ ータベースを利用 して行われ る。一般 に,機 械翻訳

は解析→合成 の プロセスをた どるが,総 合解析 システ ムでは,解 析の フェ

ーズは,基 礎解析 に委ね,翻 訳は合成 フェーズのみを担 当す ることとす る。
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　 これは文章情報の内容分析 を行 うための解析 と,機 械翻 訳のための解析が,

　 内容的に軌 を一にする ことによ り,重 復を避 ける 目的か ら,こ の ような機

　能分担 が望 ま しい と考 えるか らである。

　　以上の諸機能が実用上,有 効に働 くために,辞 書や文法規則等の知識 ベ

　 ースが必要 となる。特 に総合解析 システムが,対 象 とす る文章情報の分野

　や言語を限定 しない汎用的 な機能 を備 えることをめざす以上 は,そ れぞれ

　 の分野 ・言語 に適応 した知識ベースを個 々に装備す る必要がある。知識 ベ

　 ースの作成 には,人 手 に よるデータ入力 をは じめ,既 存の機械可読型デ ー

　 タの入力や基礎解析の結果の活用な ど,様 々な手段が考 えられ るが,日 々

　 更新 され る必要性か らみ て,自 動増殖機能 を具備す ることが重要であ る。

(4)シ ステムの拡張性

　　以上述べ てきた ことは総合解析 システムの理想の姿であ り,こ れ らの機

　能 を完全 に装備す ることは,現 状の技術 レベルでは困難であろ う。 しか し,

　 文章情報 総合利用の促進 のため,本 システムの開発 は急務であ り,技 術 の

　進歩 を待 っていたず らに時を過ごす ことは避け るべ きで あろ う。

　　総合解析 システムの開発 は,一 度に高度 な レベルのシステムの完成 をめ

　 ざすのではな く,現 存の技術 をもれな く取 り入れた うえ,限 定 され た機能

　 の システ ムを実現 させ ることが,最 善 の道 と考 える。重要な ことは,今 後

　 の技術進歩や研究開発の成果 を逐次吸収 できるよ う,シ ステムの拡張性 に

　 特に配慮す ることであ る。

2.2　 総合解析 システ ム開発のアプ ローチ

　　前節で述べた基本構想 に基づ き,各 種分析手法や システム機能 につ き一貫 し

　て基礎研究 を進 める一方,実 現可能な ところか ら順次 システ ム機 能の研究開発

　を実施 した。

　　調査研究の一環 と しては海外 も含めた形 での先進事例調査を行い,実 データ

　を用 いた文章解析や情報内容分析の実験等 によ り,シ ステム開発への参考 に資

　 した。
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　 システム開発にあた っては,ま ず,関 心度,実 用性等 を勘案 してエネルギー

分野 に対象 を絞 ってモデル データベースを構築 した。

　 これ と並 行 して,総 合解析 システムとしてのあ るべ き姿を常 に考察 しつつ,

現状の技 術水準 を踏 まえた主要機能 の開発 を実施 した。

　以下 これまで に開発 した システム,実 験や研 究を行 ったシステ ム機能,モ デ

ルデータベースにつ き,総 合解析 システムにおける位置づ けの観点か ら手順 を

追 って実施状況 を振 り返 ってみ る。

2.2パ 　 デ ー タベ ー ス作 成 ・更新 サ ブ シス テ ム の 開発(57年 度)

　 　 　本サ ブ シ ステ ム で取 り扱 うデ ー タは海 外 の エ ネル ギ ー関連 情 報 を基 に,専

　 　門家 に よ り日本 語 で 作 成 した イ ンデ ックスで あ る。

　 　 　従 って,デ ー タベ ー スか らみ る と総 合 解 析 シス テ ム概 念 図の 二 次情 報 デ ー

　 　タベ ー スに該 当す る もの で あ り,キ ー ワー ドを付 した エ ネ ルギ ー関 連記 事 情

　 　報 の イ ンデ ックス を収 録す る二 次情 報 デ ー タベ ー スめ構 築 をめ ざ し本サ ブシ

　 　ス テ ムを 開発 した。

　 　 情報 の 内容 は,大 別 して,デ ー タの 所 在,具 体 的 内容,入 手 利用 の 為 の 情

　 報 の3種 類 で あ り,シ ス テ ムの機 能 は 入 力 デ ー タ作成,デ ー タベ ー ス作 成,

　 更新,修 正 の4つ が あ る。

　 　 (57年 度報 告 書 　 P39～51に 詳 述)

2.2.2　 デ ー タベ ー ス検 索 サ ブ システ ム の 開 発(58年 度)

　 　 　本 サ ブ シス テ ムは 概 念 図 の検 索部 分 の ベ ー スに な る もの で あ り,デ ー タベ

　 　ー ス作成 ・更新 サ ブシ ス テ ムを活用 して開 発 した。

　 　 　シス テ ム機 能 は1次 検 索,論 理 検 索,2次 検索,頻 度 検 索 の4つ で あ り,

　 処 理形 態 は,応 答 形 式 の イ ンタ ラ クテ ィブな 処理 とした。

　 　 (58年 度 報 告 書 　 P9～23に 詳 述)

一17一



2.2.5　 定量化分析サブシステ ムの開発(58年 度)

　　 文章情報総合解析 システムの内容分析機能 につ き,基 礎的 な一手法 として

　 情報内容の定量化 による分析 をと りあげ機能研究,分 析実験の結果を検討 し

　　て本サ ブシステムを開発 した。

　　 対象 とす る情報 は検索サ ブシステ ムの頻度検索で得 られるキー ワー ドの出

　 現頻度数や生のキー ワー ドの出現頻度 に加工 を加 えた基礎情報で ある。

　　　システム機能 としては,デ ータ準備のためのキー ワー ド頻度数の検索,保

　 存,デ ータ加工,生 デー タ及び加工データグラフ出力機能をまず用意 した。

　　これは検索サ ブシステムに組み込む機能 とも言 える。分析機能 としては,分

　　類 のための クラスター分析,次 元縮小のための主成分分析,相 関関係や予測

　　のための回帰分析 をと りあげ て考 えた。 この うち,キ ー ワー ドを基 に した頻

　　度の時系列 ・クロスセクシ ョン分析 を可能 とす るものであ り,さ らに必要に

　　応 じ主成分分析,回 帰分析を も可能 とす るものである。

　　　また,処 理形態は応答形式の イ ンタラクテ ィブな処理 とした。

　　 (58年 度報告書P24～35に 詳述)

　　　なお,59年 度,基 礎解析機能開発 に伴 う分析機能の拡張 につ き実験を行

　　った。(2.3,2.4.4を 参照)

2.2.4　 翻訳機能 の実験(58年 度)

　　　日本語の文章のみ な らず海外の文章情報 も同時に処理 を可能 とす るために,

　　翻訳機能が必要で ある。機械 翻訳の レベルは,入 力文 の解析 と出力文 の生成

　　であ る。文の解析,生 成は さ らに多数の レベルに分割 される。

　　　この うち,入 力文の解析 部分 はす べ て基 礎 解析 でな され,解 析の結果 は

　　二 次情報 データベースの中 に格納 され る。翻訳では,解 析の情報 よ り目的 と

　　す る言語の生成が主 な機能 となる。

　　　文の生成 には,文 脈生成,意 味生成,構 文生成,形 態素生成がある。 まず,

　　文脈全体か ら適切 な主語,代 名詞等の生成 を行 い,次 に,タ ーゲ ッ ト言語 に

　　適 した意味表現の生成 を行 う。 さらに ターゲ ッ ト言語の文法 に添 って構文の
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生成 を行い,最 後 に形態素生成 を行 うとい う手順 で進め られ る。翻訳 におい

ては,言 語間 におけるスタイルの違い による読みづ らさが問題 とな るが,文

の生成 で どの程度それが是正 され るか は,現 在の ところ明 らかでない。結果

的 には,生 成後の文 をその まま利用す る事は困難 となる場合が多 く,人 手に

よる後編集 に委ね られ る所が大きい。

　機械翻訳機能については一部実用 システムが開発 されてい るものの,自 然

言語処理技術や人工知能の研究 に関連す るもの と して厳 密には未だ研究途上

にあ ると言 える。　 　 '

　そ こで,総 合解析 システムにおけ る翻訳機能 としては,58年 度 において

PROLOG言 語 を利用 した文章解析処理の立場か ら某 日機械翻訳実験 を試み

た(58年 度　 Pl38～173に 詳述)ほ か,59年 度 エネル ギー記事情

報の解析処理に よる事実表現の観点か ら翻訳機能の研究(2.3,2.4.5参 照)

を進 めるに とどめた。

2.2.5　 基礎解析機能の開発実験(59年 度)

　　　基礎解析の 目的は 日本語,英 語等の ソース言語で表現 され てい る一次情報

　　に言語解析,加 工処理 を行い,そ の結果を二次情報 として蓄積 し,次 のステ

　　 ップで ある内容分析,検 索 あ るいは翻訳な どが効果的に行 えるよ うにす るこ

　　とである。

　　　基礎解析の対象 とな る一 次情報は言語,デ ータ属性等 に よって多種多様 な

　　形態が考 えられ,形 態 素解析,構 文解析,意 味解析,文 脈解析の各処理要素

　　で構成 され る。

　　　これ らの一連の処理 は相互 に補完 しつつ,専 門語辞書,一 般語辞書,不 要

　　語辞書な どの 自立語辞書や文法辞書 な どの知識ベ ースを参照 しなが ら行われ

　　る。

　　　二次情報 の利用 目的,す なわ ち内容分析や検索,翻 訳 の要求 レベル によっ

　　て一次情報 の基礎解析 の処理 内容は異 な るが,次 の情報 を二次情報 と して生

　　成す る。
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文章ID

書誌的情報

本文

キー ワー ド

事実情報

機械翻訳用中間言語

　 この うち本文情報の先頭文 を対象 に解析を行い,事 実情報 として編集す る

ことに よ り,次 第2.3の 総合解析 システムの実験 を試みた。

　 これによ り,記 事 原文か ら自動的 に二次情報 を作成 し,検 索,分 析 に供す

る とともに翻訳機 能 とも リンクした基礎解析機能の実現が期待で きる。(2.

3,2.4.1を 参照)

2.2.6　 二次情報 デ ータベースの作成実験(59年 度)　 　 　 、

　　　一次情報は,基 礎解析機能に よ り,文 章情報の高度利用が可能 な内部形式

　　に加工 され,二 次情報 データベ己スに蓄積 され る。

　　　二次情報 データベースは,文 章情報の多様 な利用要求にか な う総合的な変

　　換形式 を整 えてい なけれぼな らない。多様 な利用要求 に対応す るための内部

　　情報構造は,共 通 な点 も多いがうそれ ぞれ 固有な属性 も要求 される。

　　① 検索 のためには,書 誌的情報,標 題 ・見出 し,抄 録,本 文等 の蓄積情報

　　　及び検索 を効率的 に行 うためのキー ワー ドが必 要である。

　　② 　内容分析の ためには,文 章 レベル あるいは文 レベルでの意味 内容の解析

　　　を可能 とす る情報構造が要 求 される。

　 ③　統計的分析手法 による内容分析(定 量化分析)を 行 う場合 には,文 章や

　　　文中 に出現す るキー ワー ド(単 語 ・複合語)及 びその出現属性が取 り出 さ

　　 れ るよ うにな っていなければ な らない。

　 ④　翻訳のためには,文 章 情報 データベースの検索 ・分析結果を,そ の利用

　　　目的に応 じた言語で 出力す るために,任 意の ター ゲ ット言語へ変換可能な
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中間言語形式で表現 されていなければ ならない。

　 二次情報 データベ ースの蓄積構造 は,2.3と2.4.2で 詳述す るとして,

二次情報 として生成 される情報の うち,こ こで は特に事実情報 と機械翻訳

用中間言語 につ き,基 本的 な考 え方 を示す。

　 事実情報 とは,文 章中の各文単位で述べ られてい る事実 ・傾向な どの 意

味内容 を表現 した内部 形式の情報 であ る。

　 意味表現方法は,現 在実用化 されているもの,あ るいは研究 レベルの も

のな どい くつか考 えられ るが,意 味内容 に立入 っての高度な検索 ・分析に

対応で きる有効 な方法 を採用すべ きである。更に,文 章中の事実情報間の

関連 を文章 レベルで探索す ることに よ り,文 章全体 の意味内容 イ ンデ ック

スを作成す る 「自動 イ ンデ ックス機能」や文章 内容の要約 を作成す る 「自

動抄録機能」 の実現へ と発展 させ ることができる。

　機械翻訳用 中間言語 とは,原 文の まXの 蓄積の他に他言語への文章生成

を可能 とす るために,中 間言語形 式で蓄 えてお く二次情報 である。機械 翻

訳の中間構造は,特 定 言語 に依存 しない普遍的 な表現を も意識 し,複 数言

語翻訳への拡張性を考慮 してお く。 また,前 記の事実情報 との構造上の差

は予想 され るが,意 味 的な把握の観点か ら事実情報チ ータへの接続あ るい

は相互の構造の融合 について検討 してお く必要があ る。

2.2.7　 知識ベースの研究

　　　総合解析 システムにおいて知識ベースと して設定 され たその要 素の役割 と

　　そ こで満たすべ き機能 に関 して述べ る。

　　　自然 言語処理におい て,処 理の対象 データや アル ゴ リズムか ら独立 した独

　　自の 「知識要素」 の設定 の必要性が提起 され,そ の重要度が ます ます強 まっ

　　て きている。

　　　しか し,目 的か ら離れた知識ベースの構築はなかなか困難 であ る。 そ こで

　 独 自性の確 保には,高 度な配慮が求め られ ることに留意 しつつ,む しろ,ア.

　 ル ゴ リズム と対象デ ータの側か ら知識 ベースを増殖 してい く機能 を考慮す る
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こととした。

　 次に,知 識 ベース とのかかわ りか ら,総 合解析 システムの各要素の動 きを

粗描 してみ る。

　基礎解析 では,用 意 された語彙情報(辞 書)を 適用 しなが ら,規 則によ り

定 め られた操作が施 され,文 章情報が コンピュータ内部表現に構造化 され る。

この際,必 要 に応 じて 「知識」が援用 され る。

　 内容分析 では,基 礎解析 と類似の操作に よ り質問文の解析が なされ,回 答

探索,推 論,モ デル分析な どの構造化 された文章情報間の操作 も,辞 書,規

則,知 識 を用いた操作 によ り実現 され る。 また,回 答すべき内容に対 して,

知識を用いた規 則適用 と語彙の挿入 を行 って,回 答文が生成 され る。

　機 械翻訳の場合 も,必 要 とされる辞書,規 則な どは異な っていて も,お お

よそ以上 と同様 の操作が なされ る。す なわ ち,ソ ース言語の解析 においては,

基礎解析で行われ るような操作が,ソ ース言語か らターゲ ッ ト言語への移行

に際 しては,内 容検索 な どで も必要 となる。構 造化 され た文章情報間の変 換

処理が,そ して ターゲ ッ ト言語の生成 の為 には,回 答文の生成 と同様な操 作

が行われ る。

　 知識ベースは,辞 書,規 則,知 識表現 の3つ の要素に分解で きる。但 し,

その間の境界は必ず しも明確 ではな く,そ の各 々について他で代用す るよ う

な場合,他 と組合せ ては じめて機能す る場合,更 には アル ゴ リズム等でそれ

らの機能を大部分吸収す る場合 とい った系 の実現形態 もあ りうる。

①　辞書は,言 語別,内 部操 作の処理 フェーズ別,目 的別の複数種必要 とな

　 る。 その構造 は,語 彙別の構文(品 詞,文 脈等)情 報,意 味(内 在素性,

　 選択制限,意 味標記等)情 報,と 辞書 ファイル としてのヘ ッダ情報,辞 書

　 規則な どの共通 情報 に分かれ る。 また登録範囲が一般語か専門語か,活 用,

　 派生,熟 語,合 成語,同 形異義,異 綴語等の形態の扱い によ り,辞 書内の

　 項 目,用 法が異 な って くる。 この他文法規則 とは厳密 に区別 した辞書用の

　 規則 も必要であ る。

② 規則 には,辞 書 を補 うもの,ア ル ゴ リズム(プ ログラム)を 補 うもの,
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　構文構造に関す るもの,意 味 に関するもの,語 用論的 なものがあ り,辞 書

　 を補 う規則は辞書 に吸収 され るもの とする。 こ うした規則 をプ ログラムか

　 ら分離独立 して表現す る手法は定 ま っているとは言 えず,知 識ベースの中

　で開発 されるであろ うそれ らの規則のための記述言語 を準備 してお くこと

　が重要 と考 える。

③ 知識表現は,規 則 と辞書の語彙情報だけでは促 えられ ない情報内容 を処

　理す る際に用い られ る別の形で表現 された 「知識」である。

　　語の間の構造 を表現 した体系であ るシ ソー ラス,事 実 データベース,分

　析モデルベース,一 般知識が考 えられ る。

　　総合解析 システムの実用化 に際 し,知 識 ベースの作成維持の為には,体

　制 とソール及びマ ン ・マシ ン ・イ ンターフェイスの設定が重要なキ ーポィ

　 ン トにな って くるで あろ う。

　　 開発や運用にあたっては,適 用分野の専 門家,担 当者 と言語 を中心 とす

　 る関連分野の専 門家集団が中心 とな り,SEサ ポー トを後 にひか えた体制

　が必要 とな る。

　　一方,基 本的 ツール としても,一 般的なハー ドウェア環境や ソフ トウェ

　 ア環境 の問題 に加 え,総 合解析 システムの各要素 に関す るモニタ リング ・

　 システムとシ ミュレー ト ・システムが特に必要 となる。 また,知 識ベ ース

　等のた めの言語 プロセ ッサ も必要 となろ う。 それは辞書,規 則,知 識いず

　れに関 して もコンピュータの専門家でない人が十分に記述可能 なものであ

　 る必要がある。 しか し,一 方では,効 率や システムの融通性 な どの点か ら

　閉 じられた系 の中だけで しか使 えない よ うな 目的向 き言語 であ って も困る

　面が ある。

2.2.8　 エ ネ ルギ ー デ ー タベ ー ス の構 築(57～59年 度)

　 　 　海外 で発 行 され てい る雑 誌 等 の主 要50紙 誌 を情 報 源 と して,第2次 石 油

　 　危機 以後 の1979年1月 か ら1984年12月 まで の6ヵ 年 分 を対 象 に,
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エ ネ ル ギ ー関連 の 記 事 情報 を抽 出 して イ ンデ ックス を作成 し,更 に キ ー ワー

ド付 け を行 った 。

　 デ ー タ整 備の 方 法 は,抽 出 した 記事 につ い て記 事 全 体 を把 握 し,各 記事 に

対 して内 容 を40字 以 内 に ま とめ た記 事 イ ンデ ッ クス を作 成 し,掲 載 年 月 日,

掲 載 紙 面 あ る いは ペ ー ジ,紙 誌 名略 号,記 事 行 数 を付 加 して デ ー タ を作成 し

コー デ ィ ング作 業 を行 った。 さ らに記 事 内 容 にふ さわ しい キ ー ワー ドを海 外

会 社,海 外 団体,項 目,品 目,地 域 等 の大分 類 に従 って選 択 し,検 索 あ るい

は定 量 化分 析 に利用 す る た めの キ ー ワー ド付 け を行 った。 これ らの デ ー タは,

コー デ ィ ング後 パ ンチ し,磁 気 テ ー プ化 した。

　 な お,デ ー タベ ース に登 録 した デ ー タ件数 は,総 計36,908件 で あ り,

年 別 の 内訳 は 次 の とお りであ る。

年 件　　数

79年 9,903

80年 8,654

81年 7,963

82年 6,042

83年 3,546

84年 800

計 36,908

　ま た,作 成 した 記 事 イ ンデ ックス の例 は,デ ー タベ ー スの 検索 出 力例 に示 す

とお りで あ る。
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出力例1　 記事 イ ンデ ックス検索結果

　　　　　妃wイ ンタ「アクス

サ ウジのアブ γ",血 大子、OPEC加 盟国に協定道守を艮ぼ

サウヅア.ヲピアsア タピアン.,イ トは2月1日 実施で30Fル

サウジア,ピ アとクウェー ト、原油値下げて大幅財政赤字　　　　　　　　 .　　 "

節序産油国、4阿 ルの値下げを認めないなら7Fル の値下げ も辞せず

根岸5大 産油国、2月23日 に原油価}各別白下げr合 意　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　シ

酒庫5大 産油国、価格引力下げで合意一一〇PEC会 則で拠案か

酒庫】轟国石油相、 リヤ ドで会合し原油値下げで合丘一一値下げ幅未定

}碑4大 産油国・'t－ レル当たり4vル 以上の町 げを{鮒

tg岸4大 産油国石油相、少な くともバー レル当た り4γ ルの値下げを検吋 、

サウヅのヤマ二君油田、83年2月10日 基MM油 価88の 繕持を断念

サウiの ヤマ;石 油相、原油価}3の 引9下 げ不可避 を公式 に2め ろ

サウヅとナイジェ リア、原油値下げで合重か一一各産油国絢ぼ戦術

中東湾岸産油国の原油引8取 り範囲が狭 まる

OPEC原 油価↓払 野放 し状胞ヘー一国9t生 産割当に失敗 　　　　 　 「　　　 .

サウジのヤマニ石油相、値下げについてジュ卓一ブでア,ム コ代表と会談

ア,ム コ代表とヤマニ ・サウジ石油相、価格.生 産量について合意に逸せず

ア,ム コ、ヤマエ.サ ウグ石油相に原油値下げを口口

サウジが値下げか減産 を行わねば、原油引取量を削減とアラムコが暫告

米国石油 メジ¶一、サウジ原油の価格問題でヤマニ石油相 と合技予定

サウジのヤマニ石油相、OPECマ ー カー原油価格34Vル を守 ると関宮

サウジ国王、アルti　xリ ア訪問一一価13デ ィ77レ ンシャルの協力で合意

ロイヤル・ダッチ ・シェル、原油価格値下げの影響を評価一一アナ リス かに語る

ヤマニ、原論価18ほ 持を再m認 可ーーーインドネ〃アは値下げを辞せず

ヤマニ、原油スポット価格と為替レー ト考立するが、劇的 な対策配慮せず

サウジ、 しPG価rSik定 で柔欧姿勢一一原油価格連結方針 にも幅広い逓{尺

サウジ石油相、ア7リ カ原油 に合わすならOPECXM価 格 も値下げと寮舎

OPEC専 門委、サウジのアフリカ原油値上げ要求 を支持

サウジの原油価格M勤LPG価 格、83年 には湾岸は力会ほ も基準として嫁用

サ ウジベ原油価18引き下 げよヤも販 売政戴の変更考慮一7ヲ ムコ外に開放

サ ウジ、属t油増産よ りも伍下げ検討一一増産 のうわさはIG拠tiし

イうン聾力復活でOPEC内 部に異変一一強硬派の地位優勢に口開

OPEC、 サウジのアつ リカ原油値上げ強硬主張め ぐ句内部分裂

サウジ、アフリカ尻池のデ ■77レ ンシャルの引 台上げを要疽

サウジ、バーレル34ド ルの基準価格固守の傭え一一減産強化 も辞さず

睦 …鵠 ㌫㌶㌫ 原油⇒
　年月日

830323

830317

830304

830228

830224

830224

830224

830223

830223

8302"

830211

830207

830117

830日0

830105

830105

830105

830!04

821231

82t207

821201

821124

821123

821122

820927

820921

820906

820818

820816

820816

82072!

820710

820705

820505

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

S

　

　

　

　
　
S

名

　

　

　

　

　

　
T

　

　
T

　

　

　

　

　
W

　

　

　

　

　
J

　

　
　
S

　

　

T

W

　

T

S

ε

W

　

　

　
E

S

珪

↑

T

T

T

T

11

J

H

J

T

↑

N

I

W

T

J

T

W

T

J

P

N

T

H

I

T

H

P

E

l

J

T

ε

P

根

F

L

L

L

L

I

W

I

W

F

L

P

P

8

F

W

し

^

P

W

A

P

F

-

P

F

l

^

M

P

W

P

M

A

紙田■べ・・ヅ

　　OO6

　　001

　　015

　　017

　　001

　　001

　　003

　　001

　　003

　　001

　　019

　　001

　　002

　　017

　　014・

　　002

　　013

　　002

　　001

　　029

　　091、

　　001

　　015

　　009

　　003

　　004

　　013

　　001

　　001

　　001

　　033・

　　026

　　001

　　001

行欺

81

68

112

90

60

115

14t

IO4

124

122

98一

8

8

1

0

6

6

4
.
3

5

6

9

4

63

0

2

3

0

9

4

7

0

4
.

3

6

ウ
ー

-

　 tePt番e

8303234009

8303174011

8303044010

8302284007

8302244015

8302244012

8302244003

8302234005

8302234004

8302114006

830211400'1

8302074012

8301174008

8301104005

8301054005

8301054004

8301054003

8301044006

8212314001

8212074004

8212014003

8211244001

8211234006

8211224028

8209274011

8209214012

8209064021

8208184014

8208164021

8208164020

8207214013

8207104002

8207054012

8205054017



ー

トo
Φ

ー

出力例2記 事インデックス横議(全 キーワード付き)ピ:嶽 難 醐

出力形式:記 事インデ.ク ス　年月8　 紙珪名　経回●ペー"　行政　2事 番号　　　　　全◆一ワーr

?ウ ジのアブy⑲,皇 大子、oPεc加 盟国に1自門…道守を要田　　　　　　　　　　　　　　　830323　 　ET.　 　　 006　 　　8t　 　　　　 8303234009

　 (南外団体)　 サウヅγ,ピ ア政府　OPEC　 　(品目)　原油　'(項目)　田口tttrep　エネルギー政筑F　 価‖8攻取F　 生産計団F　 石油金M　 窟池口

　 (海外地域)　 サウクアヲピア　　(経法名邸号)　 FT

サウジ7,ピ7、7㌧,ピ7ン ・,イ トは2月1日 実施で30vル 　　　　　　　　　　　　　　　830317　 　LT・　　　　 001　 　　 68　 　　　　　8303174011

　 (湖 団体》 サウヅア,ピ ア囎(距)原 油(囎 ジ 値下げFeStsmm　 P'ziteV－ 政MF㈹ 外lem)サ ウti・7,ピ7(娯 鋤 骨》L↑

to　・7アヲピアとクウェーh原 油釦rドげで大幅財政赤字　　　　　　　　　　　　　　　　830304　 　LT　 　　　　O:6　 　　112　 　　　 8303044010

　 (湾外団体)　 クex－ ト政府　サウジア,ピ ア政府　(品目)　原油　 (項目)　 オイルV$一 　値下げF　 価格政頂F　 財政F　 (寵外∫h域)　サウジア,ピ ア

　 (湾外埴域)　 クウx－ ト　 (紙捻名略号)　 LT

tZ岸E油 国、4vル の値下げをばめないなら7ド ルの値下げも辞せず　　　　　　　　　　　　　830228　 　LT　 　　　　O　17　 　　90　 　　　　　8302284007

　 (海外団体)　 クウェー》政府　サウジアラビア政府　カタでル政府　ア,プ 首長固連邦政府　　(品目).原 油　　(項目)　産杣国　価格政飯F　 エネルギー政MF　 値下げF

　 (海外地域)　 タウェート　 サウジア'ピ ア　カタール　ア,プ 首長国連邦　 (トピve)　 ペルケや博　 (特別人名》　 中東直汕国　 (眠惣名略号)　 LT

湾岸5大 産油国、2月23日 に原油価II引力下げで合意　　　.　　　　　　　　　　　　　 830224　 　しT　 　　　 OOl　 　 60　 　　　　 8302244015

　 (海外団体)　 イラク政府　クウx－ ト政府　サウジアラビア政府　カタール囎 　アヲプ首長国連邦政府　　(品目)　原油　　(項目)　 エネルギー歌口F　 価格政策F

　 (囎)値 下げF血 鯛(蜘 ㈱ クウ・一 ト カタール ア ・ブ敬 晒 邦 イヲ・ サ ・ジア ラピア(ト ビ'ク)ベ ル"・fe(w"1人 名)帆 蜘 国
　 (紙培名聞号)　 し↑

湾岸5大 産油国、伍13引力下げで合亘一.一一〇PEc会 ほrtaaSか 　　　・　　　　　　　　　　　 830224　 　 1HT　 　　　OOl　 　　 115　 　　　　8302244012

　 (海外団体)　 クウェート政府　イラク政府　アラブ首長国連邦政府　カタール政府　サウジアラビア政府　　(品目)　原油　　(項目)　 塩池国　値下げド　石油会ほ

　 (項目)　 エiル ギー政策F　価格政MF　 (海外1也域)　 サウジアPピ ア　イ,ク　アラブ首長固連邦　方タール　クウェーF　 (トピック)　ペルシャ酒

　 (特別人名)　 中東産油国　 (紙巳名略号)　 lHT　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

iS「e:GM石油IE、リヤドで会合し原油値下げ「e合E-一－m下げ幅未定　　　　　　　　　　　　 830224　 　wJ　 　　　　OO3　 　　14、1　　　　　8302244003

　 (海外団体)　 サウジアラビア政府　カタール政府　アラブ首長国連邦政府　イラク政府　クウェート政府　 (品目)　 原油　 (項目)　産油国　値下げド　石油会m

　 (項目)　 工卓ルギー政仮F　 価幡政策F　 (海外地域)　 サウヅアヲピア　カタール　ア,プ 首長国連邦　イラク　 クウェー ト　 (トビ7ク)　 ペルシャ消

　 (特別人名)　 中東産祖国　 (紙誌名略号)　WJ

縛岸4大 産油国、バーレル当たり4Fル 以上の値下げを検討　　　　　　　　　 ・　　　　　 830223　 　 :HT　 　　　OOl　 　　tO4　 　　　　8302234005

　 (海外団体)　 クウェート政府　アヲプ首長国連邦政府　カタール政府　サウジァ,ピ ァ政府　 (品目)　原油　 (項目)　産油国　値下げF　 経路政籏F　 エネル¥一 政MF
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2.5　 総合解析 システムの実験

2.ろ.1　 目的と範囲

　　　今回の実験 は文章情報総合解析 システムとして,次 の様 な機能 の実現 を試

　 み るものであ る。

　　 ① 多様な検索 ・分析 ニーズに対応で きる柔軟な文章情報の構造表現を設

　　　 定す る。

　　 ② その様 な,文 章情報の構造表現を機械的 に作成す る。

　　　これ までの本委員会において総合解析 システムにかか る研究,実 験,開 発

　 を行 って きた中で,デ ー タベース作成 ・検索機能,定 量化分析機能,翻 訳機

　 能,基 礎解析機能を統合す る要素 として,基 礎解析機能 におけ る二次情報 デ

　 一 夕ベ ース作成機 能の充実の必要性が よ り明 らか にな って きた。そ こで,今

　　回,文 章解析機能 の拡張 によ り,定 量化分析,検 索機能 との結合をめざ した,

　 記事情報 よ りの事 実表現抽 出の実験 を行 った。

　　 どれほ ど簡単 な文章 であ って も,そ れが認識 され,他 の行為,他 の認識に

　 供 され る為には,多 くの知識 を援用 し,複 雑な適用 メカニズムが 起動 される。

　 また,機 械 処理 によ り,こ の ような ことの一部 でも行 うためには,そ の文章

　 に対す る内部表現とその利用の基本モデルが完全に確定 す る ことが必須である。

　　しか し,一 方で,文 章情報の利用に関す る論理的な枠組は,殆 ん ど明示 され

　 ていない とい うのが現状であろ う。 そこには,人 間のtt勘"と い った レベル

　 の論理化 しえない経験 的 メカニズムが用い られてお り,個 別に提起 され る論

　 理的な方法論 にしても,コ ンピュー タ上で実現 しよ うとして,そ の覆い を取

　 り払 ってい くと,ど うして もア ドホ ックなメカニズムにな り,汎 用化に も実

　 用化に も問題を残す こ とにな って しま う。 これは,い かに明解 に見 えて も,

　 現実の文章情報の利用の メカニズムが本質的に論理化 しえない要素か ら成 り

　 立 ってい る とい う背景があるのであろ う。そこで,そ の ような論理化 しえな

　 い部分 を含むエ レメ ントを橋渡 しす る仮想のモデルをあ らゆる レベルで設定

　 す るこ とが必要 となって くる。そ うす ると,そ れ らの モデルは,ど れだけそ

　 こでの 目的に適 うかが唯一の評価の基準 となる。その内部が問われ るのは,
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そ こに含まれ る下位の モデルに対 し,同 様の評価がな され る場合 だけになる。

　今回の実験 では人間が機械的 に文章 を処理 した ときに作 るであろ う,そ し

て機械的な処理で用いたいであろ う構造 を第1近 似 として設定 し,そ れ を実

現す るメカニズムを考察 した。結論 としては,多 少 の出入 りはあ るに しても,

ア ドホ ックな扱い を前提 とすれば実現は常 に可能であるが,逆 にその ア ドホ

ック性を避け ることは,現 段階では殆ん ど不可能であろ うとい うことである。

問題は ア ドホ ックである ことの コス トを容認 可能な レベルまで引き下げるこ

とであ り,そ のために も,t{現 場 における"こ の よ うな処理の経験の蓄積が

必要 とな る。勿論,そ うした実用 システムでは,一 般的 モデルのその ままの

適用は何 ら益 をもた らさないが,そ の間を結ぶ,想 像力,連 想力,構 想力に

あた る リンク.を常に残 してお くことは肝要であ ろ う。次第以下では,そ のた

めの プロ トタイ プとしての意義を果す よ う,チ ータの分析,モ デルの設定,

実験 を行い,そ の経過 と結果 を提示す る。

　 今回の実験 は,基 礎解 析機能の中で,特 に これ まで余 り明らか にな ってい

なy・i文 章の表現 してい る内容,事 実を利用サイ ドの為に抽象する フェーズ

を 扱 う。その よ うな観点で総合解析 システムを図示す ると,図2.3-1の よ

うになるb中 央の 「事実抽 出」 のモジ ュ'一ーーーノyを中心 としての実験 を行 った。

ここで,図 のデー タの流れ は次の様 にな る。・

　 ① 原テキ ス トが,一 定 の レベルまでの解析処理を経て,比 較的 ユ.ニバー

　　 サルな解析構造(こ こでは構文構造)に 変換 され る。:ここでは,形 態素

　　 解析,構 文解析 までを必須 とし,意 味解析,文 脈解析は仮定 してい ない。

　 ② 解析 された構造は,一 方で,翻 訳処理に渡 され,タ ーゲ ッ ト言語生成

　　 が行われる。 ここでは,解 析 として統語論 レベルまで しか仮定 していな

　　 し・ので,シ ンメ トリカルには,構 文生成,形 態素生成 を行い,か つ相当

　　 に ア ドホ ックにはなるが,意 味処理が必要に応 じて ち りばめ られ るであ

　　 ろ う。

　 ③　 解析 された構造 に対 して,内 容の検索,内 容を用いた分析 の為 に,事

　　 実抽 出の フ ェーズが設け られ る。 ここで,解 析処理 としては,意 味処理
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図2.3-1　 総合解析 システムに

　　　　　　おける実験 の範 囲

　以降 を一 体 とした要約,抽 象化の処理

　が行われ,二 次情報 デー タベースが作

　成 され る。

④　二 次情報 データベースに対 し,内 容

　 に踏み こんだ検索 ・分析 までが行われ

　 る。

　以上の流れ を過程 して,事 実抽 出の プ

ログラム(こ の中には,知 識ベ ース も一

体 とな ってい る)の 開発を行 ったが,そ

れを中心 として,今 回の実験 に関 して,

次第以下で,サ ンプルテキス トの分析,

解析処理に関す る分析,事 実表現の説 明,

事実抽 出メカニズムの説 明及び二次情報 データベースとその利用に関 して述

べ ることとす る。

2.3.2　 サンプルテキス トの分析

　　 本実験では,エ ネルギー関連の英文記事 デニ タに対 し,そ め叙 述す る 「事

　 '実」 を,適 切 かつ簡素に中間表現に変換 し,有 効利用の可能 性を検討す るこ

　　とを 目的 とした。その為にい くつかの仮定を前提 とした。

　　　まず,各 記事を,本 文のは じめの1文 で代表 させ る ことにした。 これは,

　　 1つ には新聞記事等の場合,で きる限 り文頭で簡潔に事実 を述べ,次 に,そ

　　れを補足す る形 を繰 り返 して詳 細 におとす,と い う形態 をほぼ原則 としてい

　 る ことを 根拠 と して い る。実際 に,こ の実験を行 うにあた って分析 した2

　 種類44記 事の デー タに関 して考察す ると,解 説記事の様 な少数の ものを除

　　いては,専 門家に よる記事内容イ ンデックスに表現 された情報が,先 頭 文に,

　 何 らかの形では見 られ ることが判 った。

　　　先頭文だけを今回の対象 としたも う1つ の理 由は,主 に,技 術的 な制 約に
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よる。今回の実験は,自 然言語処理技術 を,文 章情報の総合利用の為 に適 用

することを一つの テーマ としている。文章情報の高度な総合利 用技術を実現

しつつ,基 礎解析機能の 自動化を図る場合,自 然言語処理技術 の活用は,必

須の要件 とな って くる。 しか し,自 然言 語処理技術 を適用す る為には,文 字

列処理 に限 った場合に比べ,不 連続 な一定の高 さの障 壁を越 えるこ とが,自

然言語 処理技術及びその適用 ・利用技術の双方で要求 され る。 その1つ の要

件は,記 事や記事の集合 を対象 としてい る場合 において も,そ れ を構成す る

各文が,コ ンピュータ ・ロジックとしては,何 らかの形で"完 全に"解 析 さ

れてい なければな らない とい うことであ る。 これは,統 語論的 な解析や意味

解析 とい う用語 で表現 され る形式で,研 究開発 され ている技術 であるが,一

部実用化 されている一方で,未 だ解決すべ き問題 も残 されてい るのが現状で

ある。 そ して,こ の様 に して解析 された文 の表現 を,い か にして文の有機的

な並び としての記 事,あ るいは記事集合全体の表 現に まとめ あげ るか とい う

ことは・また別の技術課題 である。文に対する解析 とい う側面か らも,こ うし

た文脈 処理の意識が必要であるとい うことは,か ねてよ り主張 されてお り,

その為の研究も進んでいる。また,テ キス トの全体的把握 とい う観点か らも,

ヒュー リステ ィックな アプローチを中心 として,い くつかの試行がな され て

い る。 しか し,本 実験 では,文 脈の意識は,そ れ らの研究開発成果 によるこ

ととして,具 体的 には,文 を単位 とした処理 によって記事の 内容表現にか え

るこ ととした。

　 以上の こ とか ら,こ こでは,先 頭 文を対象 とした基礎 解析処理 によって記

事全体 の内容表現にあた るものを作 ることを試みた。

　次に,総 合解析 システムとしては,不 特定かつ大量 の文章 データを扱 うこ

とを 目指 してい るが,こ こでは,分 野 ・範囲を限定 し,少 量の記事 を対象 と

した。基礎解析の基本 アルゴ リズムの確立の為 には,サ ンプル ・データを用

いた高 度かつ詳細な検討 ・分析 と試 行の繰 り返 しが必要であ り,そ れ を総合

的に行 うためには,大 量のデータか ら出発す ることは 困難であるとい う事情

があった。 しか し,一 方,そ れは大量 データに対す る総合解析 システムの利
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用の段階 を見極め,示 唆す るに十分な普遍性を もつ必要があ る。そこで,少

量データへ の絞 り込みが無機的 なものであ ってはな らない こ とにな る。すな

わ ち,少 数の例外を含みつつ も,全 体で何 らかの 利用側か ら見た シナ リオの

中で閉 じてお り,,逆にそれ らの シナ リオか ら見 て も,ほ ぼ完 結 してい ると見

なす ことがで きるとい う範囲 を選 択す るとい うことである。

　 ここでは,あ らか じめ2種 類の データを選択 し,そ の検討を行 ったのち,

その一方 について実験 を行った。当初選ばれた記事データは,次 の様な もの

であ る:

　 ① 海外の主要50紙 誌か ら選 ばれたエネルギー記事 データの中で,「 米

　　国」,「 石炭」,「 エネルギー政策」 の キー ワー ドを有す る もの。 この う

　　ちと くに,82年7月 末か ら83年6月 上 旬までの約1年 分の10記 事。

　② 同上データか ら,「 サ ウジアラ ビア」,「 原油」,「 価格政 策」 を有

　　す る82年4月 か ら83年3月 までの1年 分34記 事。

　 これ らの記事は,58年 度本委員会において開発 されたデー タベース検索

システムを用い て検索 された ものである。

　 プロ トタイ プ・システムの構築 にあた っては,② を具体 的なサ ンプル ・デ

ータとした
。それ らの記事 の先頭文,専 門家 によ り付与 され た記事 インデ ッ

クス及び機械処理 とい う観点 での概説 を行 った ものが資料1,2で あ る。

(1)米 国,石 炭,エ ネル ギー政策に関す る記事(資 料1参 照)

　　全体 として,記 事 インデ ックスと見比べ ると,先 頭 文だ けで記事全体 を

　ほ とん ど表現 してい るこ とがわか る。

　　 ここで選ば れたものの 中で7月30日 ～8月11日 の間の4記 事は,同

　一の トピック(石 炭 スラリー法案の採択に関す る記事)を 扱 ってい る。逆に,

　 ここでの記事 は,キ ーワー ド検索 によって得 られた ものであ るので,82

　年8月31日 付の記事に見 るよ うに,ポ ーラ ン ドの話題で あって,米 国は

　単にその競合 国の一つ とい う意味で表わ され てい るもの もあ る。逆 に言 え

　ば 「米国 」の,「 石炭 」に関す る,「 エネルギー政策 」とい った検索がで

　 きないか,と い うのが 今回の実験の重要な テーマとなってい る。
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(2)サ ウジア ラビア,原 油,価 格政策 に関す る記事(資 料2参 照)

　　 ここに見 られ る記事 を通 して,こ の期間の動 きは,大 筋 として,次 の様

　な内容 にな ってい る。す なわちサ ウジアラ ビアを中心 とする原油 価格がバ

　 ー レル当 り34ド ルで 固定 し,種 々の1意測,ア フ リカ原油やLPGと 関連

　する問題な どに もかかわ らず,価 格維持が表 明され ていた時期か ら値下げ

　への動 き,値 下げの協定,そ して協定に従 った値下げを要求す るまでにい

　た った とい う流れであ る。 したが って,こ のサ ンプル ・テキス トについ て

　は,こ の よ うな大局的な シナ リオを背景 と して分析 し,処 理系を試作す る

　 ことが有意義である。

　　 しか し一方で,こ れ らの記事の場 合,解 説記事の ように先頭文 が,記 事

　全体 を代表 しえない ものな どもい くつか見 られる。

2.5.3　 文 の解析

　　 本実験 では,原 テキス トか ら二次情報 デー タベ ースを作成す るまで の過程

　 を2段 階に分け,前 段階 におい て構文 の解析 を行 って 原文 を構 文 構 造 に変

　 摸 した後,そ の構文構造か らテキス トの(今 回の実験 では文の)内 容表現 を

　 作成 す ることとした。 このこ とよ り,文 の解析のために発生す る諸問題か ら,

　　内容表現作成 フ ェーズの分析 を解放す ることが 出来た。 ここで仮定 した構造

　　解析は,統 語論的 な範囲に限定 し,文 脈 自由型文法の形式の構文構造 を設定

　　した。 このよ うな レベルの構文解析 プログラム としては,既 に多数の方式の

　　ものが開発 されてお り,本 委員会 においても,58年 度Prolog言 語 を 用 い

　　た文章 解析 実験 の中で開発を行 ってい る。

　　　本実験 で用いたサ ウジ アラ ビア,原 油,価 格政策 の34記 事の構文構造の

　　一部を図2.3-2に 示 す。なお,1行 文字数制約の関係 から,イ ンデンテェイ

　　ションが乱れ てい る部分があ る。 ここでは,構 文構造 をProlog言 語のため

　　リス ト形式 で表現 した。 各 ブラケ ッ トが木構造の ノー ドに当るもの とし,終

　 端記号(木 構造 の リーフ,ノ ー ド)と 非終端記 号の別で次の規約によ り読む

　　ことがで きる。
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① 終 端記 号

　 　第1要 素 が 「noun」,「vi」,「prep」 とい った シ ンタ クテ ィ ッ

　 ク ・カテ ゴ リーに あた る リーフ ・ノー ドの ラベ ル。

　 　第2要 素 はそ れ に対応 す る文 中 の語 。 これ は 英語 原形 で表 現 す る。 解

　析 用 辞 書は,こ の よ うな語 形 をキ ー とす る。 屈折 形 の 処理 は,ロ ジ ック

　 と して 行 って も よい し,あ らか じめ屈折 形 で辞 書 を展 開 して も よい 。

　 　第3要 素 以 降 は任 意情 報 で こ こでは 内 容表 現 の作成 の 処理 に 必要 な情

　報 な どを格 納 す る もの とす る。

　 (例1)

　 　 　 〔noun,、Saudi　 Arabiaノ,organ〕

　 　 シ ンタ クテ ィ ック ・カテ ゴ リーがnounで あ る語Saudi　 Arabiaで,

　辞 書 に この語 がr組 織 』(、organ!)で あ る 旨の情 報 が与 え られ てい る。

　 (例2)

　 　 　 〔vt,warn,　 past〕

　 他動詞warnで,構 文解 析 の結 果,こ の動 詞 が 過去 形 で使 われ てい る こ

　 とが 判 り,Npastノ を補 って い る。 な お,構 文 解析 の 負担 を軽 減す るた

　 めに は,た と えば このwarnと い う語 で あれ ば,こ の語 が 、SVOO!型

　の 文型 を と りえて,し か も間接 目的 語 と して 名 詞節 を と りうる とい った

　情報 も辞 書 中 に記 述 して お く必要 が あ ろ う。 そ して,こ れ と連 係 して,

　そ の 間接 目的 の名 詞 節 中のif型 の 副 詞節 の 内容 を否 定す る内 容 を,主

　語 に あた る主 体 が 望み,要 求 してい る とい った 内容 の抽 象 化 を 後 の フ ェ

　 ー ズが 行 うこ とが で き る。 この よ うな情 報 は 解 析用 辞 書 と連 係 して お り,

　統 合的 に 「知識 ベ ース」 に収納 す る こ とが 望 ま しい が,一 方,ど ち らか

　 とい えば普 遍 性 を希 求す る辞書 記 述 中 に,多 少 とも特 殊的 な この よ うな

　記述 を係記 す る こ とは,好 ま し くない面 も多 か ろ う。 この こ とは,前 例

　で の 、Saudi　 Arabia!に 与 えた 、organノ とい うカ テ ゴ リーに つい て

　 も程 度 の 差 こ そ あれ,通 用 す る 問題 で あ り,こ の意 味 で,辞 書 デ ー タベ

　 ースの構 成,内 容 に 関 しては 更 な る検討 が 必 要で あ る。
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【'1-8303234009FT.,

〔・'r叩'〔 叩'〔 ・1・'レ'C'・ ・un　 P・ 佃 ⇔ ・,・ccup】'

　　　　　　　　　　　　　 〔noun"Abduし し.h',　 n● 爪・〕ユ,

　　　　　　　　　〔PP'　 Cpr●P,　 O`],

　　　　　　　　　　　　　 CrtP'　 〔nOlＬn"S4udi　 Ar角bi白"　 organ】 〕コ】,
　　　　〔v⇔'　 Cvt'　 】畠rn'　 P●¶tコ,

　　　　　　　　 〔np'　 〔np'　 【■dj,　 oth・r],

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔nou【'　 口e閲bep'　 Pしu〕 ユ'

　　　 ."　　　　　　　　 〔PP'　 〔pr■P'　 ot],

　　　　 〔叩'〔 ・。u.n"th・ 。eg・nl:aヒi。 ・ 。f　 P・t・ 。t・・"nε ・p。 ・いng　 C。。nt.let《 。pec㌍.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o'9●nコ]コ コ'
　　　　　　　　 〔nouncL,

　　　　　　　　　　　　 【fntro,　 th・tコ,

　　　　　　　　　　　　 [3'　 【np'　 〔d■ セ'　 セh■〕,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔noun'　 kl【gdo爾'　 oro8n〕 〕'

　　　　　　　　　　　　　　　　 〔vp'　 〔v●rb'　 be'　 P●gt],

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔●dv'　 P●rf6二tしy〕,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [●dl'　 C■P●bし ●】,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CPP'　 [φ'●Pr　 of】,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔np'　 【vp'　 【vtノ 　●in'　 9●'undコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にnp'　 【d●t'　 ●nコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【●d】'　 o|し 】,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔noun'　 Pρ1ce],

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【nou【,　 日aPコ1」 〕ココ,
　　　　　　　　　　　　　　　　 [・d∨cし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【{ntre,　 ifコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8'　 【np'　 `prn'.th●yコ コ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C∨P'　 Cvt"●|1,　 pr● ●●ntコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cセo↓nf,　 【¶nt'o,　 toコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cvp'　 【vt,　 ob● ●PV●,　 {nfコ,

　　　　　　　　〔np'　 CnPt　 Cd●t,　 th・ コ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔noun'　 pect]コ,

　　　　　　　　　　　　　【P●'　 [vセ'　 concしud'　 ptpコ'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C●d∨'　 .L88t　 u●●k.,　 セ1■・],

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【PP'　 【PP●P'　 ⑱nコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cnp,　 C∩oun,　 ・Lendon"　 p1●c●]コ コココココココココココココ.

C,5'83e2244015Lr,,

【●'　【nP'　 tnP'　 Enoun'　 .Saudi　 Ar●bt畠"　　 Org●nコ コ,

　　　　　　　　　【cen,'　 ●ndコ'

　　　　　　　　　【np'　 〔●dj'　 feurコ,

　　　　　　　　　　　　　　c●dj'　 oth●Pコ,

　　　　　　　　　　　　　 cnoun"6u1f　 ●t●te●.'　 org●'nコ 】コ,

　　　　Cvp'　 〔vp'　 〔V1'　 ●■r●●,　 P● ●t】,

　　　　　　　　　　　　　 t■dv'　 y● ●t●rd● γ'　 t`臼 ■コ,・
　　　　　　　　　　　　　 ctolnt'　 c{ntpo,　 to〕,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔∨P'　 tV口'　 Cvt,　 CUt,　 ,ntコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tnp'　 【●d}'　 the1P】,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【8d▲'　 oltコ'

〔nPt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【noun,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【,P'　 【口rep'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 巨dレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 £●dレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [noun,
[conj'　 8ndコ,

[∨P'　 [vi'　 thr●8t●n'　 P■8tコ,

　　　　　ctoint,　 〔sntro,　 toコ,

　　　　　　　　　　　　　　【vp'　 Cvt,　 meke,　 tnfコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔np'　 【●d∨'　 ev6n]'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔●dj'　 bi99■r]'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [noun,　 r●du6tion,

〔●dvcL,　 〔1ntro,　 unし683コ,

　　　　　　　　　C■'　 〔no'　 【np'　 C■dj'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔noun,

　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔PP,　 〔preP'

【no】n'　 ,thθ 　Or"■ ∩|z白tion　 of

　　　　　　　　　　　　　　　[vp'　 [vp'　 【V|'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔PP,

　PPIC● ■ココ]'

byコ'
.●t　 t●●■t.],

咋0'コ,

　.P●t　 ce【t,コ ココココ,

Pしuコ コココ],

　　　　　　　　 oth●rコ,

　　　　　　　　　 ●8●b●P'　 P1Uコ コ,

　　　　　　　　　 ef】,

　　　　　　　　Petrot●u簡 　Exporヒing　 Counヒrle8'

　　　　　　　　　　tetL'　 pr●S●ntコ,

　　　　　　　　　 Cor●P,　　 {nto],

　　　　　　　　　　〔np'　 【neun,　 し`ne〕]]コ,

〔PP'　 [prep'　 ●`thコ'

　　　　　[np'　 〔d●t'　 thGir】,

　　　　　　　　　　tnoun'　 pt●nコ ココ,

【toint,　 cintre,　 toコ,

〕〕]コ,

Cvp,　 〔》t,　 ■V●rt,　 lntコ,

　　　　　〔np'　 【d●t,　 ●nコ,　 　　　　　　　,

　　　　　　　　　　[●dj'　 {nt■pn■tlon● し],

　　　　　　　　　　〔●dj'　 o`tコ'

　　　　　　　　　　〔●dj'　 prlC■ コ,

　　　　　　　　　　【neun,　 日e「・ココココ】】ココ]コ.

図2.3-2 構文構造の例
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(例3)

　 　　 〔adj,、Saudi　 Arabia/,　 poss,　 organ〕

　 　第1の 例 に加 えて・所 有格 の'sの た め に,、possノ が付 加 され てい る。

　 ここで 第1要 素がnounで な くadjと な ってい るの は,構 文 構造 の タイ

　 プの 単純 化 の た めで あ り,こ の こ とについ ては後 述す る。

② 非 終 端 記 号

　 　第1要 素 が その ノ ー ドの非 終 端 記 号 を表 わ し,第2要 素以 降 が,そ の

「子 」 の 構 造 を 表 わ す 。

〔X1,Y1,Y2,… … 〕

(例1)

　 　 〔s,〔np,… … 〕,　〔　vp,… … 〕　ユ

　 主語の名詞句 と動詞句 とか ら文 が 成 ってい る とい う文脈 自由型 規 則 に 対

応 して い る。

(例2)

　 　 〔,1-8303044010LTξ 〔s,… …… 〕,〔s,… … 〕 〕

　テキス ト(本 実験 につ い ては そ の先頭 の 文)に 対 して構 造 の ル ー トが 対

応 し,記 事 の情報 と文 構 造 とか ら構成 され る。記事 の情 報 は,連 番 と,

ハ イ フ ンに 引 き続 く10桁 の記 事番 号 ,紙 誌名 コー ドか らな る。 連番 は

対 象 テキ スbの 最 新分 か らふ ってある。 また,記 事番 号 の 先頭6桁 は そ の

記 事 の 発行 日で あ る。

(例3)

　 　 〔np,〔det,an〕,

　 　　 　　 〔adj,internationa1　 〕,

　 　　 　　 〔adj,oil〕,

　 　　 　　 〔adj,price〕,

　 　　 　　 〔noun,　 war〕 〕

　名詞連続においては,主 名 詞以 外 は 、adj　1を 与 えてい る。 なお,こ の

よ うな 名詞,形 容 詞の 並 び の 中の 構造 につ い ては,特 に構 文解 析 で扱 っ

てお くこ とは 期 待 してい ない 。
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　 この よ うな不 定値 の並 び を子 に も つ よ うな 構造 は,構 造 の 見通 しの 悪

さを避 け る為 に必要 で あ る。 た と えば,次 の様 な規 則 を考 える。

　 　 　 np→noun

　 　 　 np→noun・np

この ときの 名 詞連 の 構造 は次 の様 に な って,上 位 ノー ドか らの 見 通 しは

極 め て悪 くな る。

　 　 　　 　 　 　 np＼

　　 /ノP＼ ハP-一ー一㌣
　 nOUn　 　　 　　　nOUn　 　　　　nOUn・ ・'"nOUn

これ を避け るた め には,次 の様 な 規 則が 必 要 で あ る。

　　 　 np→(n・un)+

こ こで+印 付 きの 括弧 は1回 以 上 の繰 り返 しで あ る。 この 実現 に は 規則

と して,想 定 で き る繰 り返 し個数 まで の 展開 した規 則 を 書 き下 す か,構

文 解析 プ ログ ラムで 上 記記 法 を メ カ ニズ ム と して取 り込 め ば よい 。

　 一 方,構 文解 析 の 過程 の木 構造 表 現(以 下 パ ージ ング ・ ト リー と呼ぶ)

が 構 文解 析 結 果(こ こで は,統 語 論的 な処 理 を主 と してい る こ と もあ り,

以 下,構 文 構 造 と呼 ぶ)と 同一 で あ る と仮 定 す る理 由は何 もな い。 そ こ

で,パ ー ジ ング ・ル ール に くく りつ け られ た補 強 メ カニズ ム ・ル ールで

構 文構 造 を作 成 して い く とい った類 の アル ゴ リズ ムにす れば,上 記 の 問

題 に関 して も対 応 す るこ とがで き る。 た と えば,np→no皿 ・npと い う

パ ー ジ ン グ ・ル ール に対 しては,「adjと い う終端 ノー ドとnpに 対 応

す る仮 ノ ー ドを並 列 に,現 行 仮 ノー ドに置換 しな さい」,np→nounに

は 「nounで 置換 しな さい」 とい うル ール で よい 。 それ で は,非 終 端 ノ

ー ドnpは どこで生 まれ るか と言 うと,上 位 ル ール,た
.とえば,　 vp→

vt・npの ル ール で,npノ ー ドと,そ の 下 の 仮 ノー ドが作 られ て いれ ば

よい 。

　 これ らの構 文 解 析 の 実働 シ ス テムへ の イ ンス トール に際 して は,い く

つ か の考 慮すべ き課 題 が あ る。短 い基 本的 パタ ー ンの文 に 対 して は,ど
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の よ うな解 析 アル ゴ リズ ムを と って も,誤 った解 析 の 出 る確 率 は相 対的

に少 ない し,処 理 時 間 は 必 要 な記憶 容量 も,殆 ん ど問 題 に な らない であ

ろ う。 しか し,実 デー タは,こ こで扱 った文 に も見 られ るよ うに,30,

40語 を越 える もの も普 通 に あ り,文 型 と して も種 々のル ール を要 求す

る各種 パ タ ー ンが あ り,更 に,名 詞 連,and等 の接 続 構造,挿 入,副 詞

節,形 容 詞 節,前 置 詞 句等 々構 文 的暖 昧度(ア ンビギ ュイテ ィ)を 生 む

多数 の 要 因 を含 ん で い る。 こ う した 事情 か ら,た と えば,忠 実 な構 文 解

析 を バ ック トラ ックを 行 っ て い っ た 時 は,簡 単 に 処理 時 間 の爆 発に 直

面 す る。 この こ とは,次 の こ とか らも明 らか で あろ う。

　 簡 単 に す る為 に,X→X・Xと い うル ール だけ を 考 え,　Xのn個 の列

を解析 してみ よう。す ると,吉(… 等2)個 の解析方法が あることがす ぐ

に判る。また,記 号例のn個 の部 分で局所的な解析方法がK個 ずつあ って

もKn個 の解析方法があるこ とも判 る。いずれに して も,指 数 オーダーの

アンビギ ュイテ ィを生む。 ここで問題なのは,単 に文 全体の ア ンビギ ュ

イテ ィだけではな く,陽 の 目を見るこ とな く埋 もれて しまうべ き,中 間

的な試行に関 しても,同 様 な事情があるこ とである。 この結果,処 理時

間への爆発への対応は,入 力記号列の長 さを小 さく止め られ る場 合や,

ル ール として排他的な ものだけで十分であ るとか正規型規則 で十分であ

る とい った場合のよ うな特別 なケースを除 けば,必 須の考 慮で ある。

　 この問題の解決のために,種 々の テクニックが使われている。 た とえ

ば,ル ール記述(あ るいは,そ の枠組)で の考慮であ る。上 で例 と して

出 したX→X・Xと い ったルール を実際に記述する人はいないで あろ う。

また,結 果 に反映 しない(失 敗する)解 析過程 を,で きる限 り早 く判定 し,

そ れ を 行 わ な い,あ るいは中断す るこ とによって,無 意味な処理 をで
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きる限 り除去す る方法 も種 々開発 されている。更に,バ ック トラックを

行わ ない方法は 広 く行わ れ て い る。 先のX→X・Xの ルールの場合で

も過程 を記憶 して いけば 最小限記憶 すべ き情報はn(n+12)個 にすぎず,

パージ ング ・トリーを記憶す る為 にも
,ま た,処 理 ステップとしてもn3

のオー ダーで十 分なことは,簡 単な アル ゴ リズ ムで確かめ られ る。多 く

の構文解析 プログラムは,必 要であれば入 力文の特性等 も考慮 して,上

記の各要素 を組み合せ て作成 してある。

　 構文解析の プログラム実現のための も う1つ の重大な障壁は,自 然文

の もつ多数の解析方法(ア ンビギュイテ ィ)の 中か ら正 しい解を得 る方

法である。 これには,語 レベルでの セマ ンテ・イック ・マー カーか ら頻度

情報 までの種 々の レベルの情報,規 則 に関す る情報な どに基づ いた局所

的評価,大 局的 評価な どが用い られている。 しか し,こ れ はよ りヒュー

リステ ィックな アプローチが必要なテーマであ り,そ の実現のために必

要な辞書や規則の準備な どのための負担 との相互関係で も評価すべきも

ので あろ う。

2.3.4　 事実表現

　　 事実表現 とは,本 システムの二 次情報 データベース過程構造である。文章

　 情報の 内容表現あるいは事実表現 といわれ るものは,文 の構文構造の場合 に

　 比較 して,い わく有効性をもち,支 持 されてい る枠組 は,ま だ確立 されてい る

　　とはい えない。ま して,実 働 システムにただちに採用できる状態で準備 され

　　てい る体系は存在 していない。 したが って,一 定の観点(す なわち,業 務の

　　目的 による要求定義)の 下で必要十分な構造 であ り,か つ準備 しうる リソー

　　スによ り作成可能な ものを個々に検討 し,実 現 してい るとい う努力が必要で

　　あろ う。そのこ とは,例 えば,「 数値データを利用するた めのデ ータベ ース」

　　とだけ言 っても,具 体的なデータ構造や システム構成は規定す ることはで き

　 ず,「 どの ような数値 デー タを,ど のよ うに入手す るのか」,「 そこで扱 う

　 数値 データ自体の もつ構造 は どの よ うな ものか」 「そこでの データ利用のモ
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デルは どのよ うな ものか」等 々の前提があ って,は じめて具体化の道筋 を設

定で きるとい うことか らも,十 分に示唆 されるであろ う。ただ し,文 章 情報

とい うとき,定 形化 ・定量化 され てい ない情報 を通常 は意味 し,コ ンピュー

タが出現す るは るか以前か ら,長 い歴史の中で確立 されてきたモデル化 ・抽

象化の方法論 により定量化,定 形化 された結果の数値チータ等 を扱 う場 合 と

は本質的 に異 なった問題を有 してい ることには留意 してお く必要 があ る。そ

こで,文 章情報に対するチータ構造は,む しろ余儀な くではあるが,柔 軟 な

構造を設定す る余地があるとも考 えることがで きる。

　 本実験 においては,記 事か ら事 実内容を抽 出 し,そ れ をネ ッ トワー ク表現,

特 に木構造 として表現す ることとした。一般的に,意 味表現 としては,フ レ

ーム構造 ,述 語論理表現,セ マ ンテ ィック ・ネ ッ トワー ク,フ レーズ ・マー

カー表現 な ど,何 らかの意味で述語支配 に類する構造を用いるものが,現 在

多方面で用い られている。 ここでも,そ の考 え方 を意識 しつつ,二 方で,現

行データベ ースで使われ てい るキ ー ワー ド,記 事 イ ンデ ックス との距離感を

少な くす るもの とした。

(例)

　 構造 の エ ン トリーは記 事 と し,ル ー ト・ノー ド(ソ ース ・ノー ド)と して

表 現す る。 記 事 の ノ ー ドか ら張 られ る木 構 造が,そ の 記事 の 内容 を表 現 す る。

逆 に,各 ノー ド(あ るい は部 分 木)か ら アー クを さか のぼ る こ と に よ り,そ

れ を含む 記 事 が 得 られ る。

　 各 ノー ドは1つ の 概 念 を表わ す 「キ ー ・ター ム」 とす る。 これ は 通常 のキ

ー ワー ドに あ るよ うに ,固 有 名詞 の類 か ら,行 動 を表 わす もの まで を対 等 に
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含 む。 本実験 で 用い た ノー ドの キ ー ・ター ムの一 覧を 図2.3-3に 示 す。 各

ノ ー ドは,そ れ ぞれ任 意 の 格 を属性 値 として持 つ こ とが で き る。 そ れ は,そ

の ノ ー ドの 子 を指す アー ク として表 現 し,格 の 種類 を アー クに,そ の値 は ア

ー クの指す子 ノー ドと,子 ノ ー ドが 支 配す る構 造 で表 わ す もの とした 。本 実験

で 用 い られ た 格 コ ー ドの一 覧 を図2.3-4に 示 す。L

　 本 実験 にお い て は,各 記 事 は木 構 造 で表現 され てお り,し た が って,異 な

る記 事 が 同 じ ノー ドや 部 分構 造 を共通 に支 配 す ることはない。 また・同 じ記事

中で も,同 じノ ー ドが 異 る ノー ドに 支 配 され る よ うな構 造 は ない 。 そ れ らの

場 合 は,同 じ形 の 部 分構 造 が重 複 して 出現 す る。 あ る事 象 を この事 実表 現 の

集 りの 中か ら検索 す る場 合 は,そ の 事 象 を表 わ す部 分構 造 を事 実表 現 集合 中

か ら,パ タ ー ン ・マ ッチ ン グに よ り,と り出す こ とに な る。 もし,事 象が1

つ の キ ー ワー ドで,1ノ ー ドと して表 現 され ていれ は,キ ー ワー ド検 索 と同

じ ことに な る。

(例1)

　 　 〔article,3-8303044010LT,　 〔fact,1.〔agent,… … …

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 〔act,

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 〔cause,… 　……

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 〔fact,2.〔agent,… … …

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 〔act,

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 〔cause,・ ■一…　…

　 連 番3,記 事番 号8303044010の 紙 誌 名 コ ー ドLTの 記 事 が2つ の

事 実 表 現(格 コー ド、fact/)を もつ こ とを示 してい る。 この記 事 の 場 合,

実際 には 、act1と 、causeノ が 共 通 で あ るが,独 立 の表 現 と した 。

(例2)

　 　 〔fact,1,〔agent,　 Saudi,〔occup,pr　 ince,〔name,　 Abdallah〕 〕〕,

　 　 　 　 　　 　 　 〔act,demand,〔obj1,0PEC〕,

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　〔act,observe,〔obj　 2,　pact〕 〕〕〕

　 1つ のfactの もつ 基本 要 素 は主 体(、agentノ)と 動 作(、actノ)と した 。
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図2.3-3用 い た キ ー ター ム一 覧
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agentは 抽 象 化 を図 るた め,個 人 とい うよ りも,そ の属 す る組 織 を中 心 とす

る こ とに した 。 その た め,一 般 の 修飾 構 造(「((サ ウ ジの)皇 子 で あ る)

Abdallah」)と は逆 の構 造 とな って い る。

　 factに 対 して,理 由(、cause!),目 的(、purposeノ)な どの格 も与 え ら

れ る こ とが あ る。

　 また,こ うした事 実表 現 を誰 が語 った か とい う情報 や,ど の よ うな観 測が

行 わ れ て い る か と い うこ とを,ど の よ うに表 現す れ ば よ い か とい う問 題 も

考察 すべ き課 題 で あ る。 記 事 情 報 に 関 して も,多 くの 場 合,発 言者,発 表 者,

観 測者,そ れ に紙 誌 自体 の立場 を含 め,種 々の 考 慮す べ き情 報 が あ るが,こ

こで は,そ こに立 ち入 る こ とは 避 け た。

　 事 実表 現 は,格 コー ドを適 切 な 日本語 送 りに置 き換 えて読 む こ とに よ り,

記 事 イ ンデ ックス に類 似 した もの に な る こ と も考 慮 した。 しか し,agentに

関 して 述 べた よ うな問 題 もあ り,「 左 か ら右へ,末 端 か らル ー トへ 」 とい う

読 み 方 だ けで は,「 サ ウ ジの 皇 子 で あ るAbdal　 lah,　 OPECに 対 し協 定 の

遵 守 を 要請 」とい う日本 文 に はな らない 。 しか し,こ れは 簡 単 な メ カニ ズム

で実 現 可 能 で あ る。

2.5.5　 事実抽 出のメカニズ ム

　 (1)処 理 の概要

　　　 構文解析の結果得 られた文の構文的構造を表現す る構文解析木 を変換 し,

　　 その要素のみを抽 出 した形(事 実表現)に 変換 を行 う。 こ こで の処 理 に

　　　はこ うい った リス トを扱 う処理が非常 に簡潔に記述 できる プログラ ミング

　　 言語Prologを 用 いる。入 力は,構 文解析木を リス ト構造 に'して表現 した

　　　もの(例 を図2.　3-5に 示す)で あ る。 この リス ト構造 に,構 造パ ターン

　　　ご との処理,シ ソー ラス等 の知 識 を使 った処理 を施 し,そ の 出力 として

　　 均一でかつ重要点 を抽 出した事実表現(図2.3-6に 図2.3.-5を 変換 し

　　 た結果 を示す)を 得 る。
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(2)全 体 の処 理 の流 れ

　 　 全体 と しての 処理 の 大 まか な流 れ は,次 の4つ の フェ イズに 分 か れ る。

　 ① 前処 理 一 後 の処 理 を簡 単 に す るた め,名 詞 節 の後置 修 飾 をす る形容 詞

　 　 節,分 詞 を 取 り除 く。

　 ② 主 体 抽 出一 先 頭 の 名詞 句 に注 目 し,動 作 の主体 とな る概 念 の抽 出 をす

　 　 る。

　 ③ 動 作抽 出一 主 動 詞 に注 目し,各 動 詞 ご とに用意 して あ るパ タ ー ンに従

　 　 って 動 作 ・動 作 対 象 な どを 決定 す る。

　 ④ 　表 現 の標 準 化一 決定 され た リス トの 各要 素 を標 準表 現 リス トに よ り統

　 　 一 的 表 現 に変 換 す る。 現在 は,用 語 の統 制 語 化に限 って い る。

　 　 この 流 れ を制 御 す る プ ログ ラ ムを図2.3-7に 示 す。(な お,こ こで用

　 い るPrologの 構 文規 則 と して,以 下 の プ ロ・グ ラムにお い て,大 文 字 は 変

　 数 を表 わ し,文 字列 と して 空 白や特 殊 記 号 を含 む と きは,引 用 符(▼)でく く

　 る もの とす る。)

　 　図2.3-7は 解 析木 を読 み 込み,続 い て処理 をす る述 語tranを,フ ァ

　 イル の終 わ りを検 出す る まで繰 り返 し呼 ぶ もの であ る。述 語r6adsantは

　 指 定 され た フ ァイ ル(こ こではtree1.　 ptと い う名 前の フ ァイ ル)か ら解

　 析 木 を一 つ 読み 込 み,そ れ をsent(T)と して(Tは 解析 木を表わす リス ト)

　 assertし,デ ー タベー ス に登録 す る。　readsentに 続 く節 に この解 析 木

　 を結 合 させ,tranに それ を ひ きわ たす わ け で あ る。 述 語tranは,入 力

　 フ ァイ ルの終 わ りの ときに 偽 とな り,not(tran(X))が 真 とな り,次 の 述

　語 へ 実行 が 進む 。次 の 行で は,フ ァイル の ク ロー ズ等 の 後 始末 を行 い 実行

　 を終 了す る 。

　 　述 語tranは,ま ず入 力 フ ァイ ルの 終 了か ど うか をチ ェ ッ クす る。 一連

　 の変 換 は上 か ら順 に,

　 　 イ.読 み 込 まれ てassertし て あ る入 力表 現 のヘ ッダ と解 析 木 の 分 離

　 　 ロ.前 処理 の フ ェイ ズ

　 　ハ.主 体 抽 出の フ ェイ ズ
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C'1-8303234009・,

[8'　 [np'　 tnp;

[vp,

【PP'

Evt,

[np'

【np'　 【noun,

【edj'　 .Crowh　 Prlnce,'　 occupコ'

Cneun'　 .AbduしLah'〆nameコ コ,　　　　　　　　　　　,

[prep'　 ofコ,　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 』

【np'　 [noun,　 .Saud・i　 Arabia.'　 organ]]コ コ'

warn'　 pastコ,

[np,　 【adj,　 otherコ,

　　　　　【noun,　 member,　 Pしuコ コ,.

[PP'・Cprep'　 ofコ'

　　　　・the　 Org白nization　 of　 Petroしeum　 Exporting　 Countr'ies　 (opec),'

　　　　　　　　　 organコ コココ'

【nounc↓,

　　　 【inセr・o,　 セhaセ コ,

　　　 C8'　 Cnp'　 【d●t'　 theコ'

　　　　　　　　　　　　亡noun,　 kingdomt　 orgenコ],

　　　　　　　 【vp,　 [ver・b,　 be,　 pastコ,

　　　　　　　　　　　　[白dv,　 p●rfectし ンコ,

　　　　　　　　　　　　[ad】,　 c8pebしeコ,

　　　　　　　　　　　　【PP'　 Cpre　 P.'　 ofコ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　[np,　 【vp'　 【vt'　 win,　 gerundコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【np'　 Cdet,　 anコ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [ad}'　 ofL=1'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [noun'　 PP{ce]'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　 [nounr　 Narコ コ]]aコ,

　　　　　　　 Cedvcし

　　　　　　　　　　　　 〔fntpo,　 ifコ,

　　　　　　　　　　　　 【8'　 Cnp'　 【pr、n,　 セheyコ コ,

　　　　　　　　　　　　　　　　【vp,　 [vt'　 falt'　 P「'esentコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ctotnf,　 [¶ntro,　 toコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'£vp'　 工∨t'　 obse?∨6'　 infコ,

【np,　 にnp,　 【deセ,　 セh● コ,

　　　　　　　　　 [nounr　 P●ctコ コ'

　　　　　Cpat　 【vセ'　 concLud'　 .ptpコ'

　　　　　　　　　 【adv,　 'しast　 ueek',　 t{meコ ノ

　　　　　　　　　 :PP'　 Cprep'　 {nコ'

　　　　　　　　　　　　　　 Cnp'　 Cnoun'　 ,London',　 pしaceコ コココ〕コココココココ]コ]・

に ・2-8303174011',

.[s'　 c』3'　　　　　　　　　　　　　　　　　'Saudi　 Arebia,'　 po8St　 organコ'
　　　　　　　　　　　　　　　　　,$5　 ●　barr.し ・コ,

　　　　　　　　　　　　　　　　 ol』口,

　　　　　　　　　　　　　　　　 prlC● コ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　 cutコ コ,

　　　　　　 Cvp'　 【vセ,　 b白ckdate,　 fuセure,　 passlv● コ,　　　　　　　　'

　　　　　　　　　　　CPP'　 [prep'　 lnコ"

　　　　　　　　　　　　　　　 .【np'　 【●dj'　 tWOコ'　 　　　　　　　　　.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【noun'　 st89●'　 ptuコ ココ'

　　　　　　　　　　　【PP'　 tPrep'.セOコ'
　　　　　　　　　　　　　　　　Cnp'　 【np'　 【白rt'　 th6コ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [noun'　 beglnn{ng]],・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [PP'　 Cppep,　 ofコ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cnp,　 【adj,　 'し8st　 menth',　 セime]コ]コ]コ コ,
Cs'　 【np'　 【pr・n,　 itコ コ,

　　　　 1=vp'　 Cvt'　 report'　 past,　 pasSive],

　　　　　　　　　 [●dv,　 γe3セerdey'　 timeコ'

　　　　　　　　　 Cadvct,　 [intrOr　 a8コ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [s'　 【np'　 【np'　 Cdgt'　 theコ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【=noun,　 pr|ceコ コ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CPP'　 [prep'　 of]'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔r1P,　 Cadj"North　 Sea']'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔n。un・o杜 刀]コ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔vp'　 〔vi'　 cenヒinue,　 past]'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 [toinf.[intro,　 toコ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔∨,　 be,　 inf]'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔adv"in　 timbo'.]]'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [PP'　 【=prep'　 afterコ'　 　　　 .

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1二np,　 [np,　 [adj,　 'this　 week',　 po83〕,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔np'　 〔noun'　 egreement]]コ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【PP'　 [prep'　 by]'

〔.p,[.。un,・ セh8「 。pgan1・et1。 ・ 。f　 P・ い 。Leum　 E・p。rti・q　 C。unt・ies"。 「g。 ・コ コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ココココココ]コ コ.

tnp'
.Cadj

'

tadj'

【edj・

【adjt

[noun,

図2.3-5 入力の構文解析木の例
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ら

L

[8rtlcte,↑-8303234009FT'[facヒ1,[agent'Saudl'[occuprp'rlncet[name,Abdetteh]コ コ'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[act,demand'1=obj1,0PECコ,　 「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8ct'ob8erv白 コ,t二〇bj'P白ctコ コココ

[白rticle,2-8303174011LT,[facセ1,[agent,Saud{コ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8ct,backd8te,[obj2,cut,[of'olt prlce]コ 刀]

図2.3-6 作成された事実表現の例

o

㌔
"

　
一

、
,

　

　
(

,
/

ノ

・

all　 se!dellces*/

tepeat,

r鍵{sent〈'　 tt.eel.pt')
,

se】1t(X .),

」】ot(.trall{、X 〆)ノ,

!・tellCconrep・P')
,told,see('treel.pt'),seen,retiract(sent(X)), .!,fail.

図2.3-7
　　　 　　　　 ロ

メ イ ン フ ロ セ ス

/tx　 shapeup.p　 　delete　 　adj　 cluse,　 　adverb　 　etc.　 ・*/

shapeup(日,[】)　 :一　!.

shapeup([np,　 tltPlAj,

　　　　　　　　　　 Iadjcll_】],

　　　　　　　【nplAI)　 :一 　!.・

shapeup(【11P,【nplA▲,

　　　　　　　　　　 【paL】 】,

　　　　　　　tnplAj)　 :一　!.

shapeup([A,BIC],【A,BIC])　 :-atom(B),!.

shapeup(【A,BlC】,{AlOj)　 :-　 shapeup1({BlC】,D).

shapeup1(【 】,【])　 :一　!.

shapeup'1UA旧,{Cl山:-shapeup(A,C),shapeup1(B,Dノ.

図2.3-8 前処 理 の フ.ログ ラ ム
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　　 二.動 作抽 出の フ ェイズ

　　 ホ.表 現の標準化 フェイズ

　　へ 画面への表示

　　 ト.フ ァイルへ の出力

　　チ.assertし てあ る文の消去

　の 処 理 を行 う。 なお,文 が2つ 以上の文 か らなっている とき,及 び主語

　が共通で2つ 以 上の動詞句を持つ ときは,こ の処理の途 中に くり返 し,及

　びそれ らをまとめる処理が加わる。各 フェイ ズの 処理過程の詳細を,図2.

　 3-5に 構造 を示 した2例 を用いて,以 下の各 節で説明す る。

(3)前 　処　理

　　ここでは,後 の処理 を単純 にす るため不要な要 素 の 切 り捨 て を行 う。

　様 々な要素を この段階で切 り捨て ることが可能 だが,'今 回は当面の処理を

　 考 えて,名 詞の節の後置修飾 をす る形容詞節,分 詞を取 り除 くに とどめる。

　 重要な概念のみの抽 出を考 える限 り,こ うい った要素は,不 要である。 ま

　 た,こ れ らを切 り落 とす ことによ って,Prologに よるパターンマッチ処理

　の効率の低下 を防 ぐことができる。

　　 図2.3-8に,こ の処理 をす る プログラムを示す。

　　 例 えば,〔nP,〔np,⇔ 〕,〔pa,⇔ 〕〕とい うパ ターンを 〔np,⇔ 〕とい

　 う リス トに変 えて しまうこ とに よって後置修飾す る分詞の部分 〔pa,⑮ 〕

　 の 部分が もともとなか ったかの ごとく以下の処理です るこ とができる。 こ

　 の処理を リス トすべて にわた って行 うわけである。

(4)主 体抽出

　　 この フェイズで事 実表現の主体の抽 出を行 う。 記 事 の 先 頭 の文 を取 っ

　 た とい うことか ら,ほ とん どすべての対象文で,事 実表現の主体 となるべ

　 きものが,先 頭の名詞句(倒 置 の構文を除い て,通 常,主 語 とな る名詞句)

　 に出現 している。 この事実を考慮 して,こ こでの処理は次の順に行 う。

　　 イ.先 頭 の名詞 句を捜 し出す。

　　 ロ.そ こか ら主体 を捜 し出す。
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　 なお,2つ の 段 階 で は,主 名詞 句,動 作 の対 象 とな る よ うな表 現 が 表わ れ

　 る場 合が あ る場 合,こ れ もひ ろい 出す 。 図2.3-9に そ の プ ログ ラムを示

す 。(a)の 述語findagentは 前 記 イ,ロ に 対応 す る述 語pick,　 nporganを

　呼び 出 し処理 す る。

　 　 pickは ・第1引 数(np)を 親 とす るサ ブ ト リー を 第2引 数(Sent)

　 の 木 構造 か ら捜 し出 し,第3引 数(NP)に 返 す 。

　 　 また,(b)のnporganは,　 N　Pの パ ター ン に応 じて,主 体 を捜 し出 し,そ れ

　 をAgentに 返 す 。 この例 で は,

　 、Crown　 Prince　 Abdnllah　 ofSaudi　 Arabiaノ が,役 職 名,人 名,

　 of,国 名(組 織 名)と い うパ タ.一 ンであ る こ とに注 目し,

　 〔agent　 Saudi.　 Arabia〔occup,.Crown　 PrinCe〔name,　 Abda　 ll　ah〕〕〕と

　い う表現 を返す。主体 を含 む 句の表 現 は 多様 で あ り～様 々なパ ター ンを用 意

　 す る必要 が あ る。 様 々な パ タ ー ンを用 意す れ ば㌧ 用 意 す るほ どマ ッチ ン グ
　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

　のための時間 もそれ に比例 しでかか ることになるが,、今回の実験ではその

　 問 題 に立 ち入 る こ とは しな か った 。

　 　 2番 目の 文章 の先頭 の 名詞 句Saudi　 Arabia's$5abarrel　 oil

　 price　 cutの よ うに動 作 の対 象 とな るoil　 price　 cutが こ こに現 わ れ

　 る よ うな場 合 はfindagentの,3番 目の引数Additionalに,こ の情 報 を渡 し,

　 次の フ ェイ ズで 利用 す る。 図の 最 下段 が この パ ター ンの た めの 節 で あ る。

　 こ こで,こ の場 合、Saudi　 Arabia's　 tと組織 が 所 有格 で使 わ れ てい る こ と

　 に注 目し,(意 味 マ ー カー的 な これ らの情 報 を用 い て)主 体(Agent)と,

　 動 作 対 象(Dousa)を 引 き出す 。

(5)動 作抽 出

　 　 この フ ェイ ズで は文 の 主動 詞 に 注 目し,各 動 詞 ご とに パ タ ー ンを用 意 し

　 て主 体 以外 の 事 実表 現 を 求 め る。 この 処理 をす る プ ログ ラムを 図2.3-10

　 に示 す。 この 述語verb　 handlingで は,ま ず 最 初 に 述語pick　 main

　 verbが 変 数sentを 通 して文(実 際 に は動 詞 を 含む よ うな サ ブ トリ_,

　 例 えば,不 定 詞句 な どで も良い)を 受 け と り,変 数verbに 主 動 詞 を,VP
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/*　 　findage'11t.P　 　　　filld　 agen　 　*/

fiＬidagent(Sent,【agentlAge!lt】,Additional)　 :-

　　　　piCk(np,Sent,NP).nporga▲i〔NP,Agent,Additionalノ ・

侮) 主体抽 出

、

/ぴ 　　11porga皿.P　 　'*/

/*　 　fσr　 l　 　　　Cro日 別　Prlnce　 Abdullah　 ot　 Saude　 '、rabla　 　　　pattern　 　*/

nporgan(NP,Agent',　 U)　 :-

　　　　equa1(NP,【np,{11P,{adj,Occup,oCCupj,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[noun,Na田e,!lamejj,

　　　　　　　　　　　　　　　　【PP,　 lprep,ofj,　 　・

　　　　　　　　　　,　　　　　　　 【ilp,【noun,Urga∫1.organjjll),

　　　　equal"Organ,　 loccup,Uccup,【name,Na面e]]j,Agel1り.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匂

/*　 　for'1.subcluse　 　　　other　 members　 of　Opec　 　　　』pattern　 　*/

nporga皿(NP,Agent,U) .:一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

　　　　equal(NP,[np,　 lnp,{adj,otller】;

　　　　　　　　　　　　　,　　　　　　【noun,member,Plu】 」,　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

PP,　tPl'ep,otj,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tllp,1▲10un,Urgan,organjjj]ノ,

　　　　　 equa1(Urgan,八gentノ.　 　　　　　　　'

head皿oun(、NP,Uutノ 　　:一　　　　　　　　　'　
.　　　　　　　 ・

　　　　pick(np,NP,NPiノ,

　　　　equa1(NPi,{}lp,{detJ,the】,

　　　　　　　　　　　　　　　　　【nOUn,Uutj】).

/*　 　for　 2　 　Saudi　 Ai'abia;s　 $5　 a　 bar1・el　 oii　 price　 cut

Ilporga11(NP,【Agell日,Dousa)　 :-

　　　　equalOIP,lnP,[adj,'Sgent,poss,orgam　 Ll　1」 ノ;

　　　　pickIn皿n,NP,　 Lnoun,Dousa」).

`

patteril　 　*!

(b) 名詞句各パター ンの処理

、

図2.3-9 名詞句の処理
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/・:・　　 ve!bhdndli}lg.P　 　」・・/

ve1・bha」|dl1」lgISeiiと,hlfsubj,Uutrepノ 　:^

　　　pick毘a1Slverb(、Se▲|し,Verb,VP,),

　　　P=..IVerb,VP,111tsubj,Uutrepj,

　　　call〈P).

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

(a)動 詞 処 理 のbッ フ レベ ル
4

/*　 　pickmalnvelb.P　 　,:ソ　　　　　　　.

pickmalllソerb(、5entorphr'ase,VeI'b,VPノ 　:-

　　　　plck(vp,5entOrPht』ase,vrノ,

　　　　equal〔VP,tvP,　 lvt,Vel「bl_j　 l_}ノ.　 　　　 /・

Plckmainve1'b(SentOTphrase,Verb,VP)　 :-

　　　　pickIvp,Sentorphrase,VP),

・　　　　equal(
、VP,{vp,[v1,i'erbl_j　 l'_」ノ.　　　　 '

(b)　主 要 動 詞 の 抽 出

/*　 　eachuerb.P　 　*〆,

/*　 　　Narn　 　　):こ/

war!1(UP,Ut)Uutrepノ 　:'-

　　　equa1(、;P,{vp,{vt,warnl_],

　　　　　　　　　　　　　　　Npobj2,

　　　　　　　　　　　　　　　NqunClausel),

　　　　　/*　 　　　　dislist(ゼNounc1=',Nounciausejノ,
;F'/

、

}

　　　　　　　　　　　　　ら

piCkgadvCl,Nounclause',　 tadvci,{1ntro,if】,t)ent21ノ,

　　/*　 　 dislistq'Septz・',Sent2」 ノ,・ 〃

pickIvp,Sent2,tvp,【Vt,taill_」,

　　　　　　　　　　　　　　　　　ltoillf,tillt1U,toj,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Vpduusajj!),

　　/*　 　　　　dislist(じ ～pdousa=',Vpdousa}),　 　=::/

nPorgankNpobj2,Agent,Addltlonaiノ,

Ψerbhandlin9(Vpdousa,[」,Vし 〔】∫ぱep),

equal(Outrep,　 tact,demand,{obJI,Agentj,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Vじom`epjノ.

/*　 　observe　 　*/

observe{、VP,1】 ・,Outrepノ 　:-

　　　equa1(VP,【vp,{vt,observel_】,

　　　　　　　　　　　　　　　Obj】),

　　 headlloun(Obj,Obj2),

　　 equa▲(Outrep,　 Iact,observe,【obj2,0bj2jl).

/、*　　backda　 te　 　,:く/

backdate(VP,Ubj,{act,bacKdate,しobj∠,ubJlj戊 　 :-

　　　　equal(＼P,　 ivp,[vt・backdatel{一,passivej】1_jノ.

(c)・ 各 動 詞 に 関 す る 記 述

図2.3-10　 動 作抽 出の 処 理
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　 にその主動詞か ら始g,る 動言司角を返す。2つ 目の述語は,新 しい述語の定

　義であ り,こ れが 次に!『}iぎれ1る6.一`この例文の場合まずVerbに この文の主

　 動詞warnが はい り,warn(VP,　 Infsubj,Outrep)と い う節 で 呼ば

　 れ る こ とにな る。 この よ うた 主 動 詞 に よ って ま った く別 の 述語 が 呼 ばれ,

　 主動 詞 ご とに 独 立 な 処 理 が 行 わ れ る 。 図2.3-10の(c)に,こ れ で呼 ば
　 　 　 　 　 　 　 　 ド　　 く　もナ　 い ふ　　 ろサ　　 トトユコ

　 れ る述 語warnの 定義 及び,1　.eの 後 の 処理 で呼 ば れ るobserveの 定義が 示
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 ほ　　さこ　 メ　　 ス

　 され てい る。　 　 　 　 　 　 、.±11

　　述語warnは 動詞(VPst'2;語 を表わす節 か らの情報(Infsubj;こ の

　 場 合は 何 もな し)を 受 け取 り、,事 実 表 現 の部 分1(Outrep)を く り返す 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　シ　　い

　 こ こで は,、warn,組 織,　 if～fail　 to動 詞 句/,と い うパ タ ー ンに注

　 目 して 変 換 を 行 っ て い る。 ここで 注 意 した い の は,fail　 toに 続 く動 詞

　 句 にお い て,再 帰 的 にverb　 handlingを 呼 び出 し,　x　observe　 the　 pact/

　 の 部分 を変 換 してい る こ とで あ る。 この過 程 で,述 語observeが,先 の

　 warnの とき と.同様 に,し:て呼 ばれ るわ け で あ る。一 方,名 詞 句の 扱 い にお

　い て も,主 体 抽、出の、と、きに 用 いた 述 語nporgan.を 用い てい る。 この よ うに

統一的に扱うことにぶ ぞ注 齢 見通しよ構 成できる。

　　2翻 の文の場合は,、主調 汕i1ゴb・b・ ・kd…d・(受 身の未来)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、:'♪　tl:iい

　 で あ る。図2.3Tll　 O,の(c)'にこれ を処 理 する述語backdateを 示 した 。 こ

　 こで は ・backdateの 目的 語 、c卯'(値 下 げ)を 主語 の処 理(find　 agent)

か ら受 け取 ってい る.,,ttiめ:≒盲頃 後 で シ ・一 ラス と参照 され 〔・u・,〔・f,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　ロ ぐい　　

　 oil　price〕 〕(原 油 値 下け)と 変 換 され る。 この よ うな記 事 で は,た だ

　 cutと 出 た場 合 は,原 油 価 格 のcut(値 下 げ)と 解 釈 す るわ け で あ る。

(6)表 現の標準化

　　最後に標準表現 リス'トを参 照 し,様 々な形で表現 されてい る表層の形を

　統一的に書き替 える。処理 としては,こ こまで得 られた事実表現の リス ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

　の各要素を順 にた ど り,標 準表 現 リス トを見て,必 要な らば あ らか じめ決

　 め た表 現 に置 き替 え る とい うもの で あ る。 図2.3-11に そ れ を行 うプP

　 グ ラム と標準 表 現 リス}め 一 部 を示 す。 この 例 で はOPECが フル に表 わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・・l　 l
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　 れてい るもの をOPECに,　 Saudi　 ArabiaをSaudiに,　 Crown　 Pri-

　 nceをprinceに 変 えている。標準表現 リス トにマ ッチ しない ものはその

　 まま出力す る(最 後の節で処理 される)。

(7)そ の他の述語の処理内容

　　 図2.3-1'2は サ ブ トリー の 抽 出のための述語pick,リ ス トの プ リテ

　 ィ ・プリンタpplist及 びequalの 定義であ る。 これ らは,今 まで見て き

　たよ うに,様 々なところで使われる。

(8)ま とめと問題点　　 　　　　 　　　　 '

　　事実表現抽 出を,具 体的処理 内容で見た ように,原 則 として,主 体は最

　初の名詞句,動 作は主動詞を中心 にするとい う方 法 で 行 った。 ま た 名 詞

　句 ・動詞句の処理は汎用な記述 によ り,文 全体の主語,動 詞句だけでな く,

　例 えば 目的語,名 詞節の中,不 定詞句 とい った部分構造 に対 しても,同 一

　の 処理 が 行 える よ うに構成 した。 これ らの こ とによ り,全 体の処理が見

　通 しよ く,ま た簡潔 に記述 できた。,

　　動詞の処理 を各動 詞ご とに記述することに よって,プ ログラムの部品化

　が 自然 に 行 える。 上 の レベルの述語(プ ログラム)で は,主 動詞に応 じ

　て,そ の述語 を呼び 出すだ けで よ く,細 かい ことに とらわれず処理を依頼

　す るだけで済む。 また,そ れぞれの動詞 に対する辞 書記述 と見 ることもで

　きる。 ある動詞があるパター ンで出現 した ときには,こ うい った事実を表

　現する とい った知識 の表現 にな っている。 これ らの知識 を増加 させ ること

　によ り,あ る程度,同 種のほかの記事に対する事実抽 出 も可能であろ う。

　　全体の処理の流れ はす っき りと記述 できたが,個 々の処理は,ア ドホ ッ

　クな ものにな らざるを得なか った。名詞句か らの主体抽 出では,辞 書引 き

の段階で付加可能 とした若干の意味マーカと,そ の名詞句の構成 パター ン

　を頼 りに,そ れぞれの文 を見 なが ら処理内容 を検討 した。その為,例 えば

　い くつかの名詞句の処理は同一 な方法(述 語)と して記述できたが,ほ と

ん どは,そ のパター ンのためだけの記述を数多 く用意す ることとな った。

　これは単純に処理効率だけを見て も,非 常 に多くの パター ンの マ ッチ ング
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/*　 　checkthesau.p　 　*/

checkthesau(【A,BIICIj,【A,B21C2」)　 :-

　　　　atom(A),!,　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　thesau(Bi,B2♪,

　　　　checkthesau1(Cl,C2).

checkthesau{、A,B)　 :-

　　　　checkthesau1(A,B).

checkthesau1(【),U).

checkthesau1(tAilB▲ 】,{A21B2])　 :-

　　　　checkthesau(A1,A2),

　　　　checkthesaul(B1,B2).

(a) 表現の標準化処理

/ホ 　 thesau.p　 　thesaurus　 θ(/

thesauCthe　 Urgani2atio1】 　cf　 Petroleu田 　Exporting

thesauCthe　 Organi2atio」1　 0f　 Petroleu田 　ExPorting

thesauぐOpec',　 'OPEC,)　 :一　!.

thesau(,じrown　 Pr亘nce,,　 ,prince,)　 :一 　!.

thesauぐSaudi　 Arabia・,　 ,Saudi,)　 :一　!.

thesau(X,X).

Countries　 (opec)',　 'OPEC')　 :一　!.

Countries',　 'OPEC')　 :一　!.

(b) 標準表現 リス トの例

図2.3-11 表現の標準化
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/*　 X　 pattern　 ,　Y　 sent　 */

pick(X,【XlY】,【XIY」).

pick(X,【_IY】,A)　 :-　 pick1(X,Y,A).

pick1(X,{YllY2】,A)　 :-　 pick(X,Yl,A).

pick1(X,{一.IY],A)　 :-　 pick1(X,Y,A).

/*　 　nolet　 　　　nu田ber　 of　 letters　 needed　 to　print　 an　atom　 X　　*/

nolet(X,N)　 :-

　　　name(、X,Y♪,length(Y,N).

/*　 　PPIist.P　 　pretty　 printer　 Of　 a　list　 　*/

pplist(X)　 :-　 pplistn(X,O),nl.

PPIistn(x,N)　 :-

　　　 atomic(X)・!,write(X).

PPIistn({XIY】 ・N)　 :-

　　　　Y=[」,1,Nrite('{'),H=N+1,PPlistn(X,Hノ,writeぐ 】').

PPIistn({XlY】 ・N)　 :-

　　　 atoロiC(X),いrite('【'),町ite(X),肝ite(∵ ノ,

　　　 nolet(X,Hl),M2=N+M1◆2,pplistll1(Y,M2),writeC1').

PPlistn([XIY】.N):一 　 /,'s　 X　 list　 Y　 non　 ni1*/

　　　 阿riteC{'),H=N+1,PPlistn(X,H),write('ド ノ,nl,tab(M),

　　　 pplistn1(Y,M),而te('】').

　　　　PPlistnl(U,Nノ:一!.

　　　　pplistn1(【Xl【 ▲】,N)　 :一

　　　　　　　　!.PPIistn(X,N).

　　　　PPlistn1(【XIYI,N)　 　:-

　　　　　　　 atomic(X),!,ppiistil(X,N),wrlte(∵ ノ,

　　　　　　　 Ilolet(X,M1),}{2=HI+N+1,PPIistnlIY,H2).

　　　　PPlistn1({XIYI,N)　 　:一　　　/*　 　X　 List　 　*/

　　　　　　　 PPIistn(X,N),write(",'),111,tabItl♪,PPIistnl(、Y,1↓ ノ・

/*　 　equal　 　ホ/

equal(X,Y)　 :-　 X　 =　 Y.

図2.3-12 その他の述語
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を必要 とす るため非能率である。また,方 法論 として考 えた場合,こ の よ

うな方法で一般的な場合に応用できるとい う保証はな く,大 きな問題 とし

て残 され る。

2.ろ.6　 デー タベースによる実現 と利用

　　　事 実抽出の プログラムによ り作成 された事実表現は,そ のままの形でPr-

　　 ol　og言 語上で検索 ・分析処理にゆだね ることができる。 しか し,大 量 の事

　　実表現を効 率的に蓄積 し,多 様 な検索 ・分析要求に こた える為には,DBM

　　S(デ ータベース ・マネジメ ン ト・システム)の 利用が必要 となる。 ここで

　　は,58年 度 に開発 した デー タベース検索 システムにおいて も用い られた汎

　　用DBMSのINQを 設 定 した。

　　　事実表現 を忠実に表現 し,利 用 にゆだね ることは,'現 存す る汎用DBMS

　　の枠 組にそ ぐわ ない面が相当にある。事実表現 の基本構造で な く,そ の下で

　　表現 され る各種の論理的構造が,例 えば,述 語に対 して5WIHと い った形

　　で模型化 されて しまえは,デ ータベ ースの デ三夕構造 もその形で定義す るこ

　　とができる。 しか し実際 には,構 造の入れ子があ.り,ま た,5WIHと いった

　　お仕着せで対応す るまでには,本 実験が固まった もので もないので,こ の よ

　　 うな標準化は今回は採用 しなか った。そ こで,逆 に,論 理的,ア ル ゴリズム

　　的 に生 の形で低い レベルの表現 を行 うこととした。す なわち,事 実表現 の各

　　ノー ドをINQフ ァイルの1レ コー ドとして表現 し,そ の子 ノー ドへ の リンク

　　をその レコー ドの πの不定繰 り返 しとして表現 した。

　　　例 えば,次 の構造 は6個 のINQレ コー ドとなる。
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(フ ァイル 構造)

　 記 事 の 文 イ メ ー ジ等 を格 納 したARTICLEフ ァイル と,事 実表現 を 格 納

したNETWORKフ ァイル とか らデ ー タベ ー スを構成 し,記 事番号 に よ り,

結合 す る こ とが で き る よ うに した。

(1)　 INQフ ァイルARTICLEの チー タ構造 記 述

　　　　　 　 (INQ/FDL)

02　 　ARTICLE--REC.

　 03　 　ARTICLE-NO

　 O3　 　SOUF～CE

　 ②3　 TEXT(N).

　 　 04・ 　LINE.

PIC　 9(10)　 PKY.

PIC　 X(4).

PIC　 X(64).

ARTICLE-NO

SOURCE

LINE

:10桁 の 記 事番 号

:4桁 の紙 誌 名 コー ド

:原 文 の文 字列 イ メ ー ジ

表 示上 の問 題 な どか ら,見 やす い1行 単

'位 に 分 割 してお く
。'

(2)　 INQフ ァイルNETWORKの デー タ構 造 記 述

　　　　　　 (・INQ/FDL)

　　　 02　 　NOOE-REC.

　　　　 03　 　NODE-NO　 　　　　　　　　　　　　　、　　　PIC　　　　
O3　 　NODE-TYPE　 　　　　　　　　　　　　　　　PIC

　　　　 O3　 　ARTICLE-NO　 　　　　　　　　　　　　　P!C

　　　　 O3　 　TERtvl-ENGL　 　　　　　　　　　　　　　　　PIC
　　　　 O3　 　TERt》1-JPN　 　　　　　　　　　　　　　　　PIC

　　　　 ②3　　ARCS(N).
・4

4

4

4

▲4

(り

②

(り

0
)
0
∨

CASE-CODE

CASE-JPN　 .

CASE-JSFX

OESTINATE-ND

DESTINATE-EN

PIC
PIC

PIC

PIC
PIC

9(8)　 PKY.

X.

9(10).

X(32).

N〈16).

X(16).

N(8).

N(8).

9(8)　 BY　 CASE-CODE.

X(32)　 BY　 CASE-・CODE.

NODE-NO　 :ノ ー ド間 の リンク を とる為 に準 備 した ユ

　　　　　　　　 ニ ー クな番 号 。 ノ ー ド間 の リ ンクを プ ロ

　　　　　　　　 グラ ムで の み行 う場合 は不 要 で あ る。
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NODE-TYPE

ARTICLE-NO

TERM-ENGL

TERM-JPN

ARCS

CASE-CODE

CASE-JPN

CASE-JSFX－

DESTIN-NODE

DESTIN-TERM

:構 造 の 最上 級 ノ ー ドの とき 、F',そ れ

以 外 は ブ ラ ン ク とな る。

:ARTICLEフ ァイル との 結合 キ ー とな

る記 事番 号 。NODE-TYPEが ＼Flの

　ときのみ,意 味 を もち,そ れ 以 外 は0が

　入 る。

:NODE-TYPEが 、F!以 外 の とき,そ

の ノ ー ドに対 応す る ときキ ー ・ター ムの

文 字列 。

:TERM-ENGLに 対 応 す る 日本語 。

:そ の ノー ドに対す る子 ノー ドへの アー ク

　の 本数 だ けの繰 り返 しを もつ 。

:そ の ア ー クの ラベ ル コー ド。

:CASE-CODEに 対 応す る意 味 。

:CASE-CODE　 に対応 す る 日本語 送 り。

　単 純 な ケー スの場 合,子 ノー ドの 日本語

　 の 後 に これ を並 べ、る と,日 本語 の 格文 節

　 にな る。

=子 ノ ー ドの ノ ー ド番号 。NODE-NOの

　 項 で 述 べ た よ うに,プ ログ ラムで のみ ユ

　 ーザ との イ ンター フ ェイス を と るな らば

　 これ はINQフ ァイルの 内部 的 な ア ドレ

　 ス番 号 で代 替 で き る。

:そ の 子 ノー ドのTERM-ENGLの 値 。

　 これ は 冗長 な情 報 で あ る。INQが サ ポ

　 ー トして い る基 本 機 能だ け を 用 いて は,

　 ノー ド間 の リ ンクを と った 検 索 は簡 便 に

　 は で きない 。 そ こで,こ こに重 複 して情
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(デ ー タの検 索)

(1)キ ー ワー ドによ る検 索

報を入れることに より,「 主体が何某で,

動作 として何 々の値 をもつ もの」 とい う

1階 の検索が容 易にできるように した。

PETRIEVE　 <条 件 式　 1>

D、SP、AY　 AR,、 さLE-N。 　N。DE　 N。

　　　　　　　 (MOVE)

1

＼ ¢艦AR・ ・C・E-・躍 ξい・

PETRIEVE　 <条 件式　2>

1

<条 件式 一1>

<条 件式 一2>

ORを 用い たTERM-ENGL又 はTERM-JpNに

関 す る条 件 式

CASE-CODE　 NE　 SPACE　 AND　 DESTIN

－NODE　 EQ　 (値)

〈値〉 ARTICLE-NOが/で あ るNODE-NOをORで

結 ぶ。

図2.3-13　 キ ー ワー ドに よ る記 事の 検索

　 い くつ か の キ ー ワ ー ドを含 む記 事 を得 る ときには',図2.3-14の 手 順 を,

画 面 を見 なが ら行 うか,プ ログ ラム に よ り同 じこ とを行 う。 この よ うな頻 雑

な手順 とな るのは,論 理的 な1レ コー ド(1記 事 あ るい は1つ の 事 実構 造)

とINQフ ァイ ルで 実現 した レコー ド単 位 の相違 に起 因 す る。 実 は,タ イ プ

一59一



　 Fの レコー ド以外にも,記 事番号 を入れ ておけば,1回 の検索ですべ てが

　終了す るが,こ こでは,キ ー ワー ド検索 は主 目的ではない ので省いた。

(2)構 造 による検索

　　例 えば,「 サ ウジがOPECに 対 し何 らかの要請 を行 った記事が欲 しい」

　 とい う要求 を考 える。 この とき,現 在の枠組みでは次の様な構造 をサ ーチ

　す ることにな る。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 OPEC

これ に対 して は,次 の4つ の コマ ン ドで 記 事 を 求 め る。

RETRIEVE　 TERM-JPN　 EQ類ANO《 ・・CASE-CODE　 EQ　 OBJ2　 ANO　 DESTEN-TERM　 EO　 OPEC)

OISPLAY　 NODE-・NO　 (こ の 結 果 を 次 の コ マ ン ドに よ っ て 求 め る 。)

RETRIEVε 《CASE-CODE　 EQ　 AGEM　 AND　 DEST!N-TERM　 EQ　 SAUDI}ANO

《　CASE-・COOE　 EQ　 ACT　 AND　 OESTIN-NOOE　 εQ　7　 0R　 18　 0R　 54　 0R　 99　 )

01SPLAY　 ART1CしE-NO　 NODE-NO.

　　この よ うに,様 々な構造に対 して検索 を行 うことがで きるが,そ の反面,

　極 めて頻雑な操作が必要 とな る。 そこで,想 定 され るい くつかのパ ター ン

　についてサポー トす る検索 インターフェイス ・プログラムを準備す ることが

　望 ましい。 この機能 は,ま た,ユ ーザの要求を解釈 し,特 定の内部構造を生

　成す る機能をも含むであろ う。

(3)デ ータの利用

　　 この よ うな事実表現 がデー タベース中に実現 されてい くこ とに より,こ

　れ まで不可能であったよ うな,多 様な,き めの細かい分析 を行 う展望がひ

　 らけてきた。 ここでは,石 油価格に関す るサ ウジの及び サウジに対す る動

　 きの分析を シ ミュレー トしてみ よう。

　　 、oil　priceノ とい う語は,作 成 された事実構造の随所 に表われ るが
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(15個 所),そ の 中の9件 につV)て は,cutが 上 位 ノ ー ドにな って い る。

残 りの 中の4件 がdefendで あ り,そ の2種 類 につい て まず 考 え る。

　 　 　 　 　 　 cut　 "　 　　　　　　agen　 　　　　　　　　　act

　 　 　 　 　 　 　 of　 　　　　　　　　　　　　　　+　　　　　　　　　　defend

　 　 　 　 　 　 　 または

　 　 　 　 　 　 　 obj　2　 　 　　　　　　　　 　　　　　　　 0f
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 または

　 　 　 　 oil　 price　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　obj　2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0il　 price　 』

　 defendは,既 に 動 作 と して 完 結 し,主 体 も要 求 して い る と考 え られ

るので,上 図 の構造 に絞 って差 しつ か えない で あ ろ う。 これ に 対 し,ycut

ofoil　 price/は 何 らか の動 作 と主 体 を要 求す る と考 え る。 そ こで,

調べ てみ る と,上 位 の ノ ー ドに は,backdate,demand,agree,　 ineV-

itable,　 deny,　 no　 intentionと い う、actノ が あ るこ とが判 る。 こ こで,

backdateは 評価 が 難 しい と して除 外 す る と(強 い て言 えば,値 下 げ が 確

定 してい る段 階 を表 現 して い る。 また,今 回 の処 理 では 時 点 の処 理 を省 い

た こ ともあ り,意 味付 けが 仕 難 い),次 の シ ナ リオが 設定 で きる。

(a)　 「サ ウジは値 下 げ を しな い」　 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一 ＼・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 匝D　 d・f・・d

agent
＼'
　act

　　 ＼

(no、た瓢;・)(SAUDI)

act

( cut)

　　　ofま た

　　　obj2

(・ll ・・ice)

ofま た は

obj2

(b)　 「サ ウ ジへ の値'下げ 要 求 が あ る」

.act

demand

obj1 act

Oll　 prlce

SAUDI

－61－

cut

ofま た は

obj2

oil
.　price



(c)　 「サ ウジが値下げ を不可避 とみた」

agent act

SAUDI inevitable

act

cut

ofま た は

obj2

oil　 price

(d)　 「サ ウジが値下げ に合意 した」

agen act

SAUDI ag「ee

act

cut

ofま た は

obj2

oi1　
.price

(e)　 「サ ウジは 他国に対 しても値下げ を要求」

agen act

SAUDI demand

act

cut

ofま た は

obj2

Oll　 pr!ce

　 こ こで,、SAUD　 I!と あ るの は,

　　 Saudi　 C　 Gulf　 States　 C　 OPEC

とい う関 係 を用 い る こ とを 意味 し,事 実上 は,上 記3タ ームの 論理 和 と

考 えて差 しつ か えない 。

　各 シー ンを事 実表 現 か ら得 る の は,(2)で 述 べ た構 造 に よる検 索 の場 合
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と同様 の 操 作 に よる。 この 結 果,各 シー ンの見 られ る記 事 の 日付け は 次

の 様 に な る。

　 シーン(a)825050,820816,821122(同 一文で2回),821207

　 シーン(b)　 S30104

　 シーン(c)830211(2記 事)

　 シーン(d)830224(3記 事)

　 シーン(e)　 830228

　 少 数 の サ ンプルを 対象 と してい るが,そ れ で も抽 出 しえない もの もあ

る。 更 に,大 雑 把 な シー ンの設 定 に対 し,も っと細 かい ニ ュア ンス も加

える必 要 が あ るか も知れ ない。 更 に事 実 表 現 作成 の メカ ニ ズムか ら,シ

ナ リオの 設 定 まで,余 りに も結 果 か らの 作 り上 げが 多 く,'ア ドホ ックに

過 ぎ る よ うに思 わ れ るか も知れ ない。 しか し,こ の一 連 の操 作,分 析 の

モ デルの 垣 間 見 させ る もの1差 し示 す もの は,こ れ まで 機 械 処理 で見 ら

れ なか った 豊 か な地 平 で あ る こ どを察 す る こ とは,同 時 に,容 易で あ る。

例 えば,極 めて即 時 的 な イ メ ージ を挙 げ てみ て も,上 記 の よ うに,適 切

な シ ナ リオ を設定 して,時 系列 での 頻 度分 析,レ ー ダ ・チ ャー ト,空 間

的 には国 等 に よる色 分 け,特 異値 の特定 な ど 多様 な応 用 が考 え られ る。

そ の 為 には,大 量 の デ ータ に対 応 で き る(知 識 ペ ー スを 含 めた 意 味 での)

メ カ ニズ ム と,シ ナ リオの 作 成 の様 な過 程 で の ユーザ を サ ポ ー トす る 方

法論 の確 立 が 必 要 であ る。

2.5.7　 サ ンプル テキ ス トに対 する事 実 抽 出 と そ の評 価

　 　 今 回の 実験 では,サ ンプル ・テキ ス トを 評価 す る中 で事 実抽 出 の メ カ ニズ

　 　ム を検討 し,抽 出結 果の 分 析 を 行 った 。そ こで,資 料2の 各 テ キ ス ト毎 に メ

　 カニズム作 成の 為 の 着眼 点,問 題 点並 び に結 果 の 構 造の 評 価 に関 して述 べ る。

　 ① 　 　 [・・tl・L・'3A-82・・・…17AP・'・…t"・E:217二二i:黙 、、、,.1、　,,,、。,、、,

　 　 　 　、1s　determined　 toノ の部 分 は 次 に続 く不定 詞 で動 作 を記述 す る も

　 　 の と と らえ る。 続 く並 列 句 は 考慮 に入 れ てい ない 。
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　 ② 【'「tleL"'33-8207054012"IEES・t"ct'"i:註::;::二:1;[。bj2,dlff..e.日 。し 【φ 、t　l　 d・]]]1]

　 　 /　 こ う い っ た ま わ り く ど い 表 現 は,非 常 に 扱 い に く い 。 ア ド ホ ッ ク に 扱 わ

　　L_

　 　 　 ざ る を 得 な い 。 先 頭 の 名 詞 句 に 現 わ れ る組 織OPECを 切 り出 し,主 体 と

　 　 　 す る 。 ま た,そ れ が か か る 名 詞(agenda)を 動 作 とす る 。 一 般 的 に この よ

　 　 　 うな 処 理 を 施 す こ とは,非 常 に 困 難 で あ ろ う。

③ 【artlcte'32-e2071040・02FT'['ect'a'1:9::;ze?:S]:・C-1・ 巽・・'1::・1・;
,,,　 d・ ・1

　　「/

　 　 　 　 、be　 devlded　 over～1の ～ の 部 分 を 原 因(cause)と 解 釈 す る 。

　 　 　 、Saud1's　 insi・stenceノ は2番 目の 文 と同 じパ タ ー ンで,「 組 織 の 所 有

　　L、格へ動作」に注 目し変換 した。

i≒;:1二㌶ 灘 ㌘ ご≡ ⊇ …sb…
　 　 　

⑤C"「ticte'30"8208164020Ptw・Cfact'1・i::1:1二s言::1:;i
。。,t。bj1,rei,e,[。f,。iL,.。ducti。.コ コ]〕'

イ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [f8ct'2,[agent'U・S・ 　oiし 　cornp白nies],

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ect'under　 no　 pres8ureコ]コ

　　[
　　 　 　 先頭 の 分詞 は 無 視す る。 、make　 no　 effortノ を、no・intentionノ と

　　 　 他 の記 事 に出現 す る表現 に統一 す る。2番 目の節 と1番 目の 節 との関 係 は

　　 　 今 の とこ ろ記 述 で き な い。

嚥 菱饗::鰯:警1ご::㌫㌫
⑦Ca・t・ …'28-・2・6・e・・14AP・・C'eet','E::1:IG:::,悶21:;:::弍1言:,1;跳1;～ 、、

　 　情 報 が 不定 詞,前 置詞 句等 に埋 め こ まれ てお り,抽 出が む ず か しい 。す

　 べ ての不 定 詞 ・前置 句 を 考 慮 に入 れ る と,処 理 が非 常 に複雑 に な り,ま た,

　 処理 時 間 も爆 発 的 に増 大 す る と考 え られ る。

⑧ 　 …"…'27'820906402"'Cf'ct'1'1::㍑1㌻ 、.、,、_1,eli～9;,.・t,,・ceココ川

　 　 挿 入 され て い る分 詞構 文 を考慮 せ ず に 処理 を 行 う。 こ こ で は,原 油 は

　 原 油 で も高品 質 原油 が 対 象 とな ってい るが,そ の情 報 は,こ の対 象 か らは

　 ず した 分詞 構 文 にの み 存 在 す る。 どこ まで 処理 を細 か くす るかむ ず か しい
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㎏ 題である.

⑨ 　 ・C・ ・い ・し・'26-82・9…12・ ・'【1・。・・'1'に ・9・ ・t'…d口'　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [　　t　d　　　　d　〔obS1,0PεCコ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【　　t　　　i　　 【　f　Af　`/
L
し

d　 コココココ

これ は す で に何 回 か 出現 したパ タ ー ンで あ る。 この パ タ ー ンが 非常 に 多

⑩ 　 C-・t1・ 〔・'25'6209274011P「U'C'ect'1・i::;::9::?::9;ce脚,,、P、,.S,1_。"..,'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [●ct,openコ コココ

　 despite以 下の 副 詞節 は,考 慮 せ ず に 処理 す る。 、LPG　 pricing　 oP-

tionノ を主体 とす る こ とは 問題 か も しれ ない が,全 体 の枠 組 か ら この よ う

な表 示 を 選 択 した。

⑪C…'・1・'・`-82・1224・26・H・ 仙 ・・'1'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔f　 セ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【fect,3,
e

a

y

　

S

n

e

'

e

d

t

d

d

d

a

d

U

n

U

n

a

e

U

S

f

κ

f

'

e

,

t

d

セ

d

b▲2'oiし 　pr{CGコ ココ'

bj2'o"　 priceコ ココ'

◎　　1し　　1　1　t　　 c　　　　 Y　　　 {】ココ,
2　 　 ξ 〔t　 {Lppiceコ]コ ココ

　 主体 が並 列 にな ってい るた め,最 初 の 節 で2つ の 事 実表 現 に な る。2番

目の節 が3番 目g)事 実表現 とな る。.2番 目の節 のotherwi　 seは,高 度 な

知 識が ない と扱 えない ものだ が,こ こで は,こ の 例文 の た めだ け の 処理 を

行 った 。

ルt

M
㌫　
……

P　
…
t
…
9㏄口防ぽ工川品詞川ぬ

むたしずはら力理処主脚今

シ
(

ン
[
　 　 、algerian　 governmentノ を アル ジ ェ リア と 同一 に 扱 い,、for　 the

　 sake　 of/をpurpose(目 的)と と ら え る 。

⑬C・ ・・・…'・2-a211244・ ・IP・'[tectrl'・ 」ge・ し ・P・ ・'〔 … 叩'elLml・1・t・r・1'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔act,dlscuss]]]

　 　 こ の 記 事 も 予 想 で あ る 。 、 事 実!表 現 と し て,先 頭 の 名 詞 節 か ら 主 体 動

　 作 を 抽 出 し た 。 全 体 的 に 「主 体 が,動 作 を し た 」 と い う 形 で と ら え て い る

、の で,こ う い っ た 記 事 の 処 理 は,特 別 に 扱 わ ざ る を 得 な い 。

　 　 1ertf・1・'21-e212014003APS'Cf・ct'1,C・q和 しAtg。.i,コ'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊆act'accεpt'〔obj2,Prict　 d|fferent{atコ コ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【pur、po3e'un`セe,〔of,OPEC]コ コ]
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⑮ …tl…,・ ・-8i;・ ・74・ … 元'・ … 一 ・。・・t'…dl・C・ … 。,・ ・・ ・・・・・・・… 一,・_1]]・'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔act,def●nd,[ob」2,0iし 　p'1c■ コココ】

　　〔
　 　 　 　 組 織 の 所 有 格 ・役 職 ・(同 格 で)名 前 の パ タ ー ンが 主 語 の 部 分 に現 わ

　 　 　 れ て い る 。

⑯ 〔e・t'・te'19'8212314・OIFT'Cfact'1'El:::二;:::lll謙 ㍑211:1:':g:g;:T・::S≡ ご:lilll ,,,.,。い.,,::::

　 　 　 　 観 測 を 述 べ て い る 記 事 で あ り,、 事 実/表 現 と して は な じま な い 。 そ こ

　 　 　 で 、could　 result　 from/に 続 く名 詞 句 か ら情 報 を ひ き 出 す 。 こ ち ら

　 　 　 は 、 事 実/で あ る。

　 ⑰ 〔・・tt・t・'18-・83・1・S4・・3LT,Cf.ct,1,〔。、。・t,・.・.。St　 。 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に　ニセクが ヵじ　ヵ　ノにば　セわノ　　　　　 ヒ　　　　　　 ヒ　　　　　ヒピヒココク

(　 F,,ess-、 。 動詞 句_∴ え:dc・[ebj'2'"`L　 pr`ce]]]:1]

　 　 ⑱C'"tlcte'17-e301044eo6AWJ'Cfaet・1'1:21r51:二1三,言lll1,、:。dlコ,]　 　 /　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
c・…cutt〔 。f'・iL・ ・{・e]コ]]]

　　〔
　 　 　 　 こ こ ま で い くつ か 現 わ れ た,、warn　 ～unless(あ る い は1f)'の パ タ

　 　 　 ー ンで あ り,要 請(demand)と し て と ら え る 。　 Nexpect　 toノ は 次の不

　 　 　 定 詞 に 主 動 詞 の 役 目 を 代 行 させ た 。

⑲[・ ・tl・t・'16'830105400au"Cfact'1'1:::,二;IEi:。:Ettth,:.臨e。tL　 i　iセ 【.。,,。.,。。ent】コ]コ]]

　 　 　 　 「組 織 ・meet・with・ 組 織2」 を 「組 織1が 組 織2と 会 談 」 と と ら え

　 　 　 る 。2番 目の 節 の 主 語 は 最 初 の 節 の 主 語 と 目的 語 を 含 ん で お り,こ うい っ

　 　 　 た こ と ま で 現 在 は 処 理 で き な い 。

⑳[e・ti・t・'15-・S30105`。05FT'[f・・しレぽ:1;:::illl.1,h:、 .ll。1?i　t。C{【Y8":ロ コニ:　 ,　U.e、 、],〕

ぽi灘 ㌧驚ll蕊 ご
　 　 ⑳Carti・Le'14-83・11・ …5ew・Cf　 t・tVene:uet・ ・[。…p'elt　 l　 i　 t[S・ ・t・ll〕'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CeCセ'CO●PI8{n】 ココ

　 　 　 　 xbe　 inafoul　 mood/に よ り'xcomplainノ(不 満 の 表 明)と 変換 し

　 　 　 た 。OPECに 対す る不 満 の 表 明で あ る こ とはわ か るが,こ れ を抽 出す る

　 　 　 のは 困 難 で あ る。
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⑳ [・rtict●,13-8301174008PIU,Cfact,1,〔egent,Areb　 oi1　 p　 　d　 　　　 コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cect,be　 ppe88■dコ]コ

　　 記事の具体的 内容は言 ってお らず,以 前か ら関連のある記事 を読 んでい

　 ることを前提 として書かれてい る。 このよ うな文章か ら,こ の記事が何を

＼ 意味す るかを抽 出す るのは極めて困難である。

シ
(

な

⑳[白 「ticte'12'830207`012PN'[f　 t　1[09:7:。.t;㍍:1;～

　 　 、Crude-price-cut　 waiting　 game!と い った 比 喩 的 な 表 現 が

　 使 わ れ て お り,今 ま で の 経 過 を 熟 知 し て い る もの を 対 象 と し て 書 か れ て い

　 る 。 事 実 表 現 に そ の よ うな 知 識 を 反 映 す る こ とは 現 段 階 で は 不 可 能 で あ る 。

　 事 実 表 現 を 利 用 す る もの の 知 識 に 頼 ら ざ る を 得 な い 。

　 　 ・・一 ・小 －e3・2114006F"[`・Eわ1・El9:":g2::g:?c'、 、、,df,一 。rl・e・コル
〔fact,2,【egent'S●vd1コ'　　 　

【.,t.tnevitabte,〔 。b▲2　 t〔flゆ ・1・eコ コ】]]

動詞句が2つ あ りこれらを別々の事実として表現する。

　 [a,ticLε,10-83021†4001LT,〔facヒ,1,[ao台nt,OPECコ,

〔'cセ'inevi
.t・bt・'〔 。bj2　 t　 C　 f{LP・Sceコ]コ ココ

　 　 「名 詞 ・by・ 組 織 」 とい うパ ター ンに 注 目 し て,主 体 を 組 織,主 名 詞 を

　 動 作(こ の 場 合 は 状 態)の 対 象 と と ら え た 。

⑳['「ticte'9'830.2234001tUJ'〔f白ct'1'il:1:二;::ll,;;;te3コ'

　、metノ を会談 として解釈 した。　amid～ 以下の前置句は考 慮 しない こ

とに した。 どの よ うな前置句 な ら表現に入れ るべきかは,む ずか しい問題

である。

⑰ ・…i…'・-8・ ・223…51HT'[fect'葦'1::1:二;::ll,ll:二;;1三::;9::el、 鵠1二::19;,。,、 。.・、e…]・]
　　　 /

　 　 、held　 talksノ を 会 談(discuss)と と り,on～ を そ の 対 象 と して と

　 ら え た 。respond,droPを そ れ ぞ れdiscuss,respondの 対 象 と と ら え

　 る こ とに し た 。 動 詞 に よ る表 現 と名 詞 に よ る表 現 の 変 換 は 困 難 な 問 題 で あ

＼ る 。

⑱[art'・t・'7-8302244003"J'[f・ ・わレEl31・:GGI;」〔。二,;1、,し し。,lceコ;コ〕;〕'

　 　　 「役職 ・、from!・ 組 織 」 の パ タ ー ンに注 目して,主 体 を抽 出 した。

L
　 組 織 の と ころ で国 名 を列 挙 して あ るが,こ れ は,シ ソー ラス に よ って,湾

　 岸 諸 国 と と らえ る。
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⑳`a「tide'6-8302244012SHT'目 白cし1'E:2:・ セ:G・U〔9二1;1:3C
,、._ρrlc.コ]コ]'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロact'2'白gent'GuLf　 states]・

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔act,dern白nd,〔ob11,0PεCコ,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Cect,eccept〔f　 　 t・uctu・re'[。f'。it　 price::]]コ:

　 　 　 前 の 文 と 同 様2つ の 事 実 表 現 と して 表 わ す 。 、threaten　 to～to

　 　 force/を 前 の 文 と 同 じ よ うに,要 請 と し て と ら え た 。

　 ⑳C・ ・t583・22・4・15[・'〔 ・…'・'〔・9・n・'・・tf・・・… 〕'　 　

/　 　 　 　 　 　 、,t・ia蒜q;今r;[:1二 言::;1'〔.f'."P「iceコ 川'

〔㌔漂き 器議論:雀
　 ⑪ 　 　 ・ ・.・ ・483・228…7・T'・ ・… パ'・ ・⑱・nしG・ ・・ ・・・・…'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cact,demand,Cobj1,0PECコ,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔act'CUヒ'〔of'01し 　pr、ceコ]]]]

　　 　 「組織1・wi11・ 動 詞 句1・unless・ 組織2・ 動 詞 句2」 のパ ター ンを,

　 組織1が 組織2に,動 詞句2を 要 求す るととらえた。 先頭 の文 に似 た パ タ_

　 ン で あ る 。'

⑫ 　 　 　 　 　 二erti,しe'3-830304aOIOLr'Cf。 。t,1'　 　 　 　 1

　 //　 　 .　 ,　 ,、,一,.,.・　 　 ,i'離1・ 曲fic旧;～・'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2'budget　def{cltコ],
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔　f　 IL　　　　　 ]]]]

　 　 こ の 文 で は,主 体 とな る 組 織 か2っ 先 頭 の 名 詞 句 に現 わ れ て い る 。 後 で

の 参 照 を 考 え る と き 働 時 を 重 複 させ て 報 を2つ 作 ・
,た 方 力遣 い で あ

　 ろ う。 、as　 a　 resultofノ を 原 因 と と ら え る 。

◎/・ 一 ・・'2-83・3174011L「'`f・・t'1'1::::9::二器 二1:、.、、2,〔_一.、 川 コ

騰鎌聯 念議璽i鎌覧
⑭ 〔・・tt・t・'1-83・32・ ・・…r.[・ 。。t,1,【 。.、。nt,,。 。d、,[",P.i　 〔 　 Abd。tt。h]]〕'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [●ct,demand,〔obj1,0PEC】'

/　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [tb　　 [bj,p8ct]]]]コ

lr繊1・w・ ・n・ 繊2-if-f・il・ ・ 動 詞 句」のパ ター ジを,「 繊

ピ 熟 熟 竃 二㌶1に 要請」と変換しtc・　toよ うなパ
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2.4　 総合解析 システムの機 能とその利用

2.4.1　 基礎解析

　 (1)　位置づ け

　　　　基礎解析サ ブシステムの位置づ けは,図2.1-1総 合解析 システム概念

　　　図に示 され るよ うに,本 システムの全ての入 口とな ってい る。出版物や,

　　　手書 き文書,テ レックス,手 紙等生 の情報の状態では,計 算機で処理す る

　　　ことはできない。 これ らの情報は,計 算機で判別できるように,つ ま りマ

　　　シンリーダブルな形式 とな るように,一 旦媒体変換 され る。媒体変換 された

　　 情報は一 次情報 と して計算機 内の記憶媒 体に格納 され る。 基礎解析 サ ブシ

　　　ステ ムは,こ の一次情報 を入 力 として各個別の サブシステム,つ ま り検索

　　　サブシステム,内 容分析サ ブシステム,翻 訳 サ ブシステムで容易に処理で

　　　きる情報 に加工す る。 この加工 され た情報 は二 次情報 といい,二 次情報 デ

　　　ータベ ースに格納 されて,各 サブシステムよ り利用 され る。各サ ブシステ

　　　ムでは,こ の二次情報 デー タベースを利用す ることによって一次情報 を直

　　 接扱 う煩わ しさよ り解放 され る。従 って,基 礎 解析サ ブシス テムの持つべ

　　　き機能 は,各 サ ブシステムで必要 とする共通的 な機能を出来 るだけ多 く持

　　 つ ように考慮 されてい る。

　 (2)機 　能

　　　 従来の情 報検索 システ ムにおけるデータベース作 りは,人 間の知的な助

　　　けな しに達成 で きる ものではなか った。例 えば,1つ の学術論文に対 して

　　 適切 なキー ワー ドを付 した り,そ の要約を作 ることは人間に任 され た仕事

　　 であ った。

　　　 総合解析 システ ムの 目的の1つ に,こ うい った人間の作業 を機械 化す る

　　　ことがあ る。 この作業の機械化を行 うサ ブシステムが基礎解析サ ブシステ

　　 ムであ る。 基礎解析 サブシステムにおける機能構成 を図2.4-1に 示 す。

　　　 一次情報である文章情報 を入 力 し,二 次情報 を生成す る基礎解析処理 は

　　　自然言語処理技術が基本 となる。文章解析は大 き く分けて形態 素解析,構

　　 文解析,意 味解析,文 脈解析及び文脈解析結果 による要約 とに分類できる。
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㊥
　 　 　†

已 体変司
く
　 一次
　　 情報

¥
1形態剛
　　　↓

巳 文解析1
　　　↓

巳緒川
　　　↓

1文 脈酬
　　　↓

巳　叶

　　　 基礎解析

　　　　 サブシステム

　　　　　 (

　　　　　 知識
　　　　　　ベース

　　　　　 )

1一

大
二次情報
データ
　ベース

)

　　▽
各サブシステムへ

図2.4-'1　 基礎 解 析 サ ブ シス テ ム

　　 　 　 　 　構成 図

二次情報は,こ れ らの各処理

の結果 として生成 される。形

態素解析か ら要約 までのそれ

ぞれの処理は,必 ず しも完全

に分離で きるものではな く,

む しろ相互に補完する関係に

ある構文的な解析 と,部 分的

な意味解析は,現 在 の技術で

すでに実用 レベルに達 してい

るが,文 脈 解析 と,そ れに基

づ く要約は,さ らに研究を要

す るものであ る。

　 以下に基礎 解析サ ブシステ

ムの各構成機能の概略 を示 す。

(a)形 態素解析

　　 形態素解析の主なる処理

　 内容には次がある。

　 ・単語認識

　 ・品詞判定

　 ・複合語生成 ・分割等

　英語等の ようにす でに分か ち書きのある言語 におい ては単語認識は問題

とはな らないが,日 本語においては,分 かち書 きが ないため,そ の解析 に

は高度の技術が要求 される。

　一 連の解析処理 では,活 用語辞書,生 成 ・分割情報辞書(複 合語生成 ・

分割)な どの文法辞 書をもとに,一 般語辞書,利 用者辞書を用いて単語の

認識 を行 う。 また最近 のユニー クな研究 として,解 析のス ピー ドアップを

図 るために,漢 字 とひ らがなを区別 して単語認 識す る方法があ る。

　 この ように して単語が認識 されれば,次 に知識 ベースである単語辞書 よ
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-一
り,そ の単語の とり得る品詞の全てが抽出 され,そ の単語に付 され て次の

構 文解析処理 へと渡 され る。

　次 に英文による形態素解析の例 を図2.4-2に 示す。

(英 語) WE　 　 　 　 BUY　 　 　 　A　 　 　 COMPUTER　 .

㍗1盲1三 忽}
(日 本 語)　 私達は計算機を買う。

　　　　　　」単調
私達　　　　は　　　計算機

Ty:∴1エ

を　　　　買う　　　。

鳴 詞 τ 動詞τ終止符

図2.4-2　 形 態 素解 析 の例

　　最 も単純 な二次情報 デー タベ ースとして,形 態素解析 しただけの個 々

　の単語をキー ワー ドとして登録す る形態も考 えられ る。 この場合,全 て

　の単語 がキ ーワー ドとして登録 され るため,検 索結果 にノイ ズが 多 くな

　 り使 い ものにな らない とい う心配があ る。 しか し,そ の反面検索漏れが

　ない ため,文 章 に忠実な検索結果が得 られ るという利点 もあ る。 ここで

　論 じる二 次情報 データベースへの情報登 録 とは,文 章 の真意 を登録す る

　 ことであ り,形 態 素解析 され た結果 を,さ らに意味情報で絞 って登録す

　 ることで ある。次 に構文 を解析する機能について述べる。

(b)構 文解析

　　形 態素解析 によって得 られた各単語要素について,そ れぞれの単語の

　文法的 な役割 を明確に し,文 章 としての構造 を決定す ることが構文解析

　である。 また同時 に,形 態素解析 によって抽 出されたそれぞれの単語の

　 品詞 を決定す る ことも,こ の構文解析で行 う。 しか し,文 章 の構造の決

　 定 に おい ては,一 概 に 形式 的側 面 だ けでできるもの ではな く・意味

　 的側面か らの アプローチ も必要 としてお り,次 のス テップであ る意味解
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析 と連携 して行 わ なけれぼな らない ことが多い。

　構i文解析 によって,各 単語の品詞,格 が決 ま り,そ の文 におい ての単

語の役割が 明確 になるため,そ の役割を利用 した二次情報 データベース

に対する検索の意味精度は高 くな る。

　構文解析の例 を,58年 度に行 ったPROLOGに よる翻訳実験 よ り図

2.4-3に 示す。

(英 文)　 WE　 BUY　 A　 COMPUTER.

(構文解析木)

　 　 　SS

　/＼
SUB　 　　　　　　 PRED

　l　　　　 /＼
NP　 　　　　　VP　 　　 DOB

　 l　　 　 　 　 l　　 　 l
N　 　　　　　　V　 　　　 NP

l　 　 ・(
WE　 　　　 BUY　 　A　 　COMPUTER

　 S/-
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 END

lP-Gで のew・Vf・reR

〔ES,〔ESS,〔ESUB,〔ENP,〔EN,　 WE〕 〕 〕,〔EPRED,〔EVP,

〔EV,　 BUY〕 〕,〔EDOB,〔ENP,〔EDET,　 A〕,〔N,　 COMPUTER〕

〕 〕〕 〕,〔EEND,.〕 〕

図2.4-3　 構 文解 析 の 例

(c)意 味解析

　　構文解析 を行 っただ けでは単 に文法的 な構造のみが 決 まったにすぎ

　ず,意 味的 な暖昧 さが除去 されたことにはな らない。 また逆 に,意 味

　 が決 まらなければ構i文が決 まらないことも多い。その良い例 で引用 さ

　れ るのは次 の文であろ う。

TIME　 FLIES　 LIKE　 AN　 ARROW,

「光陰矢の如 し」 または 「時バエは矢 を好む」 とも訳せ る。 しか し
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我 々が通常会話を した りまたは文章 を読 んだ り書 いた りす る上では,

この よ うな極端な誤解は起こり得ない。なぜならば文章 の前後関係や,

単語間 との関連で意味 を限定 し得 るか らである。つ ま り,こ こでの意

味解析 も次の2つ の機能 に分類でき る。

　 ・1文 内での各単語の意味限定

　 ・複数文にまたが った解釈 による各単語の意味限定

①1文 内での意味限定

　　 1文 内での範囲で暖昧 さがで きる場合であ り,文 法規則による場

　 合 と・単語の意味の関連で意味決定で きる・例 えば ・WE　 BUY

　 A　 COMPUTER.を 認識す る場 合において,　BUYは 「買 う」 と

　 い う動詞 と,「 買物」 とい う名詞の2つ の品詞 と意味を もつが,文

　 法規則であるS+V+Oと の関連で,動 詞 と決 定できる。

　　 また,品 詞は決定で きたが,意 味が 多数あ り,ど の意 味に決定す

　 れば よいか とい う場合がある。 この場 合の簡単 な例 に次が ある。

WE　 HAVE　 LUNCH.

　　HAVEは 動 詞ではあるが,「 持つ」,「 食べ る」,「 飲む」,

　 「経験 す る」,「 だます」等,概 念の全 く異なる意味をあわせ持 つ

　てい る。 しか し,こ の例の場合,目 的 語が 「昼食」 とい う名詞 であ

　るため,容 易に 「食べ る」 とい う意味である事が分 る。 また,目 的

　語が 「ボ ール」であるな らば,「 ボール」を食べ るこ とはできない

　ため 「持つ」 とい う意味になる。 このよ うに単語 の関連によ って,

　多数 の意味概念を各単語が持 っている場合で も意 味が限定 され,暖

昧 さを除去で きる場合 も多い。 しか し,1文 内では限定 で きない場

　合 には,次 の複数 文の意味関連 に よる意味限定 に頼 らざるを得ない。

② 複数文 の関連に よる意味限定

　　先 の時バエの例 のよ うに,前 後の文 の解釈に よ り突然時 バエの話

　題にな ると話 しの流れに添わな くなる ことが起 る。 この よ うに前後
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関係によ り文の意味が決定 されることを,複 数 文の関連による意味

限定 とい う。基 本的には,1文 内の各 々の単語 の意味関連 と同 じで

あ り,そ れが文 の単位 にな った と考 えればよい。

VVE　 SAW　 MANY　 TIME　 FLIES　 AND　 AN

ARROW.

TIME　 FLIES　 LIKE　 AN　 ARROW.

　この例では,「 私達 は,多 くの時バエ と矢 を見た」 とい う文があ

るため,「 時バエは矢を好む」 と訳す のが正 しい。

IT　 IS　 TEN

HERE.

TIME　 FLIES

YEARS　 SINCE　 WE　 GOT

LIKE　 AN　 ARROW.

　　　 「私達が ここに着いてか ら10年 が経つ」 とい う文 と組合せれば

　　当然 「光陰矢の如 し」 とな る。意味解析 には,こ の他ANDの 組合

　　せの解釈,関 係代名詞 のかか り受け,さ らに代名詞解釈や省略文の

　　解釈等解決すべ き多 くの課題を残 してい る。

(d)文 脈解析

　　意 味解析 と同様 に,複 数文 との関連 によって文の持つ意味 が確定 さ

　 れた り,関 係代名詞のかか り受け も一種の文脈解析である ともい える。

　 しか し,こ こでい う文脈解析 とは,文 章全体 の意味の流れ を把握す る

　 ことであ り,さ らにその実現技術は高度の もの となる。例 えば,文 章

　 には起 承転結があ り,ど れが結論であるか等を認識す ることがあげ ら

　 れる。

　　 文章情報の定量化分 析を行 う際,文 章の中の1文 ずつ を単位 に して

　 分析を行 う事はあま り意味がない。従 って記事情報であるな らぼ,1

　 記事1文 として定量的に取扱 うことが要求 され る。

　　 基礎解析 サブシステムの出力である二次情報 データベースには,当
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　 然文章 情報の定量化分析 を可能 とす るような情報 も含まれるべ きであ

　 る。そのためには,文 脈解析 によって,文 章全体の意味の流れ を把握

　す ることがそのた めの基本 となる。

(e)要 　約

　　先に述べたよ うに,文 脈解析 によって文章の意味の流れが把握 され,

　 それ らを1つ の文 にま とめることが要約 となる。要約は,数 多 くある

　情報の中か ら相対的に重要である情報 を選ぶ ことであ り,計 算機処理

　が最 も不得意 とす るところである。 機械的 にその文章の中で一番 多 く

　 出現 した単語をその文章の中心 とする こともできるが,最 後の結論は

　全 く異 なる意味 を論 じている場合 も多い。

　　前節に も述べたよ うに,本 システムは試験開発においては,要 約に

　対 して,ま ともに取組む ことを避け,そ の文章の中での第一文を要約

　文 とした。

　　要 約 した文をどのように二次情報データベース内に格納するか とい うこ

　 とは,次 に続 く内容分析サ ブシステ ムの機能を限定す るため,充 分な

　 る議論の上で決め られ るべき ことである。、

　　今までの議論では,次 のよ うにするこ とが提案 され ている。

　　 ・要約文 を構文解析 しそのままの形で二次情報データベースに格納す る。

　　 ・要約文 を構 文解析/意 味解析 し,5WIHの 情報 に集約 して格納

　　　す る。

　　 ・5WIHで は情報が不足 してい るため,さ らに数種 の意味 カテゴ

　　　 リを追加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　等

　 5WlHに 機 械 的 に集 約 して しま う こ とは,こ れ よ り定 量化 分析 す

る ソフ トウ ェアの開 発 コス トは 少 な くてす む が,情 報 の 欠落 を伴 うた

め,木 目細 か な定 量 化 分析 は困 難 とな る。 逆 に,情 報 をあ ま り集約 せ

ず,そ の ま まの形 で あ る と,定 量 化 分 析 サ ブ システ ムの 開発 コス トが

増大 す る。 つ ま り,こ の 相反 す る2つ の要 求 を,ど こでbレ ー ドオ フ
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　　　す るかが システム化の重要な鍵で もある。

(3)二 次情報 データベ ース との関連

　　基礎 解析を行 った結 果は,二 次情報デー タベ ースに格納 される情報は,

　それを利用 す る各サ ブシス テムの処理が容易に しか も効 率 良 く行 わ れ る

　 ことを考慮 して決定 され る。基本的には基礎解析の各機能の処理結果か ら

　得 られる情報である。その主なものを次 に示す。

ピ)形 態 素解析処理

　 ・各文の区切 り

　 ・記　号

　 ・単　語

　 ・単語 の品詞

　 ・複合語

　 ・ペ ージの区切 れや ライ ンの単位(改 頁や改行の度合)

　 ・大文字,小 文字,見 出 し文字(文 字 の形態)

　 ・文章の位置(例 えば新 聞の第何面)

(ロ)構 文解析 処理

　 ・格

　 ・文構造

◎ 　意味解析

　 ・単語の意味

　 'シ ソー ラスを用い た意味 カテ ゴ リ

←)文 脈解析

　 ・代名詞の意味

　 ・文章の意味構i造の把握(例 えば起承転結)

困　要　約

　 ・文脈解析か らの結論文の抽 出

　 ・文章 意味 カテゴ リへの対応づ け(例 えば5WlH)
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←)そ の他

　　その他の情報 としては,そ の文章 の中か らは抽出できない情報 を,人

　 為的 または機械的 に外か ら与 えるものである。例 えば次の ものが考 えら

　 れる。

　 ・文章入 力年月 日,お よび 時間(機 械 が自動的に付与す ることが可能)

　 ・文章あるいは記事・番号(自 動付与 も可能)

　 ・出典(入 手先)

　 ・著 　者

　等があげ られ る。

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 以上の情報 と,基 礎

　 　 　 本　文

WE　 BUY　 　　COMPUTER

　 単 語,品 詞 認 識 結 果

〔WE;代 名 詞〕〔BUY:動,名 〕・・

　 　 　 文 構造

〔SE,〔ESS,〔ESUB,… 　〕〕〕

　 　 　 意　味

〔COMPUTER,言 〕算するもの〕

　 文　脈

〔WE;三 を 指す 〕

図2.4-4二 次情 報 データベースとの関連

解析サ ブシステムとの

関連 を図示す る と図2.

4-4の よ うになる。

　 図2.4-4に 示 され

るよ うに基礎 解析サ ブ

シス テムでの処理 結果

は二次情報 デー タベ ー

スに格納 され る。 これ

らの結果 は,デ ー タベ

ースに格納 され るため
,

種 々の システムか らの

共有お よび多様 な利用

が可能である。例 えば,

形 態素解析 され て認識

された単語 は,そ のま

まキ ー ワー ドとして,

従 来の情報検索 と同様

な検索 を可 能 とする。
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また,構 文解析,意 味解析,文 脈 解析 され た結果は,そ のまま翻訳サ ブ

システムの入 力とな り,翻 訳 サブシステムでの解析処理 を不要 とす る。

翻訳サ ブシステムでは,単 に 目的語への生成 をのみ行 えば よい こ とにな

る。 さらに要約 された情報は,内 容分析サ ブシステムに渡 され,効 率の

良い分析を可能 とする。 このよ うに従来人手を多 く要 していた文章情報

に対 する前処理が,基 礎解析 サ ブシステムによって機械化 され,今 後大

量の文章情 報の処理 を可能に してい くもの と思われ る。

2.4.　2　 二次情報デー タベース

　 (1)位 置づ け

　　　 二次情報データベースに,日 々刻 々に発生す る国 内外の新聞 ・雑誌な ど

　　　の文章情報を収集 し,そ の中か ら的 確 ・迅速に必要 な情報 を得た り,潜 在

　　 的 な傾 向 や 徴 候 を 見い だ す こ とを 目的 と した デ 一 夕ベ ー ス シ スア ム

　　 を確立するための,文 章情報デ ータの総合的な格納 ・蓄積形態である。

　　　　文章 情報 を一 次情報のままで マイクロフィルムや光 ディス ク等 に移 し替 え

　　　て蓄積 利用す ることも可能であ るが,日 々蓄積 され るに従 ってやがて膨大

　　　な量 とな り人手による処理能 力の限界に達 して しま うであろ う。そ こで,

　　 大量 な蓄積データの中か ら必要 な ときに必要な情報 を得 るためには,コ ン

　　　 ビュータによ り情報内容を色 々な角度か ら利用 できるように高度な内部形

　　　式に圧縮加工 して二次情報 デー タベース として蓄積 してお く必要 があ る。

　　　　文章情報の圧縮 ・加工 の方法としては,大 き く次の3つ の方 法について

　　　研究,開 発あ るいは実用化 されて きた。

　　　① 索引づけ…文章の意味 内容 を代表す るい くつかの重要な語 句をキー ワ

　　　　ー ドとして選択 し,索 引 とす る。

　　　② 抄録 化 …文章の意味 内容 を要約 して文(章)で 表現す る。

　　　③ 事実抽出…文章 の中で述べ られてい る重要 な事実 ・傾 向な どを抽 出し

　　　　内部形式で意味表現す る。

　　　　 この内①,② の作業については一般には専 門家(イ ンデ クサーな ど)に
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　　よ り手作 業 で 行 わ れ てい るが,方 法 論 は 確 立 して い る もの の 人 手 に

　　よる作業 では膨大な情報量 に対 して多大な費用 ・期間 を要 し,か つ個人差

　 な どによる精粗のば らつ きの問題があ り,コ ンピュータによる支援 ・自動

　　化が望 まれるところである。

　　　コンピュータによる文章情報の圧縮 ・加工の方法は,こ れ までに多 くの

　　試みがな されて きたが,こ こにきて コンピュータの メモ リ,ス ピー ド,コ

　　ス トパ フ ォーマ ンスが 飛躍的 に向上 し,加 えて関連技術の急速な進展 によ

　　り実用化の可能性が高 くな ってきた とい える。更に,近 年 文章情報が コン

。　 ピュータ出力で提供 され るようにな り,か っOCRの 普及 と合わせて,一

　　次情報の コンピュータ入 力が容易にな ってきたとい える。 コンピュー タに

　　よる自動索引,自 動抄録の技術は今だ完成 された ものの,こ のよ うに コ ン

　　ピュータ可読 とな った一次情報 を基に,現 在利用できる技術 を可能 な限 り

　　取 り入 れ,コ ンピュータの壮大な力を利用すれば実用可能性が高い とい え

　　る。 また③ については最 近の機械翻訳 システムの開発 な どにみ られ る高度

　　な自然言語処理技術 を応用 して,一 次情報を構文解析/意 味解析 し,そ の

　　結果 を基 に事実 データを抽 出 し意味表現の形に 変換 し,二 次情報 デ一夕ベ

　　ースに蓄 え,文 章情報の高度利用を図 ることも重要であ る。 この よ うな コ

　　ンピュー タによる一次情報の圧縮 ・加工の方法の実現は,初 めは限定 した

　　手法で,し か も限 られた適用分野については,人 手による作業 を コンピュ

　　ータが支援す る方法(又 はその逆)を 採 り,将 来技術の進展をみなが ら段

　 階的 に コンピュータ側 に移行 してい くや り方が現実的であ り,肝 要 と思わ

　 れ る。一次情報の圧縮 ・加工工程の機能につい ては2.4□ 基礎解析 の項 で

　 詳 しく述べ られ てい る。

　　　以上のよ うに,収 集 された一次情報 はデータの 利用に備 えて,基 礎 解析

　 機能に よ って一元的 なデータ構造に圧縮 加工 されて二次情報 データベ ース

　　に蓄積 され る。

(2)二 次情報 データベースの構造

　　 二次情報デ ータベースに格納する情報構造は,大 量文章情報の蓄積利用
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(一 次情 報 の蓄 積)

　 マイクロフィルム

　　 回 　　 /醗 襟。、
　 　 　 　 　 　 イスク

　 　 磁気

　 　 テ・スク磁気
　 　 　 　 アーフ

新 聞 ・雑 誌記 事 、 テレ ンクス

　 　 レ タ ーな どの 文章 情報

図2.4-5　 一 次情 報 か ら二 次 情報 データベース

　 　 　 　　へ の 変換

が 目的であるので,一

次情報 の意味内容 を可

能 な限 り正確に反映す

るものであ り,か つ利

用者の文章情報 に対す

る多様な利用要求にか

な う総合的 な変換形 式

を整 えていなければ な

らない。

　 一 次情報か ら圧縮 加

工 された二次情報の意

味内容の正確度は基礎

解析機能の性能に負 う

ところが大 きいが,情

報 の利用の側面か らみ

ると次に示す よ うに様

々な属性が要求 され,こ れ らの属性を一元的に表現できる総合的 な情報構

造 を具備す る必要がある。

(a)検 索利用 の側面か ら

　　 書誌的情報,検 索 を 効率 的 に行 うためのキー ワー ド,検 索結果の内

　 容表示のための抄録,本 文,及 び一次情報の保管 ア ドレスな どが要求 さ

　 れ る。'

㈲　定量化分析利用の側面か ら

　　 統 計的分析手法などによる内容分析のためには,文 章や文中に出現す

　 る重要な語句(キ ーワー ド)及 びその出現属性が取 り出 され る情報構 造

　 が要求 され る。

　　 また,文 章や文 を対象 とした意味論 的分析のために文章 レベルや文 レ

　 ベルでの意味内容を可能 とす る情報構造 も要求 され る。
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(c)翻 訳利用の側面か ら

　　 文章情報 データベ ースの検索 ・分析結果を利用 目的に応 じた言語 に翻

　訳生成するた めに,言 語解析済みの 中間言語構造に変換 され てい ること

　 が好 ま しい。

　 更に,二 次情報 をこの よ うに多面的 に利用す るために,二 次情報のデ ー

タ構造 に対応 した辞書や諸規則な どの知識 ベースを装備す る必要があ る

(2.4-6参 照)。

　以上の要 件を考慮 した二次情報 データ構造を概略次 に示す。

一次情報

基礎解析

二次情報データベース

書誌 ・索 引 ・本文データ

(分野別)

　　　　記蛋㌢2コ

書 誌 的 デー タ

キ ー ワー ド 記事
インデンクス

]2　
ー文華

事実デー タ

¶(テ ーマ別)

中間言語デー タ

知識 ベース

単語 ・複合語形態素辞書

単語 ・複合語統制辞書

閨
事実タ ーム
　辞 書

事実 レール

　辞 書

語　彙　辞　書

構　文　規　則

変換 ・生成規則

事 実 デ　　タ

検　索

検索結果 定量イヒ分析

分析結果

翻　訳

分析結果

図2.4-6　 総合解析 システムか らみた二 次情報

　　　　　　 デ ー タベ ー スの概 念
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(3)二 次情報 データの構造

　　 二次情報データは,大 き く次の4つ の構造 に分け られ る。

　　　　・　 書誌的情報

　　　　 ・　 索`引

　　　　 ・　 本　文

　　　　 ・　 事実 データ

　これ らの構造 による二次情報データベースを総合利用の観点か ら示す と

次の ようになる。

　(a)書 誌的情報

　　　下 図の よ うに確定 した属性の情報 であるが,非 定型 な一次情報 の中

　　では一様でないのでデ ータ整備工程で人手 によ り入 力される。

　 　 　 イ ロ ハ ニ ホ へ ト

デ 発 紙 紙 記 入 一

| 誌 次保
行 誌 内ぺ 事 力 精管

タ 1 報ア
日 名 ジ 行 日 ド

番 番 レ

号 付 (略 号) 号 数 付 ス

イ.デ ータ番号

　　文章情報 を二次情報 データベース に格納す る際 に付与 され る整理

　番 号であ り,他 の記事 との識別あるいは一次情報 との対応 な どに用

　 いる。 データ番 号は コンピュータで 自動的に決定す る方が重複 な ど

　 を防止で きるが,一 次情報 との対応 をきちん としてお く必要があ る。

ロ.発 行 日付

　　情報が記事 として掲載 された紙誌の発行 日付である(テ レックス

　 であれば受信 日付)。

ハ .紙 誌名(略 号)

　　 情報が記事 として掲載 され た紙誌 名の略称で ある。表2.4-1に

　 その一覧を示す 。

一82一



表2.4-1　 紙誌 名一 覧

略　号 .Ill　　　　式　　　　名 国　鶯 1略　 }」 正　　　　式　　　　名 国　籍

FllユR

一 一一 　

Fa,　 Eas1C,,　 EC。 。。η、id{e.i。w　 　 l香 港

　　　　　　　　　 上

」

iGR ln【crnationai　 Gas　 Report 英　国

AFR 加 ・…1・ 狛F・ … …IR・ ・…　 　 1オ 元 亨 PEN Petro[eum　 News 香　港

AOO
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十
Arab　 Oil　 《川d　 G"s　 　　　　　　　　　　　　　　　 lし ハノン
　 　 　 　 .」

M11二R Alanthiy　 　Energy　 　Rcviw 米　国

APS
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
A'rab　 Prcss　 Scrvicc　 　　　　　　　　　　　 lキ フUス MEED Middle　 East　 Ec卯omic　 Digest 英　国

A　 W
　　　　　　　　　 「
Alcho1　 Weck 1米 　国 MEII】S Middle　 East　 }1】conomic　 Se「vey

　 　 　 　 　 　 　 　 .
キフ㌔ス

Aw、1 Asian　 Wan　 Slreet,lournal　 　　 　　　 l　 〃 N　 　F Nuclcar　 FueI 米　国.

B　 D ,、_、D、。,1　 　 　 †, NuW NLIcleonics　 Week 〃

B　 M

　 　 　 　 　 －

B山 ・`in　Mcn・凶 　 　 　 　 　 　 　 …フランス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 !
〔Comite　 Profcssioncl　 du　 Pilrda)　 i

N　 W
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F

Newsweek 〃

OAB OAPEC　 　News　 Bulletin クウェート

B　 W
　 　 .

Busincss　 Wcek 下 。 10BG OilBuyer's　 Guide 米　国

CEN
.

　 　 　 　 　 　 　 　 」

Chcrnical　 &　 Engineering　 Ncws : OGJ O"　 and　 Gas　 Joumal 〃

CHW 　 　 　 　 『　 　 　 　 　 「Ch・mi・・nVcek　　 　 　 　 　 　 　
…" OPB OPEC　 Bulletin

オースト

リ ア

C　 N

　 　 　 　 　 ・　　　　　　　　　　　　　一寸－

C・・IN…　 　 　 　 　 　 　 い
　 　 　 　 　 　 .

「

P　 D Prauda ソ　 連

C　 W 鋼一 　 　 コニ〃 P　 E The　 Petroleum　 Economist 英　国

cWI

　 　 　 　 　 　 　 ・

Coal　 Week　 Intemalional　 　　　　 　 1　 〃 P　 　1 Petrole　 　Informalion フランス

ECO Economist　 　　　　　　　　　　　　　　 国
　 　 　 　 　 　 ・ ・

PIW Petroleum　 InteUigence　 Weekly 米　国

E　 D 輌 恥、y　　 　 ≒ 国
　 　 　 　 　 .

P　 N Plat1's　 OiIasam　 News　 Service 〃

E　 G
　 　 　 　 　 　 　 　 　 十 －
Ek・ …i・h・ ・k・j・G・ ・e1・　 　 1ソ 連 P　 P Plau's　 Oilgram　 Price　 Service 〃

EOP

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

Euro氏 一 〇i1　Prices　 　　　　　　　　 英　国 P　 T Petro[eum　 　Times 英　国

E　 P 』 　 　 　　 　!呼 S　 C Sciencc 米　国

EUR

　 　 　 　 　 ..一 ーー一・

Energy　 Users　 Report　 　　 　 　 　　 l米 　 国 S　 F

　 　 　 、

Syn　 Fllels 〃

E　 W
　 　 　 　 　 　 　 ・一　 ・ 十 一7-一 －
Electrica[　 UUい1v　 Week　 　　　　　　　　 i　　 '..　 　 　 　 　 〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

`
T　 w Time 〃

F　 A 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 寸 …}…-Foeign　Affairs　　　　　　　　　　　　　　　
1　　∫「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 斗_一ーー一._

USN
　 　 　 　 、
U・S・News　 and　 World　 Report 〃

F　 T

　 　 　 　 　 　 　 　 「-

Financial　 Times　 　　　　　　　　　　　　l英 　　国 WI・1M
.

、Vorld　 Financial　 Market

　 　 　 　 　 　 　 7

〃

GER 一_一 　 …一桔
　 　 　 　 　 　 .

WUR Worid　 Gas　 RepOrt 英　国

GOI ・。_。i山._、 。,S,,。 、、「 巨-'独 W　 　J 、Vali　 　 Street　 Jou「nal

　 .

米　国

H　 B

　 　 　 　 　 　 　 　 _.・一...一.一一⊥.一・.

H、ndd、bl、 。s　 　 　 　 　 　 iμ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

一一 一 寸 一 ー一 一

　 　 　 　 !　 　
_↓.　　 　 .

・ゴld・11 〃

IBT

　 　 　 　 　 　 　 」

Intcrnational　 Herald　 Tribure　 　　　　iフ ランス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

(N,w　 Y。,k　 Time、 、抽1i。9、 。。　 P。、,)i

PTPIPet・ ・i・・m　 T三、。・Price　 Rep。rt 英　国

E　 EEuropean　 Energy 〃

IPT
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 !
IntematiOnal　 Pct。 「。lcumTifnes　 　 l英'国
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

←一 一

〇ET　 Oil　 and　 Energy　 Trends 〃

L　 M Le　 Monde　 　　　　　　　　　　　　　　　　　!フ ランス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 -
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　二.紙 誌内ページ番号

　　 情報が紙誌の どのペ ージに掲載 され ていたかを示す。(開 始 ペー

　　ジ)

ホ.記 事行数

　　 情報の量 の 目安 を示 す もので,掲 載 され た紙誌 面で実際に何 行を

　　占めていたかを表示す る。

へ.入 力 日付

　　 情報が二 次情報 データベースに格納 された 日付 を表わす。

　 ト.一 次情報 保管 ア ドレス

　　 一次情 報が保管 されている媒体の ア ドレス 及び媒体内の ア ドレス

　　を表わす。二次情 報 データベースを検索 の結果,該 当す る情報 につ

　 いて一次情報 も参照 したい とい う要求に答 えるためのものである。

　　　更に,文 章情報 の種類や利用 目的に応 じて前記以外 にも,'タ イ ト

　　ルな どの確定情報が 必要 となろう。

(b)索 引(イ ンデ ックス)

　　文章情報の蓄積 ・検索効率を高めるた めに一次情報 としての文章の

　意味 内容を圧縮 ・加工 したもので,次 の3つ に分け られ る。

イ.、

薗

口. /、 ・

　 　 　 　 　ロ

ー」 抄 録

イ.キ ー ワ ー ド

　 一次情報 の文章 を構成 している語句の中で 文章の重要 な意味内容

　 を代表 してい る語句 をい くつ か選択 して,そ れ を統制語によってそ

　 の文章 の属性値 とした ものである。キー ワー ドは統制語辞書 あるい

　 は シソー ラス辞書 によって体系化されてい るので,そ の語句に対応

　 して付 け られた コー ドで表記 した方が処理効率的に好ま しい。

一 　84一



以 下 に,選 択 され た キ ー ワー ドの 例 を示 す。,

〈 キ ー ワ ー ドの 例 〉
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エ ネ ル ギ ー デ ー タ へ ー ス よ り

[===コ 枠内がキー・一ド

ロ.記 事 イ ンデ ッ ク ス

一次情報の文章内容から重要な事実や観測情報を1行 の文で表現

した ものであ る。二次情報 データベースを検索 した結果 該 当 した一

群の記事を一覧表示 して概観する場合に有効である。 また(d)で述べ

る事実 データの内部表現に対応 した表層表現 ともい えるものである。

　　〈記 事 イ ンデ ッ クスの例 〉

　 サ ウジ、LPC地 産のため麗質 と[11餉質原油の生♪1{割合を70対30へ

　 .ヅウジアラピア政府、'):P:旧小で プoジxク トILI則を検討

　 ブウジのアブf'づ ラ皇友子.OPEC加 盟mに1カ1定 遵守 を衷情

,　lt}Udlの{e'下が りで、サウジ国 政 」噸 を3{84400万 ドル刑'va.　 　 　 　 ・

㌦ノウジ ・インタナt
"・」・'・・パンク、82年 の粥1利 益`131%増'

　 西独、引λll業者の83年 原油fコ人:1'画一一北海原}山のt'A入滅少

　 BP、 ナイジェリア[1;{i由イ」ぴW原 油低俗をみて北海原油価格の微男並を示唆

　 サウジアラビア、アラビアン・うイトは2月1日 実施で30ド ル

　 サウジアラビアの`1済 、原油価格の{li'ドげに百1えられ るか

　 アラブ 「'k-"IU]」のサウジγラピアへのllt判高 まる

　 サウジアラビア、開発支出「irlU.E{〔1}・匝`i

　 サウジアラビア、ジュベールの4プr」 ジ=ク トの定礎式行う

　 OPEC.Pン ドン余情の柊,`tほ サウジの生漆政品杵次第

　 湾岸アラブ;t,El.石 油眠人減少 を平鵬レ1こ受け止 めろ

　 サウジアラビア、OPEC会 議の合意で イランに1窟歩か

　 サ ウジアラビア.目 木の国関市10で の動きtt情lfi

　 サ ウジアラビアと クウ:一 ト、原油`lf下げで大船財政赤字

　 サ ウジ商自、国王と窺太子の反G脱 否定 一－jl〔那費支出は米国一辺倒から経説

　 清川亮油回、4ド ルの"下 げを認めないなう7ド ルの値下げ も辞 せず

　 4ド ルの付下げ も認めないな ら、iざ燦胡国tt　7ド ルの値下げ も辞 さない
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記事 インデ ックス (エ ネル ギ ー デー タベ ー ス よ り)
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ハ.抄 　録

　　解説文,論 文記事な ど比較 的量の多い文章情報か ら重要な意味内

　容を要約 し,数 行の文で表現 した ものであ る。最近,論 文な どでは,

　抄録 を必ず掲載 してい る紙誌 もあるが,抄 録が ない場合にはデータ

　整備工程で専門家によ り作成 される ことになろう。なお コンビュー

　タによる 自動抄録機能 に関 して現状では技術的に未完成であ り,自

　動化 よ りもむ しろ専門家の作業 を コンピュータ側で支援する方式の

　検討が現 実的であろ う。　　　　　　　　　　　　　　 ・

　　入 力された抄録は,基 礎 解析工程の形態 素解析機能 によ り文単位

　に分割 されて文章 内文番号が付 されて二 次情報 デー タベースに格納

　 され る。

抄録

●

●

●
nn 最後の文

●

録　 　 03 3番 目の文 」

02 2番 目の文 .1
01 先　頭　文　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■　
文章内
文番号

文　単　位

　　　また一次情報 としての抄録文は基礎解析 サ ブシステムでのキー ワ

　　 ー ド抽出機能の入力の対象 にもなる。

　　　二次情報 デー タベースに格納 された抄録 データは,検 索結果該 当

　　 した個 々の記事内容の概要把握用に表示 出力される。必要があれば

　　他言語への翻訳出力の対象 ともな る。

(c)本 　文

　　新聞記事な ど一 文章 当 りの量 が比較的 少ない ものについては本文全

　 体が基礎解析 サ ブシステ ムの形態素解析機能 に より文単位 に分割 され

　 て文章 内の文番号が付 されて,二 次情報デ ータベ ースに格納 される。

　　一 次情報 としての本文は抄録文 と同様,基 礎解 析工程での キー ワー

　 ド抽 出機能の入力の対象 とな る。
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本

:　 nn
●

最後の文
●

文　　 03 3番 目の文 .1
02 2番 目の文 ]
01 先　頭　文

　 　 　 　 　 　 ●　
文章内
文番号

文　単　位

　　二次情報 データベースに格納 された本文 データは,検 索結果該 当 し

　た個 々の記事内容の詳細検討のために,一 次情報 をそのまま編 集 した

　形式 で表示 出力 され る。 必要であれば 目的言語への翻訳 出力の対象 と

　もなる。

(d)　事実データ

　　文章情報 データベースをキー ワー ドや シソー ラ ス に よ り確 率 的 に

　検索 して 利 用す るだ け でな く,一 次情報の意味 内容か ら重要な事実

　や観測を内部構造 に変換 し,分 析利用す るための構造である。

　　す なわ ち,文 章 あるいは文が述べている事実や観測 を次の例 に示す

　よ うに,主 体 ・動作 ・対象な どの概念関係を内部表現で構造 化 した も

　のである。一般に この よ うな意味表現の枠組 としては,フ レーム,意

　味 ネ ッ トワーク,論 理,プ ロダクシ ョン表現 など,何 らかの意味 で述

　語論理 に基づ き,概 念を階層構造や概念同志 の参 照関係な どを記述す

　る構造 を用いてい る。 ここでも,現 在 多方面で用い られ てい る述語論

　理を意識 しつつ,現 行の データベース構造 にな じみやすい,次 の よ う

　なノー ドとそれを互い に結ぶ アークとか ら成 るネッ トワーク表現の デ

　ータ構造 としてい る。

　　 o構 造 のエ ンhリ な記事(デ ータ番号)を ルー トノー ドとする。

　　 o記 事 ノー ドか ら分岐 した アーク及び ノー ドで構成す るネ ッ トワー

　　　 クに よ り事実内容を表現する。

　　 。各 ノー ドは1つ の概念を表わす キータームとして,そ れを リンク

　　　してい るアー クの指示す る格 の種類の属性値(デ ータ)を 持つ こ
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.　 とが できる。

① ノー ドとその属性値

　　 各 ノー ドは アーク.に指 された種 類の概念の格で以下に例示す るよ

　 うな属性値 をもつ。 これ らの属性値は通常 のキー ワー ドと基本的 に

　 同 じであ り,統 制語や意味概念によ り概念的に整理 された属性値で

　 あ る。各 ノー ドは アークによる指示 によ り任意の格 を属性値 と して

　 持つ ことがで きる。

　 (例)ノ ー ドの属性値

[deraand,　 要.講 〕

〔observe,順 序 】

[ヒ旦cka三 七e,さ か の ぼ っ て 実 施 】

[face,直 面 】

〔unite・ .結 束 〕

[aver七,回 避]

[accep七,　 受 諾 】

[discuss,会 談]

【respond,対 応 】

[ine)i七anb,1e,不 可 避 】'

【con七inue,　 挺 」禿]

〔open,開 放]

【raise,上 昇]・ 　 .　 　 -

Csuppor+.,支 持 ⊃

[adOP七,　 採 用　〕

[no　 in七ension,1琶 図 無…し 】

【devision,　 分 裂 】

〔insis七ence,主 張]

[cu七,値 下 げ 】

〔decrease,減 少 】

[drop,下 落 】

[observa七ion,　 ]

〔delay,遅 れ 】

　 iudi・ サ ウ ジ ア ラ ビ ア 〕

　 }EC・OPEC〕

　 iue　 i七.ク ウ ェ ー ト 〕 　 .

　 」1fs七a士es.湾 岸 詰 国 〕
∋11-Placed　 s。urce,消 息;S〕

rab　 oil　 produeers,ア ラ ブ 産 油1§]

enezuela・ ベ ネ ズ エ ラ]

:S・ 。il◎ ・≡ … 　 4大 ア メiJ力 石 注 射 土 〕
iigerla・ ノ ル ンr.り ア　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ]

5hell,シ ェ ル 石 油 〕　 　 　 、

th・G・lf　 C。 一。P帥 ・七i。 ・c。 ・・ci1 ,湾 ≡ 言三 国 合 奮 〕

　　なお,ノ ー ドが もつ属性値 として上記の よ うな対象,事 象,概 念

　の他に,属 性値を決定 す るための 手続 き(プ ログラム)の 場合 も考

　 えられ よ う。

② 　ア]ク の種類

　　 アークはあ るノー ドが支配す る別の ノー ドを指示 し,そ の概念 を

　表わ し,事 実 データの構造を形成す る。 アークの種類 としては次の

　 ような ものが考 えられ る。
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(例)　 ア ー クの種 類
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,　　　　　 t　,　　 1　 '},　 い 　.

　 　 　 .[agen七,　 主 体,　 が]　 　 　 　

[ac七,動 作,]

　 　 　 　 [obj1,相 手,に 対 し て]　 　 　 　

[obj2,対 象,を]

　 　 　 　 [o⊂cup,役 職,で あ る]

　 　 　 　 [name,名,と い う 名 の]　 　 　 　
[cause.原 因,の 原 因 で]

　 　 　 　 [purpose,　 巨 的,　 の 目 的,で]

　 　 　 　 [obs.観 測i,　 と 観 測]

　 　 　 　 [speaker・ 話 者.に よ る と]

　 　 　 　 [七ime,　 躊,　 に]

　 　 　 　 [value、 値 、]

　 　 　 　 [of、 　 of.の 〕

　 　 　 　 [on,　 on,に つ い て]

　 　 　 　 〔ωi七h,with.　 と]

　 　 　 　 [and,　 and,及 び 〕

　 　 　 　 [mod,　 修 ξ吊,　 ]

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ルー トノー ド

　 　 　 　 　 　 　 　 データ番号

　 　 　 　 　 　 アーク

　 　 ノー ド

　 　 　 　 属性値

　以下 に,本 文か ら抽出 した事実データの例 を示す。

　 この ように事実 データの構造 は事実表現のための固定的 なもの

と して とらえるのでな く・む しろ適用分野や 利用 モデルな どの対

象 を中心に決定 される もの とすべ きであろ う。

(例1)

　記事イ ンデ ックス:サ ウジアラ ビア,ア ラビアン ・ライ トは2月

　　　　　　　　　　 1日 実施で30ド ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ ノード
　本 文:　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　・アーク

Saudi　 Arabi　 's　 $5abarrel　 oil　 price　 eut　 will　 be

backdated　 in　 wo　 gtages　 to　 the　 bcginning　 of　 last

month,　 it　wa　 reperted　 yesterday　 as　 the　 Ptice　 o{

North　 Sea　 oi　 continued　 te　 be　 in　 limbo　 aftcr　 this

week's　 agre　 ment　 by　 the　 Organization　 of　 Petroleum

Exporting　 C　 　 t　 '

ネッ トワーク表 現

リス ト表 現
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1.　8303174011〔 〔主 体,サ ウ ジ ア ラ ビ ア 〕,

　 〔動 作,さ か の ぼ っ て 実 施,〔 相 手,OPEC〕,

　 　 〔対 象,値 下 げ,〔of,原 油 価 格 〕〕〕〕

(例2)

記事イ ンデ ックス:サ ウジのア ブ ドゥラ皇太子,OPEC加 盟 国

　　　　　　　　　　に協 定遵守 を要 請

本文:

CROWrg　 PRINCE　 Abdullah　 of　 Saudi　 Arabia　 yestcrday

warn●doヒh　 　 　　 b　 　　 f　 theOg　 '　 t'　 　 f

Ptl　 Ept'
.9C。unt・i"(Opec)th"tthe

Kingdom　 vas.pcrfectly　 capable　 ef　 winning　 an　 oil

p　 i　　　　　　　　 if　 they　 `●iled　 te　 ob●er▼e　 the　 pac【

concluded　 last　 veek　 in　 London.

　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 /　　 　　 　　 　　 　
ネットワTク表現　　　Abdallah

　　 　　 　　 　 リスト表現
　　 　　 　　 　　 　 /

2.8303234001〔 〔主 体,サ ウ ジ ア ラ ビ ア,〔 役 職,三E子,

　 〔人 名,Abdullah〕 〕〕,〔 動 作,要 請,〔 相 手,　 OPEC〕,

〔動 作,守 る,〔 対 象,協 定 〕 〕 〕

③ 事実 データの検索 の仕方

　　 事実 デー タの検索 は,検 索式で指定す る部分構造 と事実デ ータ中

　の事実構造の集合 とのパター ン照合 に よ り行 わ れ,一 致 した事実

　 構造 の データが取 り出 される。

　　 例 えば,前 記の例2の 事実構造 に対 して 「サ ウジアラビアが9£

　 ECに 対 して要請 した事柄(動 作)は 何 か?」 の質問に対 して
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質問の概念

主体　　　 動作

audl　　　 demand

　 　 　相 手　　　動作

　 　 OPEC　 　Observe

　 　 　 　 　 　 　 　 対象

　 　 　 　 　 　 　 pact

　 事 実データ

　質 問概 念 のす べ ての ノ ー ド,ア ー ク(微 部 分)が 一 致 す るの で,

目標 とす る?の 対象 と して,事 実 チ ー タか ら,

　　動作

　　 　 obse　rve
　　　　　　　　　すなわち"協 定の遵守"が 回答 として取 り出 さ　　　　 対象

　　　 pact　　　 れ る。

2.4.5　 検　　索

　　 文章情報は,数 値情報 よ り広い範囲の情報 を持 ってお り,そ の様 な多 くの

　　情報の中か ら必要な情 報 を取 り出す こ とは,全 ての情報 を見 ることに もな

　　りか ねない大変な作業であ る。その為に,そ れ らの情報 をキー ワー ド付 け,

　　抄録化等の加工 をし,そ れ らを利用す ることにょ って,判 断材料 として有効

　　な情報 をで きるだけ もれな く,し か も早 く取 り出す ことが必要 にな る。今,

　 述べた情報の加工は,基 礎解析 で行われ,そ の結果が二次情報 データベ ース

　　にキー ワー ド付け した情報,抄 録化 した情報,事 実情報,記 事の書誌索 引情

　　報 として出力 され る。

　　　検索 システムの役 割は,こ の二 次情報データベ ースを入力 し,文 章情報 デ

　　ータベースの利用者が必要な情報 をよ り迅速に,容 易に抽出できるよ うにす

　　ることであ る。 その為に,準 備 する とよい機能 として以下の5つ が考 えられ

　　る。

　　　 ・キー ワー ド検索　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
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　 ・フ リーテキス ト検索

　 ・シソーラス活用検索

　 ・事実検索

　 ・頻度検索

　 これ らの機能 は,そ れぞれで も情報の抽 出に役立つ が,い くつかの機能を

合せ て利用す るこ とに よって,検 索 もれを少 なくした り,調 査分析 したいテ

ーマの客観的な把握 ,将 来動向の予測,仮 説 の検証等 を行 うの に有 効 な デ

ータも提供でき る
。 また,検 索 結果 を保存す る機能を もたせ て,再 検索の時

の作業効率 を高 める必要 もある。

保存
結果

一 次情 報テ一夕ペーヌ

二次情 報データベース

9

次に,前 述の5つ の検索 方法の機能 と利用 イ!一 ジについて述べる。

(a)キ ー ワー ド検索

　　 文章情報 に付加 された書誌的情報や 本文の抄録 を示す ために付加され

　 た項 目に対応 したキーワー ドを利用者が入力 して,必 要 な文章情報 を取

　 り出す検索 方法である。 この方法は,大 量 の文章情報の 中か ら利用者が

　 必要 としている情報の量 を絞 り込む際に有効である。キー ワー ド間の論

　 理検索を考慮す ることによ って,さ らに効率 よ く検索 できる この検索で

　 は,抽 出 した情報の主体,目 的,対 象等の内容 に関す る事柄 については,

　 利用者が独 自に分析す る必要があ る。例 として,58年 度の 「世界エ ネル

　 ギー情報のOPEC加 盟国 を中心に した分析」で使用 したキ ーワー ドを

　 掲 げ てお く。
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表2.4二2

エネルギ
ー資源

エネル ギ
ー関連 生産関連 価格関連 経済関連 軍事・政治

　 　 　 　 '

探鉱 設備 産推国関連

石　　油 エネル ギ 生産計画 価格政策 経済動向 兵器 ・国 石油探鉱 OPEC
〔石 油) 一政策 (生 計) (価 政) ・経済見 際紛争 ・ ・油 田 (OP)

1 (工 政) 通 し ・経 戦争 (油 田)

済計画 (戦 争)

〔経動)

原　　油
(原 油)

エネル ギ
ー外交

生産動向
(生動)

価格動向
(価動)

経済外交
・経済協

反政府運1製 油所 ・

動 クー1パ イプ ラ

石油会議
(会議)

(工 外) 力 デ タ ー ・ イ ン
2

(経 外) ゲ リ ラ ・ (製 油)

過激派暴
動(反 政)

↓

石油製品 エネル ギ 生産見通 価格見通 イ ン フ レ 政権交代 産油国

3
(製 品) 一開発 し し (イ ン) ・政 治 ・ (産 国)

〔工臨) (生 見) (価 見) 政治体制
、

(政 治)

天然ガス エネル ギ 増　　産 値上げ オイルマ
.

石油消費

4
・1、NG

・LPG

一問題

(工 問)

(増『(趾) ネ ー

(マ ネ)

国
〔消国 〉

(ガ ス) ì
電力 ・原 減　　倒 値下げ 対外債務 石油業界

5 子力
(電 力)

幟 酬 値下) ・借款
(債 務)

・メジ ャー

(業 界)

石　　炭 価格交渉 産業政策
6
(石 炭) (価 交) (産 政)

プ レ ミア

7 ム販売
〔プ レ)

商品市況
8 ・市場動

向(市 況)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O内 はキーワードの略号

(b)　フ リーテキ ス ト検索

　　利用者が文章情報上のキー ワー ド項 目とは無 関係 にキ ー ワー ドを設定

　 して検索 した り,検 索 もれ を少な くしたい時 に利用す るものであって,

　全文検索,文 字列検索 といわれ るものである。 これは,単 語(複 合語,

　派生語 も含む)の レベルで具体的 な項 目について調査 ・分析 したい とき

　に便利 である。例えば,あ る特定の商品に関す るこ とを調査 したい場合

　にはその商品名で検索す る。
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(c)シ ソー ラス活用検索

　　 知識 ベースに用意 された シ ソーラスを使 って,利 用者 が設定 したキー

　 ワー ドとそれ に関連 した情報を取 り出す検索方法であ り,論 理検索のひ

　 とつであ る。 キーワー ド検索 よ り幅の広い範 囲での情報の収集を可能 に

　 し,内 容 分 析 を行 う為 に は,有 効な検索 方法であ る。例 としては,最

　近の石油製品の価格傾 向を調査 したい とき,石 油製品の シ ソーラスを利

　用す ることが考 えられ る。

(d)事 実検索

　　利用者 が検索項 目をキ ー ワー ドとしてではな く,主 体,目 的,対 象,

　時 制,述 語等の事象の事実表現(例 えば5WIH)に 近い形式で与 える

　 ことに よって,そ の事象に関連 した り,そ れ に近い事 実情報 を取 り出そ

　 うとす る検索 方法である。例 えば,レ ーガ ン大統領が,日 米通 信摩擦に

　 ついて発言 したことがあ るか,ま た,い つ頃 か とい うよ うなことを知る

　 のに便利 である。今年度作成 した プロ トタイ プシステム(詳 細は,2.3

　 参照)は,こ の検索 を可能に したものである。

　　 主体 として 「サ ウジアラ ビア」,対象 として 「OPEC」,目 的 として「協

　 定(価 格)の 維持」,動 作 として 「要請」 を入力 することによって,「 サ

　 ウジアラビアがOPECに 協定の維持を要請 した。」 とい う83年3月

　 23日 の フ ィナ ンシャルタイムズの記事 を取 り出す ことができる。

　　 さらに,将 来的なこととしてある事象の予測を行 うことも可能である。

　 それは,そ の事象をい くつかの事 実デー タの時間的組み 合せ として表現

　 (シ ナ リオ化)し,最 新 の二次情報 データベースの事実チ ータとマ ッチ

　 ングす ることで可能 となる。

(e)頻 度検索

　　 キ ーワー ド検索 によって抽 出された結果 に検索項 目の 出現頻度数 を加

　 床 して出力 し,そ れ らの統計情報 として,簡 単 な クロス集計 チータ,主

　 成分分析,回 帰分析結果 も合わせて出力するよ うにしたものである。例

　 としては,58年 度実施 した 「世界エネルギー情報 によるキー ワー ド出現
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頻度分析」があげ られる。

2.4.4　 定量化分析

　　　 (1)位 置づけ

　　 二次情報 データベースに蓄積 した大量 の情報群 が示す意味や,そ の 中か ら

　　潜在的な徴候あ るいは傾 向を把握 した り,将 来動 向の予測 ・仮説の立証のた

　　めの素材 を得 るな ど,文 章情報の高度な利用要求に対 して,"文 章 情報 を数量

　 化 して統計的解析手法な どを用いて内容分析す る機能である。

　　　 (2)機 　　能

　　 定量化分析の機能 を表2.4-3に 示す。文章情報の数量化分析の方法 とし

　 て,第1番 目に文章中に出現す る語 句(キ ーワー ド)の 頻度を分 析す る方法

　 である。 これはキ ーワー ドの 出現頻度 を検索機能で求め,時 系列的に出現頻

　 度 を分析 した り,キ ーワー ドの同時 出現を分析 して相関 を調べた り,更 に多

　 次元の角度か らキーワー ドを数量 化 し,表2.4-4に 示す多変量解析手法に

　 よ り分析す る機能などがある。

　　　この場合,キ ー ワー ドの出現頻度属性だけ を基 に解析す るのでは,主 題に

　 対する強度(+,一)や 事実か観測かの判別があいまいであ り,分 析結果 の

　 精度 を落す ことになるので,こ の よ うな場合,主 題 に関連す る事実チ ータで

　 補足す る必要が あろう。

　　 定量化分析 の第2番 目の手法 としては,意 味決定,政 策決定な どの プロセ

　 スをモデル化 し,そ のモデル に数量化した文章情報を組み込み,問 題点の解析

　 手段 を見い 出す シミュレー ション手法 があ る。

　　 この場合の手法では,カ ントー リス ク分析,通 商問題分析,エ ネルギー問

　 題分析な ど問題分野別にモデルが 作成 され,相 手か らの文書や 発言 をモデル

　 に入 力 し,当 方の とり得る政 策を変数 としてシ ミュレー トし,そ の中か ら最

　 適解 を選んで政策立案や決定,企 業の経営計画の策定な どを行 うための有力

　 な意志決 定支援 システムとして機能する ことをめざしてい る。

　 　 撰 あ歴 苧告42-「CACI社 の国waM#'デ ー'を 用いた中国監視・・テ・」等
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表2.4-3　 定 量 化分 析 シス テ ムの機 能

サブシステム名 機　 能　 名 機　　　能　　　内　　　容

頻　 度　検　索 1.時 系 列頻度数 ・検 索 対 象 と な る フ ァイ ル は,オ リ ジ ナ ル な デ 一 夕ベ ー

スの他,検 索機能で絞 り込 んだ2次 保存 ファイルも含

む 。

・時系列 の期種は月次 ・四半期 ・年 次 ・期間 ・期種と指

定 して時系列のキーワー ド出現頻度数を検索する。

2.ク ロ ス頻 度 数 ・検索対 象となるフ ァイルにおけ るキーワー ドの共出現

頻度数を検索する。

3.全 キ ー ワ ー ド頻 ・検索機能 で絞り込んだ2次 保存 ファイルを対 象として

度数 含 まれ る全キーワー ドと頻度数を リス トア ップす る。

・2う の保存 フ ァイル を比較 して新 しいキーワー ドの出

現,頻 度数の変化を分析す る。

頻度数データ加工 1.計 算機能 ・伸び率 ,構 成比,頻 度数間の四則演算をマ トリックス

の行 ・列単位で行 い,加 工データを作成する。

2.マ トリ ッ ク ス 部 ・分析 用1こオ リジナルのマ トリックスから任意 の行 ある

分抽出 いは列 を抽出 し,部 分マ、トリックスを作成 する。

3.マ トリ ッ ク ス 結 ・異 な った検索で得 られた頻度数マ トリックスから,行

合 あるいは列の内容に注意 して結合マ トリックスを作成

す る。

頻度数データ保存 1.デ ー タ 保 存 ・分析 用の頻度 数生デ ータあるいは加工デ ータを作業 中

の中間 ファイル あるいは保存用 フ ァイルに蓄積 する。

定 量 化 分 析 1.主 成 分分析 ・時系列 あるいは クロスの出現頻度数1こ基づいて,キ ー

(次 元縮小)、 .ワ ー ド間の独立な主成分を求め,キ ーワー ドの出現頻

度数情報をより少ない成分で説明する。

2.ク ラス タ ー 分 析 ・クロスの出現頻度 数に基づいて,各 種 キーワー ドをカ

(分 　　類) テ ゴ リー 化,分 類 す る 。

3.回 帰分析 ・時系列 あるいはクロスの出現頻度数分析 に基づいてキ

(相 関関係 ・予測) 一 ワー ド間の相関関係を分析する。

グ　ラ　フ　出 力 ・キーワー ドの出現頻度数の生データ,加 工データを折

れ 線 グ ラ フ,棒 グ ラ フ,レ ー ダ ー チ ャー トな ど で 出 力

す る 。

　 これ らのモデルに入力す る定量化 データの作成 は人手 による非常 に緻密な

作業 を要するが,二 次情報 データベースに格納 されてい る事実データを検索,

分析 して作業の素材 として利用す る ことが考 えられ る。

　以上,分 析の結果は数値で示す ばか りでな く,必 要に応 じて図や グラフで

表わ し,分 析結果が意 味す る傾 向な どを視覚で も分かるようにしておくことが

望ま しい。
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表3.4-4　 多種 多変 量解 析

パ タ ー ン 目　　　　 的

使　 用　 す　 る　 分　 析

量のデ ータのみの

場合

質`こ関するデータ

または量のデータ

も含む時

質 に関す るデータ

のみの場合

1　 型
予測式(関 係式)の 発見

量の推定

重回帰分析

正準相関分析
数量化分析1類

2　 型
標本の分類

質の推定
判別分析 数量化分析皿類

分割表の分析

クラスター分析

3　 型

多変量の統合整理

　　　　　　 (減 らす)

変量の分類,代 表変量の

発見(選 定)

主成分分析

因子分析

数量化分析皿類

w類
潜在構造分析

4　 型
分 析 の 検 定

(testlこ よ る 』ustjfy)
分散分析

　次 に,前 述の統計的手法に よる各 種の定量化分 析 システムの機能について

概要 を述べ る。(詳 細につい ては昭和58年 度報告書2.3参 照)

　(a)　キ ーワー ド出現頻度数の時系列 分析

　　　 キー ワー ドの出現頻度数 を.大小順 に並 べて話題の推 移を時系列に分析

　　 し,様 々な事象の徴候的 な変化 を大づかみ にとらえることによ り,よ り

　　 詳 しく調べ るためのポイ ン トを得 るた めの機能であ る。 変化の様 子 を直

　　 観的 に,容 易に把握 できるように図2.4-7に 例示す るよ うに レーダチ

　　 ャー トな どの グラフで出力 され る。
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　　図2.　4-7　 キ ー ワー ド出現頻 度 数 の 時系 列分 析

一 先進 国 の エネ ル ギ ー源 別記 事 出現 の 時 系列 変化一

　　　　　　(エ ネル ギ ー記 事 イ ンデ ックス デ ー タ よ り)
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㈲　 キー ワー ド出現頻度数の クロス比較

　　キー ワー ドの出現頻度数をあ る一定期間に しほ って,主 体別に横並び

　に比較 し,主 体別の話題の特徴 を分析す るための機能である。 出力は図

　 2.4-8に 例 示 す る よ うに,グ ラフ表示 に よ り,主 体別の特徴 を容

　易につかむ ことができる。
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(c)キ ー ワー ド出現頻度数の主成分分析

　　　　互いに何 らかの相関性が考 えられるキーワー ドを主成分 として選び,

　　その時系列 出現頻度 あるいは クロス出現頻度数 を分析 して中心軸 とな る・

　　キ ーワー ドを見通す ことによ り,全 体の特徴 を把握す る機能である。
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図2.　4-9　 時 系列 デー タに よ る主 成 分分 析 結果
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7

4

(d)キ ーワー ド出現頻度数のクラスター分析

　　相互に依存しているキーワー ドを類似度ごとに分類 し,主 体のカテゴリー化を

　行 うための機 能であ る。類似度の距離を定義する方法 として,最 短距離法,最

　長距離法,メ ジアン法,重 心法,群 平均法などがある。

(e)キ ーワー ド出現頻度の回帰分析

　　主体 となるキーーワー ドの出現頻度数と互いに依存する様々なキーワー ドの出現

　頻度数 との相関分析 を行 い,特定の事象の予測式をみいだすための機能である。
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図2.4-10　 ク ラス タ ー分 析(最 長距 離法)結 果

　 　一 記 事 出現 にみ るOPEC加 盟 国 の類 似 度一

　 　 (エ ネ ル ギ ー記 事 イ ンデ ッ クス デ ー タよ り)

(f)事 実 データによるキー ワー ドの補足

　　 キ ーワー ドによる出現頻度だけを分析 したのでは,主 題 に対す る正確性,

　 精密 性を欠 く場 合があるが,これを事実データで補足す ることができる。

　　 例 えばエ ネルギー問題 に関連 して,「OPECの 原油価格の値下け決

　 定」 に関 して分析 したい場合 を考 えるとす る。

　　 キ ーワー ドt"原油価格"&"値 下げ"に よる検索 だけでは値 下げ決定

　 に至 るまでの経 緯や値下げ決定 後のその影響 を分析 するこどはできない。

　　 一 方,事 実データでは,次 の様な 値下げ　原油価格 の部分構造 をも

　 つい くつかの事実 データの 目標構造で検索す ることによ り"原 油価格値
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下げ決定"に 関す る緻密な分析を可能 とすると思われ る。

　　 支持

OPEC　 値下げ

2.4.5　 翻 　　訳

　　(1)位 置づ け

　　　　翻訳 サ ブシステムの位置づ けは,図2.1-1総 合解析 シス テム概念図に

　　　示 されるよ うに,基 礎解析 サ ブシス テムによって作成 された二次情報デー

　　　タペ ースを入力す る形で構成 され る。

　　　　機械翻訳処理 には,コ ンピュータによる文章情報処理技術のほ とん どが

　　　含 まれる とい って過言でない。本 システムにおい ても翻訳 サブシステムは

　　　基礎解析サ ブシステム と密接 に関連 し合い,互 いに不可分の関係にある。

　　　一般に機械翻訳処理の手法 を分類す ると表2.4-5の よ うにな る。

　　　　　　　　　 表2.4-5　 機械翻訳 システ ムの手法

トランスフ ァ方式

融 合 方 式

モ ンタギ ュー文法

文法上 の係 り受けのパ ターンを定めて おいてマ ッチ したものを変

換 して翻訳する。

元 の言語か ら目的言語への変換部分を木構造の変換で行 う。

変換 ・生成 部分 を一気 に行 う。

元 の言語を分析 した結果を論理式の形 で表わ し,そ れを目標言語

の論理式 に変換 した後,生 成する。

どのよ うな言語 に しても概念構造を作 り,そ れを介 して翻訳を行

つo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (57年 度報告書 よ り)

(a)構 文 パター ンマ ッチ ングに よる方式

　　構文パター ンマ ッチ ング方式 は,あ らか じめい くつかの文型パ ター ン

　を用 意 しておい て,入 力文 とそれ とを比較 し,合 致 した文型 パ ター ンに

　従 って翻訳をする方式であ る。 この方式は,表 題文の翻訳 に代表 され る

　 ように,パ ター ンの数が限定 される分野 に向いてい る。通常の 自然文に
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　　　 対 してこの方式を適用することは困難である。 なぜ な らぼ,順 列組合せ

　　　 の数 だけのパ ター ンを用意 しなければな らないか らである。

　　　　 この 方式 の特徴 は,ほ とん どが名詞,名 詞連続 と,そ れ を修飾す る形

　　　 容詞,動 名詞 などか ら構成 されるとい う論文表 題の性質に着 目して,そ

　　　 れ に即 した処理 を していることである。

　　 (b)　 トランス ファ方式

　　　　 トランス ファ方式 とは,元 の言語で表現 され た文の分析を行い,そ の

　　　 結果に従 って 目的言語 に従 った文を生成する方式 をい う。 この方式の こ

　　　 とを一 般に第2世 代の機械 翻訳 システムとい い,現 在の機械翻訳 システ

　　　 ムの多 くは,何 らかの形でこの方式 をベース としている。

　　　　 分析 の結果は,木 構造の形で表現 され,文 が どの ような構造にな って

　　　 いるか とい うことが一 目で分 る。例 えば,WE　 BUY　 A　 COMPUTE-

　　　 Rと い う文は,基 礎解析の項で示 した図2.4-3の 形で表現で きる。 こ

　　　 のよ うな一連の分析のことを構文解 析処理 といい,機 械翻訳処理 にお け

　　　 る基本的技術 とな ってい る。

　　(c)融 合方式

　　　 融合方式 とは,構 文解析が単に構造的な側面 をのみ扱 うのに対 し,さ

　　　 らにそれ に加 えて意味的側面 をも加味 して翻訳処理を行 う方式であ る。

　　　 翻訳 処理 が,解 析 ・変換 ・生成のステ ップを融 合 した形 で行 われ るた

　　　 め このよ うに呼ばれ る。

　　　　 この方式の特徴は,次 の とお りである。

　　　① 木の変換を陽 に行わ ない。

　　　② ある単語に対 して,訳 し分けが必要で も辞書項 目は1し か立てず,そ

　　　　の意味の31・ ・(注ピ プ・グラムで選択す るこtl、 よ。て綱 を行 う。

　　　③slotとfiller(注)の 関係には,上 位_下 位概念な ども許 され てい

　 　 　 　 るので,意 味 素 性 の階 層的 な 記 述が 可 能 で あ る。

　 　 　 ④ 文脈 自由文 法(CFG,　 context　 free　 grammar)を 用 いる場 合,

　 　 　 　 複数 の 構 文解 析 木が 生成 され るが,意 味 解析 に よ って 多 くの 木が リジ

(注)構 文解析木で,条 件を付けてもっているものをSgot,そ れを満たすものをfMerと いう。
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　　　エク トされ る。

　 ⑤　意味解析 の終了 とともに翻訳文が合成 され る。即ち,解 析 ・変換 ・

　　 生成 とい うステ ップが,融 合 した形で行われ る。

　@)モ ンテギ ュー文法

　　 意 味解析 を行 うシステムでは,意 味構造 を どの よ うに表現す るかが 問

　 題 とな る。前項 で述べた融合方式では,slotとfillerと い う関係 を

　 用いて,構 文解析 木上で この関係が満 され るか どうかの 方式 をとってい

　 た。 ここで述べ る方式は,文 を論理式の形に変換す ることによって,そ,

　　こに意味解析 を含 ませ なが ら翻訳を行 う方式である。 モ ンテ ギュー文法

　　による方式 は,本 方式 に よるものである。

　　　モ ンテギ ュー文法では,入 力された文 を辞書項 目に関す る 「翻訳」規

　　則(こ こでの翻訳 とは,言 語間の翻訳 とい う意味 である)と,構 文規則

　　に関す る 「翻訳」規則を用 いて論理式 に変換す る。

　(e)概 念依存 を用 いた方法

　　　概念依存を用いた方法 とは,元 の言語を解析 し,最 終的 な意味表現で

　　ある概念表現に落とし,そ の概 念表現か ら 目的言語 を生成 しよ うとす るも

　　のである。 この方法の特徴は,概 念表現 とい う言語 によ らない ユニバ ー

　　サルな表現 をベース とす るため,い か なる多言語 間翻訳 も可能 とする こ

　　 とにある。

　　以上翻訳サ ブシステムの位置づけ と,現 在考 えられてい る翻 訳手法の概

　略 につい て述べた。 さ らに翻 訳手法の詳細につい ては,57年 度報 告書の

　4.8節 を参照 されたい。次 に,本 システムにおける翻 訳 システムの機能 につ

,いて述べ る。

(2)機 　 　能

　　本 シス テムにおけ る翻訳 サ ブシステムの機能構成 を図示す ると図2.4-

　 11の よ うにな る。
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二次情報

データ

翻訳
サフシスァム

　　　　 図2.4-11翻 訳サ ブシス テムの機能構成 ・

　 機械翻訳の機 能を大別す ると,分 析部分 と,生 成部分に分け られる。分

析部分は,図 の よ うに基礎解析 システムにその まま含まれ る。従 って翻訳

サ ブシス テムでの機能は,生 成機能に限定 され る。次にその機能の概略 に

ついて述べ る。

(a)文 脈生成

　　二次情報 データベースに格納 され た元の言 語の文脈 解析情報に よ り目

　的言 語の文脈生成 を行 う。各言語 には各言語 での特徴がある。・例 えば,

　 英語 では主 語を省略す るこ とは,命 令形や 口語による省略形 を除 けば,

　 まれであるとい える。 しか し日本語においては,「 私」 とい う主語を省

　略することの方が多い。

　　 またその方が読み易い 自然な文章で もある。 この よ うに文脈 生成処理

　では,目 的に合わせた適切 な処理 を行 う。

　　 また,文 章 によっては,結 論を先に もって来 るなど,読 み 易 くするた

　 めの文章 の編成が え等 も,文 脈生成処理 で行 われるで あろ う。

㈲ 　意味生成

　　意味生成処理 とは,す でに分析 されてい る元の言語の意味 に対 して,

　 目的言語 における適切 な意味に生成す ることをい う。意味 解析処理 では,

　 その文や,単 語 の持つ意味が限定 されるため,目 的言語の意味を決定す
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ることは容易であ る。

　　 I　　　　　　 HAVE－[

myself possess

eat

drink

experlence

LUNCH.一 己

。1

　　例の ように元 の言語の上で,「HAVE」 が 「eat」 つま り 「食べ る」

　とい う意味 に限定 されてい るため,翻 訳す る際 には,そ の意味 に対す る

　目的言語の ことぼを生成すれば良い こととなる。

　　意味生成 は,単 に ことばだけの問題ではな く,諺 の ように,目 的言語

　での表現の習慣 にも依存する。

　　　 It,s　 no　 use　 crying　 over　 spilt　milk.

　　この文の意味は,「 こぼ れた ミルクを悔やんでみて も仕方のない事だ」

　とい う意味で あるが,日 本語では習慣的に 「覆水盆 に返 らず」 と訳すの

　が正 しい。 このよ うに意味生成 とは,目 的言語 に最適 なことば を生成 す

　ることで もあ る。

(c)構 文生成

　　元の言語 における文法構造 と,目 的言語における文法構造 とは異なる

　 ことが常で ある。 しか し,元 言語の構造が分れば,目 的言語 での構造 を

　生成す ることは容易 にできる。

　　そのためには,元 の言語 での構造が,目 的言語での構造 に どの様 に対

　応ず るか とい うルールを知識 ベースとして持 つ必要がある。

　　 次に構文生成の例を示す。
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WE　 BUY　 A　 COMPUTER.

構文解析木

/
SUB

　
　
D

へ
/

＼
　PRED

/＼
VP　 　　　 DOB

　　 NP

　/＼
DET　 　　N

変　換

構文生成木

　　　 TANBUNS

　/＼
KU　 　　　　　　　SPRED

　SPREDS

　　/＼

VERBR　 　JEND

　 VY

私 達 は,計 算機を買 う。

図2.4-12　 構文 生 成 の例
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　(d)形 態素生成　　　　　　　　　　　　　　　 ,

　　 形態素生成 とは,構 文生成によ って生成 され た 目的言語の生成結果を,

　　文章 としての形式 になるよ うに生成を行 う処理 をい う。 日本語であ るな・

　　 らば,各 単語 を詰めた り,ま た句読 点を打った りす ることな どがあげ ら

　　れる。英語 な らば,語 と語 のスペースをあけることや,文 の最初の文字

　　を大文字 に した りするこ と等がある。

　　　いずれに しても,形 態素 生成処理 は,目 的言語の性質に合わせて木 目

　　細かに行 われる必 要がある。

(3)翻 訳サ ブシステムの利用例

　　基礎 解析 サ ブシステムによって解析 され た結果入 力 として,翻 訳サブシ

　 ステ ムは 目的言語の生成 を行 う。

　　翻訳サ ブシステムでの処理 イメージをつかむために,58年 度報告書の

　 PROLOG言 語を利用 した文章解析処理の実験結果 を例 に して述べ る。

　　 実験 の結果は次の意味 を表現 している。

〉:-GO 解析と生成実行指示

?[====二 ⌒=二==]… …翻訳したい英文の入力

　 〔リス ト構造 に な った 英 文 〕

****THE　 ENGLISH　 PARSING　 TREE　 *********

,構 文解析木の出力(英 文)

　 基礎解析 サブシステムでの処理結果

****THE　 JAPANESE　 PARSING　 TREE　 ********

構文生成 木の 出力(日 本文)

　翻訳 サブシステムでの処理 結果

[日 本 文]・ 一 翻 訳結果

一108一



次の英文におけ る処理結果を示す。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

We　 buy　 a　 computer.

The　 conference　 denies　 the　 sovereignty　 Of　 Northumbria.

The　 institution　 gives　 the　 doctor　 a　 electroenc印halograph.

The　 impressionism　 di、rects　 the　 trend　 of　 art.

The　 poverty　 cause　 the　 revolution　 which　 destroy　 the　 ex-

lstence.

Th・burea・crat・P・t・ ・1・th・agen・y　 whi・h・ ・119・t・th・

informat　 ion.

With　 the　 advancement,　 the　 computer　 gives　 the　 society　 co-

nvenlence.　 　 　 　　 　 　 '・　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 -「　　 　 　 　　 　 '

①の結果
)　 :-60,

?　 ωε　 6UY　 A　 CO「1}PしITER,

【ΨE,RUY,.q,COtilPUτER】

`1'tぢ`皇t竃 竜　　 TH∈ 　 EN6LISH　 PAf～SlNG　 iREE　 零s吉rtεx■ 享2

(εS,〔 ε3S,〔ESU8.〔ESU81・,{ENP.〔ENP】 ・[ENP2.〔 εNP3.〔EN.ΨE]1】 】n】.【 εDES.〔EPRED.【 εPRED1

,(EV.{El/T,θUY】1,【EDO8,【ENP,〔E;・ ∫P1、 【EDET.A】.〔ENP2.[ENP3.(EN.CO「4PUTEf～ 】】】】】]】 】1】 】

;■::⇔ ・竃■竃t　 1「Hε　JAPAl寸ESE　 ρARS|NG　 TREE　 x竃 ■エ■鷺宮x7宝=■ 苫

{JBUN、{BU「 ・1,【TANBIJrtS.〔 区U.引ilElKU,【NトIEAO.【NOIJN.【N.イ`遠 〕】1.【JOSHI.〔PR.は 】】】】,【TANBU

NS,{KU,〔tltEIKU.tNHεAD.(NOUト1.lN,三 『算 機 〕】L〔JOSHI,〔PR、 を 　】〕】],【SPRED,【Pf～EDRS.【)εRBR

.【VYほ 害 う 〕】.【JEトID..　 】1)】 】▲)

`■ 竃sエ;竃 ■i1　 1「HE　 t]EF・tERATED　 JAPANESE　 SENTE「 ・;CE　 :㌢ 竃竃■s竃 ■宮r

花 連 は 計 ～オ 綴 を 買 う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　,

〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

② の結果

;譜 。、、ε,E.C、 。,S.、y,H,　 S。 、、REIGNT'Y　 OF　 N。,,HU,、IB、1、.

{THE.CONFERENCE,DENY,THE.SO)ERE】GNTマ70F.N`⊃RTHUt`18RIA}　 '

8'tx■t■ ま∋x:　 　ＴHE　 ENGしISH　 PARSlNG　 TREE　 z:宜x,写1`t:ε 竃

{ES,〔ESS,lESUB,〔EEU日1,{〔 三NP.【 εNP1,{EO∈T,τHE】,[ENP2、 〔ENP3.〔EN.COtgFERENCE】 〕】】】】L【

EbEE,【EPRED,`EPRED1,〔 εV.〔E)T.DENY1】.〔ED〔IB,(ENP.{El'IPL(ε0εT.1rHE1.(ENP2.【ENP3.(ε ト」

,30)ERElGト1ＴY】 〕】〕,{EPOgTtrlOO,{EOFP.【EOF.OFL〔ENP,(ENP1,【E「 ・IP2.【Er|P3.〔EN.NORTHUIllBRI

An)ln〕1)]】)1〕

ε`、`t9●s■ 宝　了HE'JAPA"ESE　 PARSlNG　 ＴRきE　 v叉 重宝●t● ■'t才 ■宝

〔JBl.IN,〔BUトj,(TANE:VNfS、"(U,【1,|ElKU.(Nl・tEAD.〔r'10UN.〔N:ti"n三R会 　」)〕,{JOSHI,【PR.は 　】1】 〕.〔TAN

Bt－川C.U(U.[1,1εII(U,【1.tHEA〔1,IR・ 　ENI(U.〔Nl・1εAD.【N):IUf・t　 ,{N.ノ ー サ ン ブ リ ア 】】L【RJOSH1,【NO,の 】

⊃1.【NHEAP.{CIOLIN,(「 ・1.…E　l産　}1⊃ ▲,【 」OSHI.lPR,を 　】))L{SPPED.tPPEDRS,{VERBS～.【VY.否 定 す

るll.{JENO,.}】 】】1}】

富'.ltt†'TI　 ltlE　 GE∫'IET:ATEP　 JAPANESE　 SE阿TENCE　 '【t'trx■x■ 竃

協 詰 合 は ノ ー リ ン ブ リ ア の 主 権 を 否 定 す る 　 　 　 　 ・

)
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③ の結果
〉 皿

?　 THEi　 INST|TUTION GIUE　 THE　 OOC;Tc)R　 τHE　 ELECT£OENCεPHAしOGRAPH.

{THE,1NSTITUTlON,GlVE,丁 卜IE.DUCTOR.THE,ELECTROENCEPHALOGF～APH】

xx;■ 享宮塚ぼよ■　　τHE　 El・IGLISH　 PARSI臼G　 TREE　 :宝xs苫.ま7宝 丁,宝

lES,IESS,【E⑤U6,{ESU[|1.{ENP,【EトiP1,【E〔,ET.THEL[ENP2.【ENP3.【EN.　 lNSTITUTION】 】〕)]】 】.

1εPES.tEPRE〔),1εPRεD1,lEV,IEVT,GI)E】 〕,[E10B,{ENP.【ENP1.fEDET,THE】 。{ENP2.(E卜 」P3.lE

N.D(|CTOR】 〕】】】】,lEt}OB,【E『jP.【ENP1.{EDET.THELlENP2.【Eト 」P3.tEN.ε しECTROENCEPHALOGRAP

H)]1.]]〕}】 】】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

宝t享r=t.x●:享x　 THE　 JAPANESε 　 PAI～SlNG　 TREE　 まtw■,宝1'エ 塞■オ文字

lJBIＬN.{BUN,【TANelJ卜IS.[KU.〔lilEIKU.【NHEAD.{NOUN.【N.公 共{]休 ハ〕LIJOSHI.【PR.は 】⊃】〕.【T

ANBUNS,【KU,【 回EIKU,{NH【 …AD,【N〔}UN,【N.医 者1】],【 」OSHL{PR.【 こ 】】】】,【TA卜18UNS.【Kし1.【MEIKU

.(卜IHEAD.{NOUN.IN.脳 波 記 経 装 置 】1】.【 」OSH1.【PR.を]〕 】】.【SPRED.【PREDRS.〔)ER8R.【VY.与

え ・る】].【JEND..　 }ハ)】 】】】】

零3引.tt宝tt享 　THE　 GENERATED　 JAPANESE　 SENTENCE　 家=字 享z■ 享享■:

公 共 日 替 は 医 者 に 脳 波 記 録 装 置 を 与 え る

〉

④の結果
〉 工

?　 THE　 ItaPRESSlONIS岡 　DIRECT　 THE　 TREND　 OF　 ART.

【THE,ll:IPRESSIONjS∫ ・1.DIRECT,THE.TRENO.OF.AR1「 ⊃

零ま■x竃 宝ぎ■元享　　THE　 ENGLISH　 PAR$1r・tG　 TREE　 享s享 ま塞■享xxコ

【ES,【ESS,{ESUB,1εSUel.【ENP.{ENP1,IEDET,THεL[ENP2.【ENP3.【EN.IT4PRESS】OrUS回 〕]〕 〕)〕

〕,【 εDεS.lEPRED,{EPRED],{E),lE)丁.DIRECＴ 】〕,【EOOB.IENP.【 εNP1.〔EDεT.ＴHE).【ENP2.(ENP

3,lEN,TI～E ,ND】 〕】】.【EPOSTI:10D.【EOFP.【EOF.OF〕,lENP.(ENPL【ENP2、tENP3.〔 εN.ARＴ 】】〕]}〕 】〕

〕)}】 】】

Xt:1竃 竃'宝 文=　 THE　 JAPハNESE　 PARSlNG　 TREE　 rzr=t:tぎ ■び零:r

【Jθ1」N.〔BUN.【TANBU卜 」S.【KU.U,IEIKU.{NトIEAD.【 ト10UN,tN.印 象 主 捲 】】L(JOSHI.tPR.は 】】]].〔T

AN8UNS.tKU.【ll)EI}<U.tNHEAD.【RENKU.〔NHEAD.〔NOUN.[N.芸 術 】]].【RJOSHL【NO,の)]〕.【NHEA

D,【NOUN.{N.向?】 】;).【JOSHI,〔 ρR.を 】〕H,【SPFED.【PREbRS.【)ERBR,【VY.指 導 す る 〕〕.〔JEN

D,・ 　 】1;】 】】】

:;rtts零 竃竃コ　 THE　 GENERAT∈D　 JAPANESE　 SENTεNCE　 ■零宝宝r■ コ=:冗

印 紘 主 詩 は 芸iliの 向 き を 指 導 す る

〉

⑤の結果
〉　 =-60.　　　　　　　　　　　　　　　　　　

THE　 REVOLUT|ON　 ピHICH　 【二,ESTROY　 IHE　 　X　 ST{… 巫i£ 」　　　　　　　　　　　　 CAUSE?　THE　PI〕VEr～τY

{TiTIε.POV百 頁1'Y.CAU3E.THE.RεVOしUT　 lON.WHlCH.DεSTROY.THE.E×ISIENCE】
ま方方.'tx:」.xx　 　 THE　 ENGLISH　 PAF～SING　 TREE　 竃方:冗7宝':x8

【ES.[ESS,【ESUe,【ESUB1.【ENP,{ENP1.{∈OET.THE〕.(ENP2.[ENP3.{EN.POvERTY〕 〕】〕]]].〔EOE

S.1εPRεD.〔EPRED1.[EV,(EVT.CAUSε 】1,【EDOB.【ENP.【El4Pl.【EO∈T.THEハ.【ENP2-[El・IP3.IEt・a.R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
,DESTREUOLUTION〕】】】,【EPOST団OD.【ERELUHICH.〔EW}IICH.uHICH}.tEPFEO.〔[PRεD1.【EV.(EV|

OY)〕.IEDOB,【ENP,【ENP1.【EDET、THE〕,{ENP2.【ENP3.【EN,EX1・STENCE】 〕)】 】〕】】]ユ 】】】】}〕 〕

オt'富t:■3t:t　 THE　 JAPANESE　 PARSlNG　 T「ミEE　 tt宮 宏;:写tttt宮 ぎ

【・JBリN,〔8UN.UAN8UNS.【KU.[ldElKU.(トIHEAD.【NOUN.{N.貧 乏 】]).tJOSH1.(ρ ト～.は 】1]LITArtBU

l'↓3,口:u.〔MElKu,【 「・珊・IEAD,{EN.【KU.【lllεIKu.lNトIEAD.(NOUN.fN.実 在]]】.〔JOSIII,【PR.を 】】ユj.〔

El,tPF.　EO,【PREDPE.〔VERBR.∫VY,E6〕 類 す る 〕)〕1〕.〔NHEAD.〔PiOUrl.【N.革 命 】]】 】.〔JOSHい 【PR.を 　】

〕〕L【SPF・EO・ 【PREORS.()ERBR.【V∀.の 原 因 と な る 〕).(JEND..】 】】〕〕]}

;、iτ ■t竃Ts:　 丁卜IE　 GENE　 P.　AT　 ED　 JAPANESF.　 SENTENCE　 t■tt冗 ■r:塞 累

フ`元 は 実 在 を 胆 壊 す る 革 命 を の 原 因 と な る

〉

⑥ の結果
　 〉 工　

?　 THε 　BUREAUCRAT　 C:ONTROし 　THE　 AGENCY　 Ψヒ±1CH　 C⊆匹」Lξ⊆工_口[且 且_工 製EORnATION・

　 (THE.8uR巨 云UCRAT,CONTROL.THE.AGENCY.ωHICH.COLLεCT.THE.1NFOFt・IATIONハ

　 オxx五 宮rr■:▲ 　　 THE　 Eト∫GしISH　 PARSING　 TRεE　 tt■8コ ■塞3写=

　 【ES,〔 ∈S$.【ESUB.【ESUS1,〔ENP,【ENPユ,【EDET,THε],【ENP2.【ENP3.lEN.BUREAUCRAT〕 】】]〕 〕〕.[

　 εDES、{EPRED,【 εPRED1,【EV.〔EVT.CONTROL]】.(EDO8,lENρ.{ENPI.tEDεT.THE],{ENP2.IENρ3.

　 【EN.AGε 日CY〕 〕]],[EPOST|`IQD.tERELwHICH.tEWHICH.wHICH】.(EPRED.〔EPRεD1.【E).{ε)T.COLL　

ECTj】,【 εDl〕9,[〔 ≡NP,〔ENρ1,〔EDET,THE】,【ENP2,【EトIP3.(EN.!NFOR阿ATION})1]11】}]]1)】 】ユ〕]
'　 r竃 宝亀;宮 ■rlぎ.THε 　 JAPANEεE　 PARSING　 TRεE　 ぎぎx;`て 写字宜■ぎ霊宝

　 【JeUN,〔6UN.【TAN6U卜tS.〔KU.〔 【・IElKU.【NHεAD.【NOUN.{N.官 僚 式 の 人nL(JOSHI.〔PR.は]】 】},　

〔TAN£Ul・IS,【KU,【MEIKU,〔NHEAO.〔EM.〔KU.〔MEIKU,{NHEAD.〔NOUN.【N.遁i　 l[]|】 】.【 」OSHL(PR.を　

】DL【E|,IPF.E〔,.tPP.EOPE,〔)ER8R,()Y.集 め る)]〕 】】,{NHEAD.〔NOUN.[N.画 き 】]n・{」OSH1・[PR

　　.を]]】 〕.{SPRED.(PREORS.[)ER6R.〔)Y.支 配 す る 】】:〔JEND..】 】n】1}

　 竃T・■1.■c竃t■t　 THE　 GENERAＴ εD　 JAPANεSE　 SENTENC∈ 　蒐x■ 竃;■r茎 ■意　

宮 丘 式 の.1、 は 通 知 を 集 肋 る 融 き を 支 配 す る

　 ♪
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⑦の結果

論 〒帯,.E、DVA。OE。ENT,T.εC。1,PUTER　 G.εTHE　 S。C1E・Y　 C・WE・IENCε.

(wTrF:-TFE:"　 {JEI〈ICEEi;1,ENrmff,i戸0†m了i　 iE":"9iSCiT百TマニCtriigrjE阿TFNC　F〕

【ES.

VANCEI

ILIPUTE

【ENP2

〕⊃】]〕

　 　 　 τHE　 ENGL　 SH　 PARSING　 TRεE

【ES$,【EPREPP,【EP　 EPP1,〔EPREP,WITH　 .{EI鵬P.【 ∈NPI,【EDET.THE],{ENP2,【E臼P3.【E".AD

ENT】]】 】]J】.[ECO14..】,[ESUB,【ESUB　 、【Et・iP,【E…nP1.[EDET.THE】,【ENP2,tENP3.【Er↓.CO
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2.4.6　 知識 ベース

　　 文章情報総合解析 システムは,文 章情報の巾広い情報 を集約化 し,利 用者

　 が判断 しやすい形に変換する システムであ り,そ れを可能にす る機能 として,

　 基礎 解析,検 索,内 容分析(定 量化分析),翻 訳 などがある。 これ らの機能

　　をサ ポー トし,効 果的 に働 くために用 意 されたのが知識ベ ースであ る。従 っ

　　て,知 識 ベースは,各 機能が使い易い構造や情報 を持 ってい ることが必要で

　 ある。総合解析 システムが,多 くの人か ら利用 され,利 用者が望むかたちで

　　の情報提供,加 工お よび分析 が行われ るためには,各 機能の拡張性 も重要で

　　あるが,そ れ らをサポ ー トす る知識 ベースの拡張性もそれ以上に重要である。

　　また,知 識ベ ースには,基 礎解析結果 を反映(二 次情報データベースの事実

　　データの特別なケース)さ せた り,内 容分析結果 を反映 させ ることによって

　　知識ベ ースの質的向上 をはか ることが考 えられ る。 そのためには,知 識ベ ー

　　ス作成,更 新な どの マ ン ・マシン・イ ンターフェイスが使い 易い ことも重要 で

　　あ る。

　　　以上,述 べてきたように知識ペ ースは,各 機能 との結びつ きが大 き く,こ

　　の構造(機 能)を 明確化することは困難であるが,概 略 としては,辞 書,規

　　則,知 識表現の3つ に分け られ る。 この3つ の構造 と前述の4つ の機能のか

　 かわ りを以下 に述べ てあ る。
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顧

Y　 　 　 　繍 ベース
形態素解析 語彙情報

撫 樺 用つ
一ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一

構文解析規則

　

構文 解析 一

一 一 ー 一 一'一 一,一 一

意味 解 析　之　 、
　 ＼
　 　 、　 　 、

/

意味解析規則

㌻ ワ=ラ 三一ー一
一 　_　 　一 一 　一 　　一　一 　一 　　一　一　一 一 　一 　　一 　　・　一　一

事実デー タ
ー般知識

文 脈 解 析

〈
議
)

図2.4.-13知 識 ベ ー ス と基 礎

　　　　　　 解析 の 関 係

二次
情報

　

　

　

ス
実
ラ
索

"
車

検

(

索
果
枝
結

シソーラス

一般知識

事実 デー タ

構文規則

析
果
分
結

シソーフス

事実データ
ー般知識

分析モデル

q

図2.4-14知 識 ベ ースと検索 の関 係 図2.4-15知 識 ベ ー ス と内 容

　　　　　　 分 析 の関 係
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1形態素酬
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意 味 解 析 規 則

一一ー一 一 ニ ー ー一 一 ー 一一

　 シ ソ ー フ ス

1構 文解析 川 構文蛾1
　 　 　 `　　　　　　　　　　 {

構文生成規則

意味生成規則
　語彙情報意味解析 意味生成　 　 ノ

////

＼
`

一 一 一 一 ー 一 一

文脈生成規則

(蒼童謡 議関す)

一 一

事実デー タ
ー般知識
一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー 一

文脈解析　　　　文脈生成 一＼＼
　 ×

＼ 、＼
一 ー ー 一 一

＼

＼　変　　換

!

変換規則

図2.4-16　 知 識 ペ ー ス と翻 訳 め関 係

(1)辞 　 　書

　　 辞書は,主 として基礎解析,翻 訳で利用 され る。その情報は大 きく分 け

　て3つ に分けることがで きる。

o形 態情報

o文 法情報

o意 味情報

規　　則

単語,合 成語等の綴 りに関する もの

品詞,係 り受け属性等

上位概 念や他の語概念 との隣接関係の可能性 を示 す。

(2)

　　規則 も辞書 と同様に基礎解析,翻 訳で利用 され るこ とが多い。規則には

　構文解析用(例 えば,文 脈 自由文法 による書 き換 え規則)に 関す るもの,

　意味解析用(例 えば,各 用語 間の関係を示 した格文法)の ものがあ る。 ま

　た,辞 書の隣接 情報では補 えない よ うな語用論的な もの,単 位文間の接続

　関係を解析す る規則が考 えられる。 例 えば,動 物 とrun,　walkは 結びつ く

　が,植 物 とrun,walkは 結びつかない とい った情報が これ にあたる。

　　 以上、辞 書 と規則について述べたが,こ の2つ の部分の境 界については

　 明確 にす ることが難 しく,異 論の発生す る ところである。
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(3)知 　 　識 　　 　　 　　 　　 　　'

　　 ここでい う知識 とは,シ ソー ラス,一 般的知識(常 識),事 実チータ,

　分析モデル等の ことであ り,文 章の真の意味 を とらえた り,意 図す ること ・

　 を把握 した り,あ るい は,可 能 な らば事態の予測が できるよ うにす るため

　に用意す る情報である。例えば,レ ーガンが大統領にな った 日付を登録 して

　お き,当 選前の発言は個人的 なもの とし,当 選後の発言(記 事)は,ア メ

　 リカとしての発言 として扱 うとい った ことが考 えられ る。二次情 報データ

　 ベースの事実デー タを正確に作成 した り,質 の高い翻訳ができるよ うにす

　 るためには,こ の知識 の充実が重要 であるが,ど の程度の もの を用 意すれ

　ぼ よいか とい うことは,ま だ 研究段階のいきをでてい ない。

　　 最後に,知 識べーースの3つ の構造 と今年度 実施 した プロ トタイプシメテ

　 ムの関係について図示 してお く。　 F　　 　 　 l

　　　難 訓 　 　実▲3馨 ム

二次
情報

形態素解析 ♂

二次
情報

文
析
果

糖
解
結

形態素解析

　■キータームの利用

　 　　 　 　　 　 (図2.3-3)

構 文 解析

　 ■名詞の節の後置修飾 をす る形

　 　容詞節,分 詞を取 り除 く。

意味解析

　■格 コー ドの利用(図2.3-4)

　 ■ 矢頭の名詞句の中から主体を

　 　取 り出す(図2.3-9)

文脈 解析

　■動詞ご とに用意 したパ ターン　『

　 　情報(図2.3-10(a),(b))

　 ■ シソー ラス(図2,3一 ユ1)

　 ■一般知識

　 動詞,述 語 に関する記述

　 　 (図2,3-10(c)),(図2.3-12)

図2.4-17　 総 合 解 析 シス テ ムと知識 ベ ー ス
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3.展 望 と 課 題

　 本事業の 開始当時,文 章情報の本格的利用の為の基 盤は,技 術 レベルか らも,

その活用 を求め るニーズ としても熟 しつつ あった。それ に対 し,商 用の機械翻

訳 システムが各方面か ら発表 され,人 工知能の周辺技術が,当 時標準装備化 し

つ つあ った段階を思わせ る程の形 で普及 しよ うかとい う現状を見 ると,そ れ ら

の基盤は,ま すます拡大 し,活 性 化 してい るとい えよ う。その一方で,文 章情

報 に正面か ら取 り組んだ形での本格的 な文章情報総合 利用 とい う意味では,底

辺の拡大 とい う事はあるものの,目 覚 ま しい 展開は見 られてい ない。その中で,

本委員会 は,文 章情報 に関 して,技 術の側面か らも,利 用の側面か らも,正 面

か ら取 り組み,総 合解析 システ ムとい う形での具体像を構築すべ く調査,研 究,

開発の努力を払 ってきた。その結果,文 章 情報に対する処理技術 と利用の技術

とを統合 した形での総合解 析 システムが,諸 機 関においてイ ンプ リメ ン トされ,

稼働 され てい くことの可能性 と必然性 とを明らかにす る事がで きた。同時に,

総合解析 システムの統合イ メージを踏ま えることによ り,文 章情報の 処理技術

と利用技術の双方 につい て,そ の深化 をはか る為の1つ の礎を提供す ることと

もなった。

　 前章に述べ られた総合解析 システム像は,そ れぞれの動機付けに基づいて,各

機関におい て実現 して いくことが可能なステ ップにある。総合解析 システム像 の

拡大という観点からも,一 般的 な研究ではな く,実 務での鍛 え上げが求 められ る。

このよ うなシステムの導入に当 って特に留意すべき点は,扱 う対象の モデル化

の フェーズが文章情報利用の成否 を決す る とさえ云い うることで ある。その機

関あるいは業務の観点とともに,そ の対象 を論理化 し,抽 象化す るこ とによ り,

システ ムの骨子 となるモデルが設定 され るが,こ れを,具 体性 と構想 力 とをも

って,着 実に進 めて いか なければ な らない。そして,こ れに基づいた柔軟なシス

テム構築に より,総 合解析 システムが十 全の形で実現 され るで あろ う。

　文章情報の総合利用の為 には,更 に解 決 してゆかねぼな らない多 くの課題が

ある。 以下ではその主要 なものを提示す る こととす る。
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(1)　自然言語処 理技術の定着

　　 まず,文 章情報の解析技術を,多 方面で真に利用で きる形で確立す る必要

　 がある。 各個別の研究開発テーマや アプ リケーシ ョンに対 しては,強 力な解

　析 系 も少 なか らず 作成 され てい るが,誰 もが入手 し,利 用で きる形 とな った

　解 析系は見当 らない。

　　 自然言語処理において,辞 書.規 則,ア ル ゴ リズムといった要素は,一 定

　 の段階では互い の独立性 を保つ ものの,そ の基本と しては,不 可分な一体の

　 体系 として存在す る。 自然 言 語 処理 技 術 の拡大 と深化の為には,こ の よ う

　 な体系が万人に見 られ る形で確立す ることが必要である。 文章情報処理に と

　 って辞書は中核 となる要素であ り,一 方,辞 書 の開発か ら管理まで,一 機関

　 で対処す るには余 りに膨大 なもの とな りうることか ら,公 共性の観点か ら対

　 応ず る必要 があ るこ とは広 く認め られ てい る。 しか し,辞 書 も,ア ル ゴ リズ

　 ムや 規則か ら独立 なもの として開発で きる範 囲は極めて限定 され てい る。 現

　 在は,少 しで も方式等が異 ると,全 く別の思想で,互 換性のない辞書 が開発

　 され てい るとい ってよい。そ こで,辞 書=規 則=ア ル ゴリズムとい う知的 な

　 系を一体 と して把 えた上で,各 々の独立性,独 自性 を実現す るといρた観点

　 が必要である。辞書の確立のた めにも,い くつかのア プローチでの広範囲な

　 プロジ ェク トが要請 され るが,こ こで も.辞 書=規 則二アル ゴリズ ムとい っ

　 た有機的 な技術項 目と利用の側面,社 会性 とい った観点の双方か らの充分 な

　 分析 をともな うことが必須であ る。

　　 ここで,一 方では,辞 書開発の個別の作業 が最終的 に分業にな らざるを得

　 ず,そ の総合性か ら個 別性まで に到 る方法論 の確立は,文 章情 報の総合利用

　 の あ らゆ る要素において求め られ ている。

　　 解析技術の中の各技術要素 につい ても,諸 々のテーマはあるわ けであ るが,

　 こ こでは,と くに文脈処理への取 り組みについて提起 してお く。文単位の処

　 理では実用の範囲が 自ら限 られ て しま うことは 明らかであ る。 文脈 処理は,

　 例 えば構文処 理などに比べ ると,理 論的基盤は不鮮明で あ り,そ の分 だけ,

　 解析処理の中で 「難問 」の上位 に位置づけ られ てい る。 しか し,利 用の廿イ
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　 ドか らは よ り近 い距 離 に あ る とい う こ とか ら,従 来 とは逆 の方 向 か ら,自 然

　 言語 処 理 技 術へ 向か うこ とに よ り,文 脈 処 理 技 術の 確 立 が進 め られ るべ きで

　 もあ ろ う。

(2)文 章 情 報 処 理 の為 の シ ス テ ム技 術 の 拡 大

　 　解 析 技 術 そ の もの に つ いで,コ ン ピ ュ ー タ 処 理 技 術 の 課 題 と して は,

　 マ ン ・マ シン ・イ ンターフェイスの 積 極 的 な 活用 が あ る。本 事 業 にお い ては,

　 この面 へ の考 慮 は 表面 には 出 さず,処 理 系 の 内部 自立性 の 下 で 調査 ・研究 を

　 進 め て きた が,昨 今 の知 識 工 学 技術 の 発 展 と浸 透 に 見 られ る よ うに,マ ン ・

　 マ シ ン ・イ ンターフェイスの 活 用は,シ ス テ ムの基 本構 造 を さえ左右 す る程 の

　 段 階 に到 ってい る。 この よ うな状 況 を踏 ま えて,各 種 基 本 アル ゴ リ、ズ ムの レ

　 ベ ルか らの シ ステ ム ・イ メー ジ再 構 築 が必 要 で あ る。

　 　 その 他 ゾ ステ ム技 術 と しての 様 々の 問題 もあ る が,こ こでは 文章情 報 を 扱

　 うた め の デ ー タベ ー ス技 術 の確 立 の必 要 性 を あ げ る。 現 存す る デ ー タベ ー ス

　 ・マ ネ ー ジ メ ン ト・シ ステ ムの 多 くは,数 値 デ ー タや 事 務 処理 的 ア プ リケ ー

　 シ ョソへ の 指 向 が強 く,文 章 情 報 を 有機 的 に 扱 うに適 した ツー ルは 殆 ん ど存

　在 しない 。 文章 情 報 を 扱 うた め に,既 存 のDBMSや ハ イ ・レベル の ア クセ

　 ス ・メ ソ ッ ドな どを 用い る と,余 りに 効率 が悪 か った り,柔 軟性 を 欠 い てい

　 た りとい う事 態 に行 き当 た る。 そ こで,ロ ー ・レベ ルか ら個 別 の デ ー タ管 理

　 システムを構 築 する とい うこ とに な るが,こ れ には しば しぼ 多 大 の コス トが要

　 求 され る。 文 章情 報処 理 の 普及 が見 通せ る現 在,こ うした 基 本 ツー ルの 整備

　 が 強 く求 め られ るゆ えん で あ る。

(3)文 章 情 報 の 利 用に 関す る 技術 の確 立

　 　 総合 解 析 シ ス テ ムに 限 らず,ど の よ うな シス テ ム概 念 にお い て も,利 用 サ

　 イ ドか らの シ ス テ マテ ィ ックな分 析 の 程 度が,シ ス テ ム及 び そ の有 効 性 の 質

　 を 決定 す る。 特 に,文 章 情 報 の よ うな場 合 には,そ れ 自体 の 論 理化 の 方 法 論

　 が,い くつ か の 限 られ た 範 囲 を除 け ば,実 務 レベ ルでの 歴 史 を 持 ってい な い 。

　 そ の よ うな状 態 に お け る利 用 の 側か らの 即 日的 な ニー ズへ の 処 理技 術 の 対 応

　 は,余 りに も抽 象的 で あ った 嘘 委小 化 され た りした もの とな りかね ない 。 そ
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こで,利 用のサイ ドにおける問題の定式化 のための方法論の確立の努力が,

緊急 な課題 となってきてい るのである。他方で,こ の ような 努 力 は 利 用 の

サイ ドで扱 う情報の全般 に関す る認識の問題にも関わ り,狭 義の総合解析 シス

テムのためとい うに留ま らない豊かな付 加価値をも産み 出 しうることにも留意

す る必要がある。

　 文章情報利用の為の具体的な分析技術 と して現在は,数 値データを扱 うた

めの方法論を採用 してい る場合が殆 ん どであ る。 これ まで,計 算機か ら得 ら

れ る分析 に足 るデータが,高 々文字列 レベル程度の もので あ った とい うこと

か ら言 えば これはやむを えない ことであ ったが,文 章情報 をよ り深い レベ

ルで分析 に供する可能性 が見 えてきた現在,利 用の フ レーム,処 理の フレー

ムと合わせて,新 しい 方法 論 の 実現 が 望まれ る。 これは,検 索の技術 に関

しても同様に包含 され ている課題で ある。

　以上 に概括 した 課題に関 しては,本 事業に様 々な形で 関わ って きた諸機関,

メ ンバーにおいて,総 合解析 システムの実現を含めて,深 化 し,解 決 してい

くことが望まれるが,同 時 に,次 の ステ ップとして,一 歩進 んだ形での,文 章

情報総合利用のた めの各 層協働事業が更に展 開され ることが再び要請 されて

くるであ ろ う。
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　　　資料1　 サンプルテキス ト(米 国*石 炭*エ ネルギー政策)

1年 月 日　 　 820730

紙 誌 名 　 　 WJ

先 頭 文　 　 The　 House　 PublicWorks　 Committee　 approved　 a　 bill

　 　 　 　 　 that　 wou　 1dmake　 it　 easier　 to　 lay　 coal-slurry

　 　 　 　 　 pipelines.

記事 イ ンデ ックス　　 米下 院 公 共 事 業 委,石 炭 ス ラ リー ・パ イ プライ ン建 設促 進

　　　　　　　　　　法案を可 決

　　 説　 　 『米下 院公共事業 委が石炭スラリー ・パイプライ ンの建設を容易にす る

　　　　 案件を採択 した 』と述べ ている。結果 としての法案名 との 同定 が問題 で

　　　　 'あ る。

2年 月 日

名

文

誌

頸

紙

先

記 事 イ ンデ ッ クス

概　説

L＼

　 820809

　 CN

　 Coal　 pipeline　 supPorters　 won　 a　 stunning　 victory

last　 Thursday　 when　 th6　 Snate　 Energy　 Committee　 voted

146　 in　 favor　 of　 legislation　 (S　 　1844)　 providing

federal　 eminent　 domain　 rights　 for　 interstate　 coal

pipelines.　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　 　 　 　 　 　 米 国 上 院 エ ネ ル ギ ー 委,圧 倒 的 多 数 で ス ラ リー 炭 パ イ プ ラ

　 　 　 　 　 イ ン 法 案 を 可 決 。

　 「石 炭 パ イ プ ラ イ ンの 推 進 者 た ち が 先 の 木 曜 日 に 圧 倒 的 な 勝 利 を得 た 』

が 主 文 で,従 属 文 と して そ の 時 に 起 っ た 事 実 を 述 べ て い る。 「上 院 エ ネ

ル ギ ー 委 が14対6で 法 案S1844を 可 決 した 』と し
,法 案 の 説 明 と

し て,そ の 法 案 が,「 州 に ま た が る 石 炭 パ イ プ ラ イ ンに つ い て,連 邦 政

府 に 用 地 強 制 収 用 権 を 与 え る 』 も の で あ る と して い る。 こ こで は,主 文

の 扱 い,日 時 の 特 定 と い った 問 題 や,"bill"とtt　 legislation"

の 関 係,法 案 名 の 同 定 と い っ た 問 題 も あ る。
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3年 月 日

紙誌名

先頭文

記 事 イ ンデ ッ クス

概　説

　 820810

　 WJ

　 The　 Senate　 Energy　 Committee　 last　 week　 approved

lagislation　 that　 could　 introduce　 much　 needed　 competition

in　 the　 coal　 transportation　 market　 and　 might　 create

further　 incentives　 to　 develop　 the　 nation's　 vast　 coal

reserves.

　　　　　　米上院 エネルギー委の石炭パイ プライ ン法採択で鉄 道の石

　　　　　炭輸送独占に幕

　 r上 院 エネルギー委が先週,石 炭輸送市場 に必要であ った競合を起 こ

し,巨 大 な埋蔵石炭の開発を よ り刺激 するで あろう法案を可決 した 』と

してい る。 内容は十 分であるが,法 案 名等 は全 く見当 らない。また,説 明・

部分を扱 うとす ると,相 当に思い きった情報の抽出(構 造 の変換)を 行

う必要 があろ う。

年 月 日　 　 820811

紙 誌 名 　 　 CWI

先 頭 文 　 　 The　 US　 Senate　 Energy&Natural　 Resources

　 　 　 　 committee　 is　 apProving　 coal　 slurry　 pipeline　 legis-

　 　 　 lation　 which'proponents　 say　 is　 necessary　 to　 insure

　 　 　 the　 attractiveness　 of　 US　 coal　 abroad.

記 事 イ ン デ ッ ク ス　 　 米 国 上 院 エ ネ ル ギ ー ・資 源 委,石 炭 パ イ プ ラ イ ン法 案 を 可

　 　 　 　 　 　 　 　 　 決 。

概 　 説 　 　 「米 上 院 エ ネ ル ギ ー 天 然 資 源 委 が 石 炭 ス ラ・リー ・パ イ プライ ン法 案 を 可

　 　 　 　 決 した 』。 こ こで,委 員 会 名 の 表 現 が 違 っ て い る こ とに 注 意 。 そ し て,

　 　 　 　 そ の 法 案 は,『 推 進 者 の 述 べ る こ と に よ る と,米 国 石 炭 の 海 外 で の 競 争

　 　 　 　 力 を 保 証 す る もの で あ る 』。"which　 proponents.　 say"と い っ た

　 　 　 　 構 文 的 な 難 し さは お く と して,法 案 の 説 明 の 含 意 す る も の を 抽 出 し,標
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L
5年 月 日

　紙誌名

　先頭文

華 化 す る こ とが,本 実 験 で の 最大 の 問 題 で あ る ことは,こ こ で も示 され

てい る。

　また,以 上 の4文 を合せ読 む こ とで,こ の法 案 の 内容 ・目的 ・影響 とい

った 豊 富 な情 報 が得 られ る が,こ れ らの 間で の諸 概 念 の 同定 の 問 題 も見

る こ と がで き る。

記 事 イ ンデ ッ クス

概　説

L
＼

⑥ 年月 日

　 紙誌名

　 先頭文

　 820831

　 FT

　 POLAND'S　 exports　 of　 coal　 this　 year,　 the　 country's

main　 hard　 currency　 earner,have　 already　 exceeded　 all

last　 year's　 shipments,　 but　 Poland　 is　 encountering

stiff　 competition　 from　 the　 U.S.　 and　 other　 coal

exporters　 in　 its　 traditional　 Western　 markets.

　 　 　 　 　 　 ポ ー ラ ン ド,石 炭 輸 出で 米 国 な ど西側 輸 出 国 との 競争 に 直

　 　 　 　 　 面 。

　 『ポ ー ラ ン ドの今 年 の 石炭 輸 出量 が 一 石 炭 が この 国 の主 要 な外 貨獲

得手 段 で あ るが 一 既 に昨 年 一 年 間 の船 積 み 量 を越 えた 』とい う文 と,

『しか し(そ れ に とも な って),ポ ー ラ ン ドは,西 側市 場 にお い て米 国

を は じめ とす る石炭 輸 出 国 との きび しい競 争 に 直面 す る こ とにな った 』

とい う文 が 並 べ られ てい る。 前 文 の 主 旨は,記 事の 日付 も加 味 しない と,

十 分 な情 報 とは な らない 。後 文 の 方 が こ こで の 中心 と思 われ る が,そ こ

で は,例 えば,前 置詞 句 の 係 り先 とい った,構 文解 析 の 問題 が ある。

　 820906

　 1・HT

　 ln　 a　 sharply　 worded　 letter　 to　 James　 G.・Watt,　 the

interior　 secretary,　 the　 governors　 of　 nine　 western

states　 have　 called　 his　 departmen,t's　 new　 coalleasing
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記 事 イ ンデ ッ クス

概　説

policies　 amove　 t1・to　once　 again　 centralize　 on　 the

Potomac　 critical　 decisions　 affectingwestern　 states."

　 　 　 　 　 　米西 部9州 の 知 事 が産 炭 地 貸与 計 画 に 関 し,ワ ッ ト内務 長

　 　 　 　 　官 に坑 議 文 書 送 る。

　 「James　 G.　 Watt内 務 長官 へ の 抗議 文 書 の 中 で,西 部9州 の知 事

た ちが,そ の新 しい 産 炭 地 貸 与 の 方針 を,西 部 諸 州 に 関す る重 大 な決 定

を連 邦政 府へ 再 度 集 中 させ よ う とい う動 きで あ る と言 ってい る 』。構 文

的 には,同 格 の挿 入 句か,動 詞"centralize"が 前 置 詞 句 を は さん

で,名 詞 目的語 を とる こ とに 対 す る ア ン ビギ ュイ テ ィの 問題 な どが あ る 。

この様 な文 の 場合,と くに 含 意 を とる こ とには 困難 が あ る。

7年 月 日

紙誌名

先頭文

記 事 イ ンデ ッ クス

概　説

　 820927

　 CN

　 The　 Synthetic　 Fuels　 Corp.　 agreed　 to　 consider　 ll

projects-　 　including　 four　 involving　 coal-　 　for

financial　 assistance　 at　 its　 boardmeeting　 on　 Sept.

17.

　　　　　　米国合成燃料公社,石 炭含む11プPジ ェク トに対す る補

　　　　 助金検討を約束

　 『合成燃料公社が,9月17日 の役員会 において,石 炭関連の4つ を

含む11の プロジ ェク トへの財政援助に合意 した 』。挿 入句の部分 の解

析に問題 がある。

年 月 日

紙誌名

先頭文

　 821008

　 WJ

　 The　 Reagan　 administration　 indicated　 itwill　 try　 to

block　 any　 effort　 by　 Armand　 Hammer,　 chairman　 of

Occidental　 Petroleum　 Cotp.,to　 build　 a　 pipeline　 to
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　 　 　 　 carry　 liquefied　 coal　 from　 Siberia　 toMoscow.

記 事 イ ンデ ッ クス　 　 米政 府,オ クシデ ソ タル社 の シベ リア石 炭 パ イ プ ライ ン建

　 　 　 　 　　 　 　 　設 を阻 止 す る意 向 。

概　 説　 　 「レー ガ ン政 権 は,液 化 石 炭の 輸 送の 為 の シベ リアか らモ ス クワへ の

　 　　 　 パ イ プ ライ ンの 建 設 を 行 うた めのOccidental　 Petroleum　 Corp.

　 　　 　のArmand　 Hammer会 長 に よ るいか な る努 力 をも 阻止 を 試 み るで あ ろ

　 　　 　 うと示 唆 した 』。肩 書 きの挿 入 句 とい った 問題 は あ る もの の,比 較 的 扱

　 　　 　い や す い 。 しか し,構 文 的 な ア ン ビギ ュイテ ィは 多 く,名 詞 を 含 めた 格

　 　　 　支 配,選 択 制 限 な どが必 要で あ る。

9年 月 日

紙誌名

先頭文

記事 イ ンデ ッ クス

ll概 説

　

」

　 821025

　 CN　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　・

　 Although　 the　 U.S.　 coal　 industry　 is　 facing　 tt　extrem-

ely　 trying　 times"over　 the　 short　 term,it　 is　 ultima-

tely　 heading　 "　 toward　 an　 unprecedented　 era　 of

progress,"NCA　 Chairman　 StonieBarker　 Jr.　 said

last　 week.

　　　　　　 パー カーNCA会 長,米 石炭業界の将来に明 るい見通 し

　　　　　 一 実 質年4%成 長。

　 『米国石炭産業は.短 期的 には大変な試練の時にあるカ㍉　つ きつめる

と,前 例のない程の発展の時代へ と向か ってい る 』とい う叙述を 「S-

tonie　 Barker　 ll世NCA会 長 が先週語 った 』とい う挿 入文 が うけ て

い る。 これ は,新 聞記事 等に多 く見られ る構 文であ る。 この文の中核の

述語を何 とす るのか,更 には,こ の ような文を 「事実表現」 として有効

にま とめられ るのかとい った ことは,重 大 な問題で ある。

↑
　 年 月 日

　 紙誌名

830611

ECO
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先 頭 文 　 　 The　 energy　 bust　 has　 provoked　 a　more　 sedate　 round

　 　 　 　 of　 mergers　 and　 takeovers　 than　 the　 energy　 boom.

記 事 イ ン デ ッ ク ス　 　 エ ネ ル ギ ー戦 略 の 崩 壊 で 米 国 の 合 併 や 公 開 買 付 買収 落 ち っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 く。

説 　 直 訳 す る と,『 エ ネ ル ギー戦 略 の 崩壊(energy　 bust)は,

energy　 boom　 (が 起 きた 程度)に 比 して,よ り控 え 目な合 併 と買収

の 状 態 を もた ら した 』となる が,否 定 的 表現 の 標 準 化 とい った処理 で,

整 理 はで き る。 む しろ,比 較 構 文 の構 文 構造 と,こ の よ うな描 写的 な表

現 に対 す る事 実構 造 との設 定 の仕 方 に 問 題 が あ ろ う。

●
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　　資料2　 サンプルテキス ト(サ ウジアラビア*原 油*価 格政策)

1年 月 日　 　 820505

　 紙 誌 名 　 　 APS

　 先 頭 文 　 　 The　 Saudi　 Government　 is　 determined　 to　 defend　 the

　 　 　 　 　 maker　 price　 of$34.OO/barrel　 and　 the　 OPEC　 position

　 　 　 　 　 against　 market　 forces,・or　 against　 foreign　 company

　 　 　 　 　 pressures,eVen　 at　 the　 cost　 of　 lowering　 i亡s　 oil

　 　 　 　 　 production　 below　 6　 million　 b/d　 (SP　 69)。

記 事 イ ンデ ッ ク ス　 　 サ ウ ジ,バ ー レ ル34ド ル の 基 準 価 格 固 守 の 構 え 一 減 産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 強 化 も 辞 さず 。

　 　 　説 　 　 記 事 イ ンデ ック ス の 前 半 に ほ ぼ 対 応 す る 内 容 を もつ 。 た だ し,数 値 関

　 　 　 　 　連 の 表 現 に 対 す る 解 析 処 理 が 必 要 で あ る。

↑
　 年 月日

　 紙誌名

　 先頭文

記 事 イ ンデ ッ クス

概　説

　 820705

　 MEES

　 One　 issue　 that　 is　 likely　 to　 figure　 prominently　 on

the　 agenda　 of　 OPEC's　 extraordinary　 ministerial

conference　 inVienna　 is　 that　 of　 the　 differential

enjoyed　 by　 extra-1ight,　 10w-sulfur　 African　 crudes

above　 the　 marker　 Arabian　 Light　 crude.

　 　 　 　 　 　 サ ウ ジ,ア フ リカ 原 油 の デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル の 引 き 上 げ を

　 　 　 　 　 要 望 。

　 先 頭 文 はOPECの 閣 僚 会 議 で,ア ラ ビア ン ラ イ トに 対 す る 高 品 質 ア

フ リ カ原 油 の デ ィ フ ェ ン シ ャ ル が 問 題 で あ った とい う 内 容 で 記 事 イ ン デ

ッ ク ス と は 微 妙 な 差 が あ る 。 ち なみ に 記 事 の タ イ トル は,記 事 イ ン デ ッ

ク ス と ほ ぼ 同 一 で あ る 。
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3年 月 日　 　 820710

　 紙 誌 名 　 　 FT.

　 先 頭 文 　 　 THE　 organization　 of　 Petroleum　 Exporting　 Countri-

　 　 　　　 　es　 was　 seriously　 divided　 yesterday　 over　 Saudi

　 　 　　　 Arabia's　 insistence　 that　 the　 prices　 of　 premium

　 　 　　　 African　 crude　 oils　 should　 be　 raised　 by$1.50　 a　 barreL

言己事 インデ ・クス 　 ・PEC・ サ ウジの ア・ リカ原油値上げ強硬主張め ぐり内

　　　　　　　　　　　 部 分裂。

　概　説　　具体的な要求値上げ額を示 してい る他はほぼ記事 イ ンデ ックスと一致

　　　　　 す る。　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 ,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

4年 月 日　 　 820721　 　 　 　 . ,　 　 tt.　 _

　 紙 誌 名　 　 WJ

　 先 頭 文 　 　 Sheik　 AllKhallfa　 al-Sabah,　 Kuwait's　 oi.11.,minister

　 　 　　 　　and　 a　 leading　 figure　 of　 the　 Organization　 qf't.　t

　 　　 ・・.pet,rp,　 leum　 E・p・ ・,t　i・9　 C・qpt・ ・i・.s・・ir　 f・opd　 o.f　 guoti"g

　 　 　　 　 Mp・k.Tw・i.・wh・n・v.e・.h・i・ …k・d　 wh・ther　 th・oPEc

　 　 　　 　　 CriSiS　 iS　 terminal・,　 　 　 　 　 '　 ,　　 　 　 '.

　 記事 インデ ックス　　 イ ラ ン勢力復 活tlOPEC内 部 に異変 〔 強硬派の地位優

　　　　　　　　　　　 勢に展 開。　　　　　.　　　　　　　　　　 ・

　 概　説　　 これ は,.OPECの 最近の状況 に関す る概説 記事で,・この文はその序

　　　　　　説に含 まれ てい る。む しろ,こ の様なデータは,ノ イズとして処理す る

　　　　　　方法論が必要で ある。　　　　　 .　　　 .　　　 .

　 年 月 日　 　 820816

　 紙 誌 名 　 　 PIW

　 先 頭 文 　 　 The　 latest　 round　 of　 rumofs　 notwithstanding,　 Saudi

　 　 　　 　　 Arabia　 is　 making　 no　 present　 effort　 to　 ralse　 lts
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　 　 　 　 　 skidding　 o.ilproduction,　 and　 Aramco　 or　 Pet'roMin

　 　 　 　 　 offtakers　 are　 under　 no　 pressure1'to　 lift　 more　 than

　 　 　 　 　 mlnlmUm　 CargOeS.

記事 インデッ クス　　 サ ウジ,原 油増産 よりも値下げ検討 一 増産 の うわ さは根

　　　　　　　　　　 拠 な し。

概　説　 　先頭文では,値 下げの可能性 にっいては述べていない。文頭の副詞句

　　　　 や後半の節 を扱 うと,混 乱の可能性がある。　　　　　 『

6年 月 日

　紙 誌 名

　先 頭文

ー　

ー

記 事 イ ンデ ッ クス

概 言兄

＼

年月 日

紙誌名

先頭文

　 820816

　 MEES　 　 　.　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 Despite　 the　 recent　 spate　 of　 remors'regarding　 the

possbility　 of　 an　 oil.price　 cut　 in　 Saudi.Arabia,

MEES　 understands　 that　 the　 Saudi　 authorities　 are　 not

contemp1 .ating;any　 reduction　 in　 the　 offi'cial　 price　 of

S・udi　 crud・($34/B　 f・ ・A・abi・n'LighD・t　 p・e・ent .

　 　 　　　　　 サ ウ ジ,原 油 価 格 引 ・き 下 げ よ り も 販 売 政 策 の 変 更 考 慮'一 「1

　 　　　　　ア ラ ム コ外 に 開 放 。

　 文 頭 の 副 詞 句 で,値 下 げ の 噂 が あ る こ と を 示 唆 し て い る が,・ 主 文 で は

(正 確 に は 節 の 中 で は)値 下 げ が な い と 述 べ て い る 。 形 式 的 な 主 文

・(tl　MEES　 understands　 that… …")の 扱 い も 問 題 で あ る。

　 820818　 　　　　　　　　　　　"

　 APS

　 The　 new　 Saudi　 proposal　 to　 tt　tie　 the　 prices　 of　 LPG

to　 the　 posted　 prices　 of　 ArabianLight　 crude　 oil　 f .o`.

b.Ras　 Tanura　 and　 Yanbu'on　 a　 BTU　 basis .",as　 the

Aug・5　 Petromin　 telex　 to』its　 customers　 stated,　 is　 intend-

ed　 to　 become　 a　 standard　 posting　 fomula・fOr　 all　 the
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　 　 　 　 member-states　 of　 the　 Gulf　 Co-operation　 Council　 as　 from

　 　 　 　 the　 beginning　 of　 1983.

記 事 イ ン デ ッ ク ス　 　 サ ウ ジ の 原 油 価 格 連 動LPG価 格 .83年 に は 湾 岸 協 力 会

　　　　　　　　　議 も基 準 として採用。

概 説 　 　記事 イ ンデ ックスの内容は,先 頭文 に含 まれ てい るが,枝 葉 を落 とす

　　　　 ことが必要で ある。

年月 日

紙誌名

先頭文

記事 イ ン デ ッ クス

説

　 820906

　 1HT

　 BAHRAIN　 -OPEC　 experts,meeting　 after　 Saudi

Arabiawarned　 that　 high-quality　 oil　 prices　 had　 to

rise　 quickly　 if　 the　 kingdom　 was　 to　 continue　 defend-

ing　 　the　 group's　 　base　 tariff,　 have　 backed　 an　 increase

of　 up　 to$2.30　 a　 barrel,　 the　 Middle　 East　 Economic

Survey　 said　 Sunday.

　 　 　 　 　 　 OPEC専 門 委,サ ウ ジの ア フ リカ 原 油 値 上 げ 要 求 を 支 持 。

　 挿 入 と し て,サ ウ ジ に よ る 高 品 質 石 油 価 格 の 速 や か な 値 上 げ の 主 張 が

あ っ て,そ れ を 受 け て,OPECが そ の バ ー レ ル 当 り2.3ド ル の 値 上 げ

を 支 持 す る と な っ て い る。 こ こ で,挿 入 の 中 に 見 られ る"warn"の 構

文 は 後 で も 見 られ る パ タ ー ンで あ る。{t　 warn　 thatAif　 B"な ら

Aを 主 張.要 求 して お り,Bが 否 定 で あ っ た り,　 tt　if"の か わ りに ,

"unles
s"を 用 い て い る とBを む しろ 主 張,要 求 し て い る。

年月 日

紙誌名

先頭文

　 820921

　 FT

　 SAUDI　 ARABIA　 has　 warned　 other　 members　 of　 the

Orgahization　 of　 Petroleum　 Exporting　 Countries　 that

itmight　 cut　 its　 oil ,　price　 from　 the　 present$34　 for
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　 　 　 　 abarrel　 of　 Arabian　 Light　 t(marker"unless　 the　 rate

　 　 　 　 for　 African　 crudes　 is　 raised.

記事 インデックス　　サ ウジ石油相,ア フ リカ原油に合わすな らOPEC基 準値

　　　　　　　　　格 も値下げ と警告。

　　説　 　記事 イ ンデ ックスは,先 頭文 とほぼ 同じで あるが,更 に主旨を絞 ると

　　　　前 の記事で述べた ように,"unless"の 後 を主張 しているとみ られ る。

o年 月 日　　 820927

　紙誌 名　　 PIW

先 頭 文　 　 Saudi　 Arabia　 is　 reallyKeeping　 its　 LPG　 pricing

　 　 　 　　 options　 wide　 open,　 despite　 its　 move　 to　 establish

　 　 　 　　 some　 linkage　 of　 gas　 prices　 to　 crude　 oil.

記事 イ ンデ ッ クス　 　 サ ウ ジ,LPG価 格 決定で 柔 軟 姿 勢 一 原 油 価格 連 結 方 針

　 　 　 　　 　 　 　 　 に も幅広 い 選 択。

概　 説　 　 記 事 イ ンデ ック スとほぼ 同 じ内 容 を含 む が,一 方 この 先頭 文 は 発 言 等

　 　 　 　 を含 む行 為 を述 べ た 文 では ない 。

1年 月 日

紙 誌名

先 頭文

記事 イ ンデ ッ クス

概　説

へ

　 821122

　 1HT

　 BAHRAIN-Saudi　 Arabia　 and　 Kuwait　 expressed

firm　 support　 Sunday　 for　 OPEC's　 reference　 price　 of

$34・barre1,・nd・li・S・udi・il　 mi・i・ ・er
,　Sh・ikh

Ahmed　 Zaki　 Yamani,　 denied　 reports　 that　 his　 country

thought　 otherwise.

　　　　　　 ヤ マニ,原 油スポ ッ ト価格と為替 レー ト考慮す るが,劇 的

　　　　　 な対策配慮せず。

　先頭文は(構 造上の問題はお くと)簡 潔に結論を述べ てい る。記事 イ

ンデ ックスに見 られる情報は,専 門知識を豊富に持 ったシステムでは じ

めて活用 され る ものであ る。
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12年 月 日　 　 821123

　 紙 誌名 　 　 FT

　 先 頭 文 　 　 IN　 RETROSPECT　 the　 disappointing　 invester

　 　 　 　 　 response　 to　 the　 flotation　 of　 Britoilmay　 seem　 a

　 　 　 　 　 minor　 casualty　 of　 unprecedented皿certainty　 in　 the

　 　 　 　 　 oilmarket.

　 記 事 イ ン デ ッ ク ス　 　 ヤ マ ニ,原 油 価 格 維 持 を 再 確 認 一 イ ン ドネ シ ア は 値 下 げ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 辞 せ ず 。

　 概 　説 　 　 これ は 英 タイ ム ズ誌 の 解説 記 事(tt　 World　 oilmarket"O.欄 の

　 　　 　 　 ttThe　 Pressure　 on.pr.ices"と い う タイ トルの 署 名付 記 事)で あ

　 　　 　 　 り,要 点 の 抽 出 自体,相 当な技 術的 困難 さ を と もな う。 と くに,先 頭 文

　 　　 　 　 を 利 用す る こ とは,こ の場 合,、妥 当で は ない 。

13年 月 日

紙誌名

先頭文

'

記 事 イ ン デ ッ ク ス

説

↑
　 年 月日

　 紙誌名

　 821124

　 PN

　 New　 York　 11/23-The　 outcome　 of　 the　 t:$34/bbl

debate"by　 OPEC　 oilministers　 next　 month　 will

determine　 the　 medium-term　 outlook　 for　 the　 crude

market,Royal　 Dutch/Shellofficials　 told　 security

analysts　 here　 this　 week.

　　　　　　 ロイヤル ・ダッチ ・シェ1レ,原 油価格値下げ の影響を評価

　 　 　 　 　 一 ア ナ リス トに語 る。',

　 この文 か ら,機 械 的 処 理 で 利 用 し うる情 報 と し(は,.来 月OPECの

会 議が開かれ,バ ー レル当 り34ド ルの規準価格 に関す る論議がな され

るとい うことで あろ うが,文 の構成上前面 には 出ていない。

821201

APS
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　　　　　　　 The　 Algerian　 government　 has　 agreed　 in　 principle

　　　　　　 to　 soften`i'ts　 line　 on　 the　 issue　 of'price　 differen-

　　　　　　 tials　 for　 the　 sake　 of　 restoring　 OPEC　 unity　 on　 prices

　　　　　　 and　 production.　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

記 事 イ ン ァ ッ クス　 　 サ ウ ジ 国 王,ア ル ジ ェ リア訪 問 一 価 格 デ ィ フ ァ レ ソ シ ャ

　　　　　　　　　　　　　　ル の 協 力 で 合 意 。

概 説 　 　 ア ル ジ ェ リア が 価 格 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル で の 妥 協 を 行 う こ と が.先 頭

　　　　　　文 か ら判 る 。 内 容 の 利 用 可 能 性 と し て は,記 事 イ ン デ ッ ク ス と 大 差 な い 。

15年 月 日

　 紙誌 名

　先 頭文

　　　　　　 821207

　　　　　　WJ　 　 　 ・

　　　　　　 Saudi　 Arabia's　 petroleum　 minister,　 Ahmed　 Zaki

　　　　 Yamani',　 reiterated　 his'country's　 determination　 to

　　　　　defend　 the　 current　 price　 structure　 of　 the　 Organiza-

　　　　　tion　 of　 Petroleum　 Exportihg　 countries　 and　 to　 unhold

　　　　　the　 OPEC　 benchmark　 price.at$34　 abarrel.

事 イ ン デ ッ ク ス　 　 サ ウ ジ の ヤ マ ニ石 油 相,OPECマ ー カ ー 原 油 価 格34ド

　　　　　　　　　　　　 ル を 守 る と 明 言 。

　 説 　 　 基 本 的 に,先 頭 文 は 記 事 イ ン デ ッ ク ス と一 致 す る。

16年 月 日

　紙 誌 名

　先 頭 文

　　821231

　 FT

　 Adecisive　 rift　 in　 the　 Organization'of　 Petroleum∵

Exporting　 Countries'oil　 pricing　 structure　 could

result　 from　 a　 meeting　 scheduled　 for　 early　 neXt　 week
.

between　 Sheikh　 Ahmed　 Zaki　 Yamani
,　 Saudi.Minister　 of

Oil,　 and　 representatives　 of　 the　 four　 U .S.　 shtireholders

in　 the　 operations　 of　 the　 Arabian　 Ainerican　 Oil
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　　　　 Company(Aramco).　 　　　　　　　 .

記事イ ンデ ックス　　 米国石油 メジャー,サ ウジ原油の価格問題でヤ マニ石油相

　　　　　　　　　　 と会談予定。

概　説　　記事 イ ンデ ックスの 内容を含む,豊 富な情報を もつ。 とくに価格構造

　　　　 変動の可能性 を,処 理可能な形式 にす ることは重要である。

17年 月 日

　 紙 誌 名

　 先 頭 文

記事 イ ンデ ッ クス

概 　説

18年 月 日

紙 誌名

先頭 文,

　 830104

　 AWJ

　 NEW　 YORK-The　 four　 U.S.　 companies　 that　 pump　 and

purchase　 most　 of　 Saudi　 Arabia's　 oil　 are　 expected　 to

warn　 the　 kingdom　 that　 their　 petroleum　 liftings, .

which　 are　 al、ready　 sev.erely　 depressed　 by　 weak .　demand,

will　 f・a,11　 f,urther　 un、less　 the　 country　 reduc・es　 its

prices　 o・r・limi.ts　 its.production.to.help　 eliminate

the　 pe　r.si・stent　 oil　 .glut..　 .　　　　 r　　 ..、

　 　 　　 、,サ ウ ジが 値 下 げ か 減 産 を 行 わ ね ば.原 油 引 取 量 を 削 減 と ア

　　 　　 　 ラ ム コが 警 告 。　 ・　 .,　 　 　 　 　 　 ・'

　 "warn… …unless"}こ 着 目す る と,値 下 げ 又 は 減 産 を 要 求 し て い

る と 抽 象 化 で き る。　 　 　 　 　 　 　 　 .　 ・'　 .'I　 　 　 t

記 事 イ ン デ ッ ク ス.

　 830105　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　、　 　 ;　 '　 　 　 "tl

　 LT　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,　 　 　 tt・"…

:,The　 four　 Arr}e　 r　i.　c　an　 oil　 companies　 which　 li,ft　 the・"

:bUlk.of,　 Saミudi.　 Arabia's　 o.il　 production　 met　 Shaikh

、Ahmed. .Zaki[　 aman.i.,,、the　 k.ingdom's、oilminister,

・yesterday　 to　 press　 him ..、to　 reduce.the　 price・of・Saudi

Arabian　 oil.　 　 　 ・ .　　 ".　 　　 　 '　 　　 　 　　 　 `'

　 　 　 　 　 　 　 ア ラ,ム コ,,.ヤ ・{二.■.サ ウ ジ 石 油 相 に 原 油 値 下 げ を 要 請 。
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已 説

19年 月 日

　紙 誌 名

　先頭 文

記 事 イ ンデ ッ ク ス

概　説

20年 月 日

　 紙 誌 名

　 先 頭文

1

記 事 イ ン・デ ッ ク ス

概 ・説

　 先 頭 文 は,値 上 げ 要 請 の 為,会 談 した と な っ て い るが,内 容 は 記 事 イ

ン デ ッ ク ス に 近 い 。

　 8301』05　 　 　 　　'　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　 ㌦ 　　・

　 WJ　 ・　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　 '　　 　 ・　 　 '

　 ・The　 f.o'u　r　 U.S.'companies　 that・opeir'at』'e.Sau'di

Arabia's　 oil　 industrymet　 yesterdaywith'Saudi　 Oil

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　コ　　　　モ

Minister　 Sheik'Ahmed　 Zaki　 Yamani　 in　 Geneva,　 SWit-

』zerland
,　 but　 app'ar'ently・didn't　 　reach　 any　 definitive

agreement　 on　 either　 the　 price　 or　 produCtion　 leVel　 of

Saudi　 crude.

　　　　　　　 ア ラ ム コ代表 とヤ マ ニ ・サ ウジ石 油相,価 格 ・生 産量 につ

　　　　　　い て 合意 に達 せず 。　 　 　 　 　 　 "∵ ト　 　 　 　 　 '

　 先 頭 文 に十 分 な情 報 が ある。 記 事 イ ソデ ヅクスでは"bU't"以 下 を採

用 してい る。　 ・　 tt　 　 　 　 　 　 　 l:'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　:'・ 　　　 '　　　 ∵

　 830105.'　 　 　 =・`「 　 '　 』　:　 　　 '』ト:

・`FT　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 t-:　 　 ・』

　 SHEIKH　 AHMED　 ZAKI　 yAMANI,　 the　 S　hud　 'i　oil

min'ister元yes't'er.day,conti加ed・"talks　 in'　 G6heva　 with

senlor　 executives　 of　 four　 major　 oil　 companies
,　 amid

rising　 hopes　 within'the　 industry　 thaピShudi;'Arabii　 '

would　 agree　 in　 the　 near　 future　 to　 trim　 its"p'fices .幽

　 　 　　 　　 　 サ ウ ジの ヤ マ ニ 石 油 相,『 値 下 げ に つ い て ジ ご ネ ー ブ で 』ア ラ

　 t　・t,　 ・　 ム コ代 表 と 会 談 。　 1　　 '　　 `一'一　　 『tt　 .　　 』'

　 先 頭 文 の 文 末 の 副 ・詞1句1(tyamid・ …:・・")・ の 取 り扱 い で,結 果 の 質 が

変 わ る で あ ろ う 。'　 ;・　 　 』　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
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i年 月 日

紙誌 名

先頭 文

記 事 イ ン、デ ッ クス

概 　説

『830110

　 BW

　 Venezuelan　 Energy&Mines　 Minister　 Humberto

C・ld・ ・b'・B・,ti　 w。,　 in。f。ulm。 。d・,h。pack。dhi、

bag　 before　 heading　 home　 from　 OPEC's　 yearend　 meet--

ing　 in　 Vienna,　 a　 conference　 that　 was　 doomed　 from

the　 start.

　 　 　 　 　 　 OPEC原 油 価 格,野 放 し状 態 ヘ ー 国 別 生 産 割 当 に 失 敗 。

　 最 近 の 動 向 に 関 す る 全 般 的 な 解 説 記 事 で あ り,こ の 先 頭 文 は 殆 ん ど利

用 で き な い 。

2年 月 日　 　 830117

紙 誌 名 　 　PIW　 　 　'

先 頭 文 　 　 Conflicting　 pressures　 on　 Arab　 oil　 producers

　 　 　 　 　 groping　 to　 regulate　 pricing　 and　 production　 problems

　 　 　 　 　 are　 tending　 to　 stretch　 out　 and　 delay　 decisive　 actions.

記 事 イ ンデ ッ クス　 　中 東 湾岸 産 油 国 の 原油 引 き取 り範 囲 が狭 ま る。

概 　 説　 　'この文 に続 く"But"に 始 まる文 で,記 事 イ ンデ ックスの 内容が 述べ

　 　 　 　 られて い る。　 　 　 　 　 '　　 　 　 .　　 　 　 　 　 　 ,

　 　 　 　 　 前 記⑱ に おい て は 重文 の 形 で1文 と して い るので 拾 わ れ てい た。

3年 月 日、　 8302・07

紙 誌 名 　 　 PN

先 頭 文 　 　 London　 2/4-The　 crude-price-cut　 waiting　 game

　 　 　 　 　 goes　 on,　 with　 British　 National　 Oil　 Corp.reluctant　 to

　 　 　 　 　 tip.its　 hand　 and　 Libya　 refusing　 to　 quote　 a　 new　 price.

記 事 イ ンデ ッ ク ス　 　 サ ウ ジ と ナ イ ジ ェ リ ア,原 油 値 下 げ で 合 意 か 一 各 産 油 国

　 　 　 　 　 　 　 　 　 待 機 戦 術 。
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ピ ∵ ㌻1㌶ ㌶ 巖"　 　 という　

　 　年 月 日　 　 830211

　 　紙 誌 名　 　 LT

　 　先 頭 文 　 　 Acut　 in　 oil　 by　 the　 Organization　 of　 Petroleum

　 　 　 　 　 Exporting　 Countr　 i'　es　 now　 inevitable,　 Shaikh　 Ahmed

　 　 　 　 　 　 Zaki　 Yamani,Saudi　 Arabia's　 oil　 minister　 said

　 　 　 　 　 　 yesterday.

　 　記 事 イ ンデ ッ ク ス　 　 サ ウジの ヤマ ニ石 油相,原 油 価 格 の 引き下 げ 不 可 避 を公 式

,　　　　　　　　　　　　　 に認、め る。

　 　概 　説　 　記 事 イ ンデ ックス と先 頭 文 は一 致 してい る。 ここで,値 下 げ が は じめ

　 　 　 　 　 て 表 明 され た 。

↑
　 年 月 日　 　 　 　 　 　 830211

　 紙 誌 名　 　 　 　 　 　 FT

　 先 頭 文 　 　 SAUDI　 ARABIA　 publicly　 abandoned　 its　 defence　 of

　 　 　 　 　 a　 $34-a-barrel　 reference　 price　 for　 oil　 yesterday　 and

　 　 　 　 　 admitted　 that　 a　 cut　 in　 world　 prices　 was　 inevitable.

　 記 事 イ ン デ ッ ク ス 　 　サ ウ ジの ヤ マ ニ 石 油 相,83年2月10日 基 準 原 油 価 格 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 維 持 を 断 念 。

　 　 　 説'　 同様 に,記 事 イ ンデ ックスの 内容 をC《yesterday"な ど時制 の 問

　　　　　題は あるが)先 頭文 が比較的簡潔 に表現 してい る。

年月 日

紙誌名

先頭文

　 830223

WJ

　 Oilministers　 of　 four　 ArabPersianGulf　 states　 in

the　 Organization　 of　 Petroleum　 Exporting　 Countries
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　　　　　　　 met　 yesterday　 in　 Riyadh,　 Saudi　 Arabia,　 amid　 increa-

　　　　　　　 sing　 indicati　 on・s　 that　 theywere　 planning　 to　 slash　 at

　　　　　　　　least$4abarrel　 from　 the　 current$34　 price　 for

　　　　　　　 the　 benchmark　 grade.

記 事 イ ン デ ッ ク ス　 　 湾 岸4大 産 油 国 石 油 相,少 な く ともバ ー レル 当 た り4ド ル の値

　　　　　　　　　　　　　　　下 げ を 検 討 。

概 　 説 　 　主 節 は,会 談 の 事 実 だ け で あ る が,"amid"以 下 で 値 下 げ 幅 の 観 測

　　　　　　　 が 見 られ る 。

　年 月 日　 　 830223

　紙 誌 名 　 　 　IHT　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・

　先 頭 文 　 　 RIYADH-The　 oilministers　 of　 Saudi　 Arabia.

　　　　　　　 Kuwait,Qatar　 and　 the　 United　 Arab　 Emirates　 held

　　　　　　　　talks　 here　 Tuesday　 on　 how　 to　 respond　 to　 the　 sudden

　　　　　　　 drop　 in　 world　 oil　 prices,　 and　 a　 welliplaced　 source

　　　　　　　 said　 they　 were　 considering　 cutting　 their　 oi1'prices

　　　　　　　 by　 more　 than$4abarrel.

言己事 イ ンデ ッ クス 湾 岸4大 産 油 国・ バ ー レ・レ当た り4ド ル 以上 の 値 下髄 検

　　　　　　　　　　　　　　　討。

概　説　 　会談の事実 と(信 頼筋 による)値 下げ幅 とを述べてい る。

8年 月 日　 　 830224

紙誌 名　　WJ

先 頭 文 　 　 Oilministers　 from　 Saudi　 Arabia
,　Kuwait,　 the

　　　　　　　 United　 Arab　 Emirates,　 Qatar　 and　 Iraq　 ehded　 talks　 in

　　　　　　　 R　iyadh,　 S』audi　 Arabia,　 yesterday　 with　 an'ag'reement　 to

　　　　　　　 cut　 th・i・ ・il　 p・ice・by　 an・m・unt　 th・y・ef・ ・ed　 t・.

　　　　　　　 disclose.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -136一



記 事 イ ンデ ッ クス 　湾 岸諸国石油相,・リや下で会合 し原油値下げで合意7値

下げ 幅未定。

概　説　　 会談の結果で,明 確な事実 に近い ことに も対応 して,処 理可能な情 報

　　　　量の多い先頭文 とな ってい る。

{

1

9年 月 日

紙 誌 名

先 頭文

記 事 イ ンデ ッ クス

説

年 月日

紙誌名

先頭文

　 830224

　 1HF　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 RI　 YADH.　 一－Five　 Gulf　 oil-producing・nations　 agreed

in　 principleWednesday　 to　 cut　 prices,and　 they

threatened　 to　 use　 their　 economicmight　 to　 force

OPEC　 to　 accept　 a　 new　 price　 structure　 at　 emergency

talks　 next　 week.

　 　 　　 　 ・湾 岸5大 産 油 国,価 格 引 き下げ で 合 意 一 〇PEC会 議 で

　 　 　　 　提 案 か。

文 の後 半 で"threaten"に 対 す る後 ろの .Ct　to"以 下 を 処 理す る こ

とで 記事 イ ンデ ッ クスを含 む 内容 を得 るこ と がで き る。

記事 イ ンデ ッ クス

概　 説

　 830224

　 LT

　 Saudi　 Arabia　 and　 four　 other　 Gulf　 states　 agreed

yesterday　 to　 cut　 their　 oil　 priceS　 by　 at　 least　 10　 per-

cent,　 and　 threatened　 to　 make　 even　 b'igger・reductions

unless　 other、members　 of　 the　 Organizati'on・of、

Petroleum　 ExportingCountries　 fall　 into　 line　 with

their　 plan　 to　 avert　 an　 international　 oil　 pricewar .

　 　 　 　 　 　 湾 岸5大 産 油 国,2月23日 に 原 油 価 格 引 き 下 げ で 合 意 。

　 既 出 のttbut"に よ る 結 合 ゐ 場 合 と異 な り,こ の 場 合 は 先 頭 文 の 前 半

が記 事 イ ンデ ック ス と して とられ ている。また,後 半 は"threaten"を
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L
{twarn"の 場 合 と 同様 に考 える こ とが 出来 るが ,　OPECの 他 の メ ン

バ ー に要 求 してい る内 容 の 抽象 化 は 容易 では ない 。

⑳ 年 月日

紙誌名

先頭文

記 事 イ ンデ ッ ク ス

概 　説

　 830228

　 LT

　 Bahain(Reuter)-The　 Gulf　 states,　 which　 on

Saturday　 gave　 the　 Organization　 of　 Petroleum　 Expor-

ting　 Countries　 onweek　 to　 agree　 on　 new　 prlces　 or

face　 a　 possible　 price　 war,　 will　 cut　 tariffs　 by　 perhaps

$7a　 barrel　 unless　 Opec　 backs　 a　 $4　 　cut,.according　 to

the　 Middle　 East　 Economic　 Survey.

　 　 　　 　 　湾 岸 産 油 国,4ド ルの値 下げ を認 め ない な ら7ド ルの 値 下

　 　 　　 　げ も辞 せ ず 。

　記 事 イ ンデ ッ クスは,OPECに 対 す る要 請 で あ る こ とを 明示 して い

ない が,ほ ぼ 先 頭文 と 同 じで あ る。 こ こで も,よ り抽 象化 す る な らば,

"unless"以 下 を 中心 とす る
。

⑳ 年月 日

紙誌名

先頭文

記 事 イ ンデ ッ クス

概 　説

　 830304

　 LT

　 Bahrain　 (AP-Dow　 Jones)-S　 audi　 Arabia　 and　 Kuwait

are　 going　 to　 face　 large　 budget　 deficits　 as　 a　 result

of　 falling　 oil　 revenues,　 according　 to　 diplomatic

and　 banking　 sources　 in　 the　 Arabian　 Gulf.

　 　 　 　　 　 サ ウ ジ ア ラ ビア と ク ウ ェー ト,原 油 値 下げ で 大 幅財 政 赤字 。

　記 事 イ ンデ ッ クス中 の 「原 油 値 下げ で 」 とい う記 述 を除 い て,先 頭 文

で+分 で あ る。

]
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33年 月 日

1

紙誌名

先頭文

記 事 イ ン デ'ッ ク ス

概　説

L
年月 日

紙誌名

先頭文

　 830317

　 LT

　 Saudi　 Arabia's　 $5abarrel　 oil　 price　 cut　 willbe

backdated　 in　 two　 stages　 to　 the　 beginning　 of　 last

month,　 it　 was　 reported　 yesterday　 as　 the　 price　 of

North　 Sea　 oil　 continued　 to　 be　 in　 limbo　 after　 this

week's　 agreement　 by　 the　 Organization　 of』Petroleum

Exporting　 Countries.

　　　　　　　　 サ ウ ジ ア ラ ビア,ア ラ ビ ア ン ・ライ トは2月1日 実 施 で

　　　　　　　 30ド ル 。

　 先 頭 文 で は 「先 月 始 め に さか の ぼ る 」5ド ル の 値 下 げ を 述 べ て い る 。

値 下 げ 幅 の 違 い は,2月 始 め と2月 中 旬 以 降 の 差 で あ る。 こ こで 「先 月

始 め 」 の よ う な 表 現 の 処 理 は 検 討 す る 必 要 が あ ろ う。

記事 イ ンデ ッ クス

説

　 830323

　 FT

　 CROWN　 PRINCE　 Abdullah　 of　 Saudi　 Arabia　 yesterday

warned　 other　 members　 of　 the　 Organization　 of

Petroleum　 Exporting　 C皿ntries　 (Opec)that　 the

Kingdom　 was"perfectly　 capable　 of　 wi.nning　 an　 oil

pricewar"　 if　 th'ey　 failed　 to　 observe　 the　 pact

concluded　 last　 week　 in　London.

　　　　　　　　 サ ウ ジの ア ブ ドゥラ皇太 子,OPEC加 盟 国 に協 定遵 守 を

　　　　　　　要請 。

　 こ こで もtt　warn"の 扱 い に よ っては,記 事 イ ンデ ックス相 当 の 内 容

表 現 を得 る こ とが で き る。
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